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いmHlth"い蜘いmい・昭和57～58年度来日・派遣及び集会援助一覧表 いJrlll11…m…制田Ll田"ヤ

(57.10以降決定分 )

短期間来 日 (58年度14件)

ド
号

一コ
番 申 請  者 来  日  者 目 的 実施年月

8 3

2 0 0 2

大阪大学

山 田  安  定

アメリカ ・ブル ックヘ

ヴン国立研究所

S.B江, ShapirO

動的構造解析による合金の秩序化過程

の研究
58/4

大阪大学

浜 川  圭  弘

アメ リカ ・

ハ ーバ ー ド大学

恥宅P a u l

四配位系アモルファス半導体の基礎物

性と応用に関する研究
58/4

京都大学

山 口  昌  哉

アメ リカ 。

Maryland大 学

T.P , L i u

非線型保存則及び衝撃波理論 58/4

8 3

2 0 0 7

東京大学

花 村 柴 一

アメ リカ ・

カリフォブに ア大学

D.L.Mills

表面増強ラマン散舌Lの理論的研究 58/4

8 3

2 0 1 2

つ甥起笙ヒJ クコイヒr 書を拓所程プt r ラ千

梅 沢 浜 夫

イスラエル ・

ヘ ブライ大学

U.Bachrach

ポリア ミンの生理活性に関する研究 58/5

8 3

2 0 1 3

九州大学

木 田 茂 夫

アメリカ ・

WIarque tte大学

中 本  一  男

金属酵素モデル化合物の赤外 ・ラマン

スペクトルの研究

83

2 0 1 4

京都大学

笹 嶋 貞 雄

中華人民共和国 。

西北大学

王  永   炎

大阪層群と黄土層との対比に基づく第

四紀 ・古気候の変遷
53/10

8 3

2 0 1 6

京都大学

佐々木 昭  夫

アメリカ ・ユタ大学

G.B,

S tringfellow

「混晶半導体の結晶成長と基礎物性 」

に関する招待講演及び各研究機関での

講演 ・討論

59/2

Ｑ
Ｏ

（Ｕ

東京大学

福 山 秀 敏

アメ リカ ・

ベル研究所

P.h7jl.P latzIELa n

界面に東縛 された 2次 元電子系の物性

大阪大学

鈴 木 勝 久

ドイツ連邦共和国 ・

マックス ・プランク
団体研究所

M. Cardclna

半導体の光学的性質とボンドの関係 58/8
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ド
号

一コ
番 申 請 者 来  日  者 目 的 実施年月

83

2 0 2 4

東北大学

沢 田 康 次

アメリカ ・

～レシレヴェニア大学

E.Burstein

表面物性と光散乱 58/5

8 3

2 0 3 4

東京大学

守 山 史 生

大韓民国 。

ソウル国立大学

II.S.Yun

太陽黒点分子スペクトルの研究

83

2 0 3 9

京都大学

高 村 仁 一

フランス ・

Paris― sud大 学

R.耐 L Cahn

急冷金属における構造緩和 と拡散現象 58/4

8 3

2 0 4 0

東京大学

平 尾 泰 男

スイス ・CERN

K.正 .Reich
高エネルギ ー重イオン加速器の研究 58/11

短期間派遣 (57年度15件、58年度15件)

ド
号

一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航  先 実施年月

8 2

4 2 6 1

東京大学

高 田 昌 英

種族 Iと 正におけるヘ リウム異常星の間

の関連性
ア メ   リ  カ 57/12

8 2

4 2 6 3

東京工業大学

石 原   宏
準安定および変調半導体構造国際会議 ア メ   リ   カ 57/12

′
仕

三重大学

伊豆津 公  作
還元分裂紡錘体の免疫細胞化学的研究 ア メ   リ  カ 57/12

8 2

4 2 6 9

京都大学

中 澤   宏
量子統計力学における確率微分方程式他 アイルランド 他 57/12

8 2

4 2 7 2

東京大学

高 原 文 郎

天体物理学における電子 '陽電子対の

ワークショップ
ア メ   リ  カ

8 2

4 2 7 6

信州大学

大 橋 俊 夫
血管平滑筋に対するペカ ドれL/tンの影響 ア メ  リ  カ 58/ユ
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ド
号

一ヨ
番

被 派 遣 者 目 的 渡 航  先 実施年月

82

4 2 7 7

分子科学研究所

佐 藤 直 樹

ゴードン研究会議

(有機薄膜と国体表面)
ア メ   リ  カ

8 2

4 2 7 9

大阪大学

藤 澤 和 男
第 7回 赤外波とミリ波の国際会議 フ ラ ン ス 58/2

8 2

4 2 8 0

東京大学

国 分   征

磁気圏プラズマ中の波動に関するアメリ

カ地球物理学連合会議チャップマン会議
ア メ   リ カ

8 2

4 2 8 3

名古屋大学

垣 谷 俊 昭
ゴ ードン国際会議 ア  メ  リ  カ 58/2

8 2

4 2 8 6

東北大学

立 木    昌

ヨーロッパ物理学会、凝縮系分科会第 3

回会議
ス イ ス 58/3

8 2

4 2 8 7

京都大学

米 国 満 樹

棘皮動物の初期発生に伴う形態的及び力

学的変化の同時観測
ア メ  リ  カ

8 2

4 2 9 0

東京大学

前 田 康 二

半導体中の転位の物性 と構造に関する国

際会議他
フ ラ ン ス 他 58/3

8 2

4 2 9 1

筑波大学

李   相  茂

重イオン反応に於る核融合分裂と蒸発の

競争過程の研究
フ ラ ン ス

8 3

4 0 0 3

大阪大学

伊 藤 健 夫

分子 ・細胞生物学 シンポジウム

ー DNA複 製と組換
ア メ   リ  カ 58/4

8 3

4 0 0 5

山田大学

中 澤    淳

分子生物学および細胞生物学に関する

UCLAシ ンポジウム
ア メ  リ  カ 58/4

83

4020

宇宙科学研究所

寺 沢 敏 夫
無衝突衝撃波国際ワークショップ他 オース トリア他

83

4024

東京大学

豊 沢   豊

S脚中OSi u m  O n  E l e c t r o n i c
回xcitations and lnteractiOn
PrOcesses in Organic M【 01ecular
A33regates

西  ド  イ  ツ

- 3 -



ド
号

一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航  先 実施年月

83

4 0 3 2

北海道大学

山 岸 皓 彦

第 7回国際液体カラムクロマトグラフィー

学会
西 ド イ ッ 58/5

8 3

4 0 3 6

名古屋大学

加 藤 範 夫
X線 回折顕微法開発及び応用 中華人民共和国 58/5

8 3

4 0 4 0

京都大学

伊 勢 典 夫

第57回アメリカ化学会コロイ ドおよび表

面科学 シンポジウム他
カ ナ ダ  他 58/6

8 3

4 0 4 1

名古屋大学

杉 浦 昌 弘

ゴードン研究会議

「植物分子生物学 」
ア メ   リ  カ

83

4042

大阪府立大学

中 原 武 利
第23回国際分光学会議 オ ラ  ン  ダ 58/6

83

4 052

岐阜大学

若 松 謙 一
へびつかい座銀河団の構造について チ リ

8 3

4 0 6 2

大阪大学

龍 野 陸 宜
第 1回生物無機化学国際会議 イ タ   リ  ア

8 3

4 0 6 3

大阪大学

山 口  正  治

結晶中の欠陥の構造 と性質に関するシン

ポジウム
チェコスロバキヤ 58/6

8 3

4 0 6 7

高エネルギー物理

学研究所

久寿米木 朝 雄

第2回進歩検出器の開発に関するピサ会

議他
イ タ リア 他 58/6

8 3

4 0 7 0

東京都立大学

東中川   徹

DNAマ イクロ oクローニング法による

染色体構造の研究
西 ド イ ツ 58/6

8 3

4 0 7 1

京都大学

池 田 研 介

Fifth Rochester Conference on

Ccherence and Quantum optics

他

ア メ   リ  カ

83

4088

東京大学

野 島 庄 七

lst lnternatiてmal Symposiuln on

Platelet― Activating Factor and

S truclurally ttelated Ether― L ipids

フ ラ ン ス 58/6
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長期間派遣 (58年度 7件 )

ド
号

一コ
番

被 派 遣 者 目 的 渡 航  先 期  間

8 3

5 0 1 3

大阪大学

辻 本 良 信

キ ャビテ ーションを生 じたポンプ系の動

的解析
ア メ   リ  カ

58/9～

59/8

1ケ年

83

5 0 2 0

早稲田大学

岡 部 正 美

Studies on low一 temperature

photocheHLiStry with model
bacteriorhodopsins and visuaェ

Pigments

ア  メ   リ  カ

58/4～

59/3

1ケ年

8 3

5 0 2 1

帝京大学

鈴 木 季 直

フリーズ ・フラクチャーによるクロスブ

リッジ運動の観察
ア メ   リ  カ

5 8 / 4 ～

5 9 / 4

1ケ年

83

5 0 3 2

京都大学

伊 藤 忠 直
貧食細胞の皮質細胞質の分子構造の研究 ア メ   リ  カ

58/7～

59/6

1ケ年

8 3

5 0 3 5

東京都立大学

松 田  宗  男

アナナスショウジョウバエにおける雄組

換及び高突然変異性の分子遺伝学的研究
ア メ   リ  カ

5 8 / 4 ～

59/3

1ケ年

8 3

5 0 3 7

理化学研究所

塩 谷  亘  弘

陽電子消滅法による金属間化合物の電子

構造の研究
イ ギ  リ  ス

58/5～

59/1

9ケ月

83

5042

京都大学

大 見 哲 巨
回転超流動

3He
フ ィ ン ラ ン ド

5 8 / 4 ～

59/3

1ケ年

学術交流集会 (58年度10件 )

ド
号

一ョ
番 主 催 責 任 者 集 期 開催地

83

6 0 0 1

名古屋大学

声 田 玉 一 結晶学計算国際研修会
58.8/18

～ 8 / 2 7
京 都 市

83

6 0 0 2

関西学院大学

川 村   肇

第10回アモルファスおよび液体半導体国

際会議

58.8/22

～8/26
東 京 都

83

6 0 0 3

財団法人服部植物研

究所

服 部 新 佐

国際蘇苔類学会東京大会
58.5/22

～5/28
東 京 都
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ド
号

一コ
番

主 催 責 任 者 集 期 開催地

8 3

6 0 0 4

京都大学

高 木 俊 宜

イオンエ学に関する国際会議

(ISIAT'83&IPAT'83)

58.9/12

-9/16 京 都 市

83

6 0 0 5

大阪大学

」ヽ 方   寛

1983年 軽イオン核反応機構 RCNP国

際シンポジウム

58,5/16

～5 / 2 0
大 阪 市

8 3

6 0 0 6

大阪大学

岡 野    純
第 4回 2次 イオン質量分析法国際会議

58。11/13

～ 11/19
箕 面 市

8 3

6 0 0 7

京都大学

牧   二  郎
カオスと統計力学

58.9/12

-9/15 京 都 市

8 3

6 0 0 8

京都大学

異   友 正
乱流およびカオス国際 シンポジウム

58.9/5

～ 9/10
京 都 市

83

6014

東京大学

箕 村   茂
「高圧下の物性」に関する国際シンポジウム

59.1/19
～ 1/22

箱 根 町

8 3

6 0 1 5

東京大学

平 尾 泰 男
重イオン加速器と慣性核融合

59。1/23

～ 1/27
東 京 都
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日 者

Ihilip Coppens

ProfesSoF,Ittpar tIIent of Cheltrustry,

State Uhiversity of New Yolk atBuffalo,

Buffalo,New York 1421 4,  Uo S. A

目的 及び成果

1964年 に米国のサ

ガモアで第 1回 サガモア

会議わ瀾 かれた。これは

初め主として電滴分布に

関するものであつたが、

3年 ごとに開かれ るうち

に主題が電子のスピンや

運動量にも広 がり、今では国際結晶学連合の電荷

・ス ピン ・運動量に関する委員会の主催で 3年 ご

とに開カトれるようになっている。

1982年 には第 7回 サガモア会議が8月 25

日～30日 に日光で開かれた 。この機会に、米国

ニ ューヨーク大学 (バ ッファロー )化学教室のコ

ペンズ教授を山田財団の援助で招待することがで

きた。

同教授は結晶構造解析の分野、特に団体内の電

荷分布の精密測定、化学結合の研究、構造解析の

精度の向上、低次元電導体の解析、構造と物性の

関係など種々の分野で顕著な業績を挙げてきた方

である。

特に上記会議では29日 の年後にパネルディス

カッションの司会をして頂いた。パネラーとして

は、ブラウン(現在フランス)、 クーパー(英国

)、バーコ(米国 )に それぞれスピン、運動量

(γ 線 )・運動量 (陽電子消滅 )各分野に関する

研究のまとめをお願いし、各方法の得失などにつ

…ⅢⅢ…昭 和 5 7 年度 短 期 間 米 国成 果 報 告

8 2 - 2 0 0 6

申 請  者   東 京大学  細  谷  資  明

受入貢任者 東 京大学  細  谷  資  明

いて討論して頂いた。これには軌lla ttyのよう

な理論家やサガモア会議の創始者の一人Weiss

を始め多 くの人々により非常に活発な議論が行な

われた。

サガモア会議の伝統として同じ所で虜食を共に

して議論するというやり方がスムーズに行なわれ

たのには、日光金谷ホテル側の理解ある協力が大

変役立った。

コペンズ教授は会議後高エネルギー物理学研究

所の放射光施設の見学コースに参加され非常に得

る所があったともらされた。東大物性研では低次

元導体の研究に関して回沼教授および家博士と熱

心に討論された。特にグラファイ トのインタカレ

‐ンョンについて、入れる原子分子の種類について

専門家同士の詳細な議論が展開され、双方とも得

る所があったと見 うけられた。その後、慶応大学

理工学部斉藤研究室、分子科学研究所、広島大学

理学部、東京工大などを精力的に訪間された。こ

うした訪間の結果同教授がもらされた印象ないし

感想は、放射光×線施設が、大学問の協力を促進

しつつあること、ひいてはこれが日米両国の諸研

究室間その他の国際交流をも促進するのに役立つ

だろうということであった。

以上のような種々の効果が得られたことに対し、

関係者の一人として山田科学振興財団の有意義な

援助に敬意と感謝を表わす次第である。
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R E P O R T

Philip Coppens

During my 16 day visit to 3apan l participated in the Sagamore

Conference on charge, spin and momentum densities and visited a number

of laboratories.  I was impressed by the time, effort and means presently

being invested in 3apanese sctence.

The Sagamore Conference at Nikko ls a continuation of a serles

started in 1964 in sagamore, N.Y.  The conferences bring together a

community of s01id state physic→ sts, theoretical physicists and chemギ sts

and crystallographers, interested in the measurement of electron densities

and thetr interpretation in terms of properties of molecules and solids.

A str9ng interactギ on between theory and experiment is typical for the

work, with at present experiment being ahead of theoretical calculation

in several cases, such as anisotropy of momentum densities, detail ed

Fermi surfaces and charge densities ln complicated molecules.  The

advent of synchrotrOn radiation is llkely to furtheri improve the quality

and detatl in experimental results.  Undoubtedly this will be accompanied

by new theoretical advances and stimulate debate at future Sagamore

conferences.  HOpefully cross― fert,1lzation between the different

spectalizatiOns, which is still inadequate notwithstanding the success

of the conferences, will improve with further meetings,

The labOratory vislts l made were at least as interesting as the

conference.  I visited the Photon Factory at Tsukuba9 the lnstitute for

Solid State Physics in Tokyo, the High― Intensity X‐ ray Laboratory in

NagOya, the lnstitute fOr M01ecular Sctences in Okasakt, the Department

of Matertals science at Htroshima University, and the chemistry Depart―

ments of the Tokyo lnstitute of Technology and Keio University in

Yokohama.  The PhOtOn Factory seems well advanced and ahead of other

comparable facilities abroad in several of the experiments planned.

I was especi31ly impressed by the active participation of university

based researchers ln the wOrk.  The exlstence of the Photon Factory

appears to stヽ mulate inter― University cooperation, a considerable fringe

benefギt.  I belieVe that it will similarly serve tO promote international

exchange in particular between dapanese and u. s, l aboratori es.
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来  日  者

Ferenc Mezel

Scientific Counse10r,Central Research

工nstitute of Physics,Budapest,ngary

& Guest Scientist, Institute

llaue可虹昭evin,Grenoble,「rance

目的 及び成果

メザイ博士の来 日にあ

た り、二つのことが期待

された。その一つは、氏

が発見し、過去 10年 に

渡 り発展 させて来た中性

子ス ピン ・エコー法の現

状 と、その手法を用いて

なされて来た広範囲の領域に及ぶ物性研究につい

て直接話しを聞くことであり、もう一つは、我々

の所で目下開発中の中性子スペクトル変調法と氏

の中性子スピン 。エコー法 とを対比して、両者の

メリット、ディメリットをくわしく検討すること

であった。

特に後者については、実際に原研原子炉内に設

置してある物性研のスペクトロメーターで一緒に

スペクトル変調の実験 をしながら、色々と討論で

きることを楽 しみにしていた。

残念ながら氏の来日が当初の予定を丁度 1カ月

遅れて実現 したために、原子炉の違転が夏の休暇

に入 り、氏と一緒に実験をすることはできなかっ

たが、これから述べるように、始めの二つの期待

は十分に満たされたものと考えている。

メザイ博士が若い奥さんと生後 6カ月の赤ちゃ

んと空港から東京での宿泊場所としての物性研に

近いアジア会館に現われたのは、8月 1日の日曜

日であつた。

翌 2日 には早速物性研で中性子関係者向けのセ

ミナーを開 き、第一の期待のもとに、中性子スピ

ン ・エコーの技術的講演とディスカッションを行

なった。技術面でのディスカ ッションは勿論、氏

の滞日中、事ある度に色々の人をまじえて行なわ

れたことであるが、氏の自信にあふれたユニーク

申 請  者   東 京大学  伊  藤  雄  而

受入責任者  東 京大学  伊  藤  雄  而

な観点、例えば中性子のスピンにエネルギー変化

を記臓させるといつた発想は多くの聞き手を魅了

させるものであった。

3日 目は一日スピン ・エコー法の応用について

議論 した後で、氏の家族も含めた歓迎会を催した。

4日 、5日 とお茶の水大学で講演、討論を行な

い、週末は拙宅に泊り、鎌倉市内を案内した。

9日 の月曜日には物性卵所内全体での談話会で
“
NeutrtlIL Spin ttcho and lts ttplications"

という題で氏の講演があった。

10日 、 11日 の 2日 間は、東海村原研の中性

子グループを尋ね、装置見学とスピン ・エコーの

技術的ディスカッションを行なった。

12日 から14日 迄の期間には、第二の期待の

もとに、集中してスピン ・エコーとスペク トル変

調法との比較討論に終始 した。我々の主張はスペ

クトル変調により、スピン ・エコーでの情報を更

に時間軸上に展開させることができることか ら、

よりくわしい情報を得 られる、とする所にある。

これに対して、メザイ氏の指摘は、シ何 を考慮

した時に、果してそうなるかどうか疑聞だとする。

かなリエクサイトした議論を何度も行なった。

残念ながらスペクトル変調法については、まだ

氏の疑間と批洋Jに答えられるだけのデータや応用

例がないため、反論にもう一つ迫力が無いことは

否めない。早急に方法論と装置の完成を進める必

要の感を深くした。

とにかく原子炉が休止中のため、生の実験を一

緒に行なえなかった事は重ねて残念であった。

8月 15日 に東北新幹線に氏と氏の家族を見送

つたo当 初の約束に従い、 滞 日日程の半分は東

北大学の石川教授がホスト役である。東ゴヒ大でも、

理学部での講演とディスカッション、筑波高エネ

82-2009
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研にあるパルス中性子施設訪間等多忙を極 めたと

聞く。特にパルス中性子では現在自色パルス中性

子のスピン ・エコー法を開発しようという問題点

か ら活発な討論が行なわれた様子で、9月上旬に

箱根で山田コンファレンスの会場 で再会した際、

日本でのパルス中性子研究の趨勢にかなり深い印

象を受けたようであった。

総じて来日して唯単に日本の中性子グループが

一
方的に氏のスピン ・エコーの話を聞くという晴

況だけではなくて、日本側からも技術面 ・物性研

究面の両面で大いに氏 に感化を与えるものがあっ

たようで、その意味か らも今回の氏の来 日は相互

的に大きな成果があったものと考えている。

9月 1日か ら4日迄は山田コンファレンスの招

待講演者として参加、9月 6日 から 11日 迄は国

際磁寅会議の招待講演者として京都に遊び、9月

12日 、無事成田から帰 国したo

物性研滞在中、夜遅 く迄残つて山田コンファレ

ンスで話す講演原稿を書いていたが、その最後の

文章でも、そしてあちこちでの講演の最後でも、

必ず山田財団に対 して、メザイ氏は感謝の言葉を

述べている。

ここに氏のその感謝の念に重ねて、我々、日本

の中性子散乱研究者の感謝の気持ちをも山田財団

に伝えて、この報告文を終えたい。

R E P O R l『

F e r e n c  t t z e l

l have arrived tO 」 aPan on August l, 1982 by Aeroflot via Moscow in

conPany of コ y wife and our daughter, who was 6 11nOnths Old at that tiIIle. This
date was later than originally planned. The delay was due to the cも Ibined ef―

fect of a conference, of the coコ Plexity Of the arrangelllents necessary (visa

probleIIs, advance booking of the flight) and of the lack of floxibility in
our planning due to the problellls cauSed by the baby,t which obliged us to tra―

vel together all the way and on a relaxed and safe sdhedule.

During コ y stay in 」 apan, I have stayed at and visited the following ins―

titutio■ s :

― August l-15 :Institute Of sOlid State Physics of the University of

Tokyo, host : PIof. Y, Ito. FroEl there,I haVe made short visits to the Depar―

tment of Physics, Ochanollli zu Universi ty (Profs. ■ . 工keda and A. Ito) and tO

the 」 apan Aと omic Energy Research institute, Physics Division (Dr M. Iizulni),
― Augtst 16-26 : Physi cs DePartltnent, University of Sendai, ■ ost PIof.

Y・ Ishikawa,
― August 27-31 : KENS facility at the National Laboratory for ■ igh Ener―

gy Physics, Tsukub a, hosts : Prof. Y, Ishikawa and Profo N. Watanabe, and vi―
sited the Electrotechnical Laboratory, Tsukubl (Prof. S. Ogawa) and the lnsti―
tute of Physics, Tsukuba Univergity (PrOf. H. Nagasawa).

― September l-4, ■ akone : parti ci,atiOn as invited speaker at the Yamada

Conference VI. on Neuと ■on Scatteringロ
ー September 5-10, Kyoto : participati。 ■ as invited speaker at the lnter―

national Conference ont MagnetisII1 1982,
― September ll : Faculty of Engineering Science, Osaka University, hOst

Prof. Y. Yamada,

Most of the discussions during these visits centerecl arOund neutron scat―

tering methods, facilities and results. In particular various aspects of the

Neutron Spectral MOdulation (NSM) technique have been thoroughly discussed

with Prof. Ito and his group, whO are piOneering this nethod, which represents

a new lllanner of using p01arizaこ とon l10dulation in high resOlution inelastic

neutron spectrOs,opy. The nethOd is being tested at 」 AERI on the versatill

polarized neutrO■  spectroIIeter PANSI, with proELiSing results. Another center
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of gravity of my visits was the KENS pulsed neutron sOurce at the K工 K in
Tsukuba. This facility, including by now 8 neutron spectrolneters, was built

in an impressively shOrt tilne and it places 」 apan in the front-line of advan―

ced neutron 30urCe research. On the whole, the developIElent activity in the

field of neutron scattering becalne very ilnportant in 」 apan in the last few

years, and without dodbt, this コ arks 』 ust the beg■ nning of a process which

wlll assure a faster prOgress Of neutron scattering research in 」 apan than in

lllCISt Other countries. This choice is well 占 uStified and in view of the stea―
dily widening field of applicatiOns Of neutrOn scattering, nany of which are

unique, the substantial developコ ent effort in this field corresPonds to the

general interest of a balanced evolutiOIl in condensed lllatter research.
One of the key factors Of the effic■ ent use of neutron scatter■ ng  fa―

cilities is their availabil土 ty fOr a wide collIEELunity of universily researchers,

for wholl the neutron infoHration can be an indispensable complement to their

research. This apprOach has good traditions in 」 apan, and コ げ visits allowed
IBe to get aquainted with a few exaIEplds. This asPect iS also emphasized in

the organizatiOn Of the user groups at the KENS facility, and l think it has

to be IEaintained and developed in the future. In the P,st, the relatively low

flux neutro■  sources available in 」 apan were fEElain■y suited for diffrac=ion
work, and the IIla3ority of the university groups wOrked in this field. I consi―

der the very big variety of subjects as an ■mportant assct of 」apanese univer―
sity research, which is certaI■ ly due to the large muコ ber of universities and
independent research groups within these universiLies, Coコ pared with other
countries, a larBer fraction of the peIInanent staff enコ oys positions which al―
low theln to be very independent in こ heir research (PIofessors and associate

professors). This certainly helps to develop a wide spectrun of sub5ects, as
long as the nll市 her of graduate students is sufficient (as it seells right now).

The sIIIall ni耐 品 er of technicians eIEP10yed was a surprise to me, but the scheIEle

gives good results. I「 or example, the construction of the neutron scattering

instruIIlents aと  the KENS facility would have required at least two tiコ es as lna―
ny permanent people in Europe.

In this context, I would like to stress ohe aspect of the organisation

of scientific activity. The two oPPOSite extrelne points of view, namely the

search for fashiOnable highlights which are rapidly changi■ g, and the syste―
I P a  t i c  e x P l o r a t■ o n  o f  a  b r o a d  s p e c t r u E E 1  0 f  S u b S e c t S ,  a p p e a r  c o n t r a d i c t o r y  i n

Practi ce, Of cOurse, both approaches should be ideally pursued at the salne
tilne, but with the evolution within a given field Of research the enphasis

IElight shift in tille. In コ げ opinion, in condensed コ atter research this shift

happens now iowards と he systematic, wide spectrul■  app roach. This ltllight haPpen

because with tiIEle reSearch has to go in more and コ ore details and extend to
llore and more coIDPliCated systel■ s, and at the saIBe tifElle, the interest boosted

by industrial applications dOes ■ ot decrease. This is why l think that the

very broad spectrull wiFh a large number of indePendent research groups in
」aPanese condensed IIlatter physics, which is a disadvantage under certain cir―

culls tances,  becoIEleS Inclre an advantage in the f0110wing decades,

To conclude, I wOuld like to thank the kind support of Yalnada Science

Foundation and the hospitality of コ y hosts at the variods places we went to.
They organized our と rip in a perfectly sllooと h way and were kind enough to

help us with getting everything we needed for ourselves and, コ ore particular―
ly, for the baby. On the basis of our experience, I would encourage anyone

who night hesitate, as we did, to embark on the adventure of travelling with

a sコall child as far as 」 apan, to go ahead with co■ fidence.
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8 2 - 2 0 1 3

来  日  者

回. R . A 4 t a  r  s l l a  l e  k

P r o f e s s o r , D e p a r t I I m t  o f  P h y s i c s ,

晩 iversity of lNotre DaIID,

lNotre naIIe,Ldiana 46 5 56,Uo S. A.

目的 及び成果

この計画の目的は、原

子核の集団運動 について

本年 7月 我が国の二つの

研究所が夫 特々色 をもつ

国際シンポジウムを行 う

機会に、この分野の理論

において優れた研究を行

っているMお shalek教授 (米国ノートルダム大学 )

を招へいし、あわせて京都大学に短期間の滞在を

可能にし、我が国の当該分野の研究者との交流を

深め、共同研究の進展の契機とすることにあった。

脇 rshiek教 授は、1982年 7月 はじめに

来日、7月 6日 ～ 10日 にわたり山中湖畔におけ

る原子核研究所主催の国際シンポジウム
“Dymmics OF C ollective Mction に 出席、
“
Restorati伽 of Broka敬 皿netries in

the Pertulbative BosclIL tt Xpansion"について

招待講演を行った。その内容は、原子核の回転違

動等の集団運動を自発的対称性の破れの回復とし

て記述しようとする理論であり、同教授が進めて

きたボソン国調法を用いた研究の最新の成果であ

る。続いて、京都大学基礎物理学研究所が主催し

た 1982年 京都サマー・インスティテュート

(略称 1982KSI、 7月 12日 ～ 16日 )に

的南 、2回 にわたって
“
Bo8clII―LrmioII

回xpans ion"についてレクチャーを行 った。こ

の講義は、フェル ミオン多体系をボソン展開の方

法で扱 う理論に於 て最近注 目され ているアプロー

申 請  者  京 都大学  玉  垣  良  三

歎 責任者 京 都大学 玉  垣  良  三

チ、即ち、集団的モードのみをボソン化し、必要

な独立粒子的モ ードはフェル ミオン的自由度とし

て記述する扱いについての明解な解説であつたo

それは、 1982KSIの 講義の柱となる内容で

あつたo同教授は、この二つの国際研究集会にお

いて、招待講演と講義に加えて、絶えず討論を内

容的にたかめる発言を活発に行つて、会議を実 り

多いものとする上で重要な寄与を果した。

京都サマーインスティテュート終了後7月 末日

の帰国までの約 2週 間 、京都大学招へLツト国人学

者として理学部物理学第二教室の原子核理論研究

室に滞在し、原子核理論とうわけ集団運動の微視

的理論について 、山村正俊、松柳研一、倉辻比呂

志の三博士等と研究討論を度々行い、相互に有効

な意見の交換を行い、交流を深めた。この中から、

今後の国際的共同研究の契機 も生れてきている。

またこの間に名古屋大学理学部物理教室からも招

かれ、講演と討論を行 っている。この期間の活動

については 、本人の報告書に述べ られている。

以上の様に、 1ケ月間の日本滞在ではあったが、

M arsha上仕教授の招へいは、同教授がフ ェル ミオ

ン多体系に対するボソン展開法による研究の第一

人者であり、他方この理論が我が国で提唱され且

発展させられているという素地があった状況の下

で、極めて有効な研究交流となったと言える。同

教授の来日を可能にする上で山田科学振興財団の

援助は不可欠であった。こ にゝ深く感謝する次第

である。
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R  E P O R T

E.R. Marshal ek

l.   Lectu res

l had the honor of delivering two lectures at the Kyoto Summer

lnsti tute, enti tled “Boson‐Fermion Expansions.H  A nicely comple‐

mentary treatment of the same subject was also discussed at the

KSI by Prof. Yamamura.  In this way, the students obtained a well‐

rounded view of this aspect of nuclear collective motion.

On 3uly 23, I was invited by Prof. Miyanishi to lecture at

the physics department of Nagoya University.  The title of the

lecture was  HTreatment of Goldstone Modes in Nucear Physics.H

Thうs was an expanded version of the talk l had given earlier in

the month at the Mount Fuji Conferenceo  Since Prof. Miyanishi

has been studying the problem of Goldstone modes associated with

particle‐number conservation from a somewhat different perspective,

the visit was mutuaTly very beneficial.

2.   ScientSfic Discussions and Collaborat,ons

During this period, I profited greatly from many discussions

wi th 」apanese colleagues, as well as with foreign guests during

the KSI.  In particular, I would like to cite valuable conversations

wi th Prof. Yamamura and Dr. Matsuyanagi and their students,  Prof.

Yamamura unvelled a new boson expansion for the group SU(2n+1),

which l found very intriguing.  This work is especially interesting

for two reasons.  Fi rst, as a point of general interest, it showS

that systems with odd fermion numbers can be described entirely

in terms of bosons.  Many people have belleved this is possible

only for even numbers of fermions,  Second, I bel´ ieve that there

are many possibillties for applying this new expans,on in nuclear

physics.  Prof. Yamamura and l hope to collaborate on such applica‐

tions in the future.

Dr. Matsuyanagi and l have been discussing the theory of high‐

spin states.  We have both been interested in applications of the

random―phase approximation (RPA) to this regime.  In particular,

the standard theory of Oblate isomors seems to have same deficiencies.
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To remedy this in the standard approach requires 9oing beyond the

RPA.  However, I have pointed out a possibility fOr solving the

problem within the realm of the RPA, provided that in the oblate

limit certain parameters remain finite.  To settle this question

shall require further calculations on which we hope to collaborate.

3.   Research

ln addition to the above activities, I have been continuing

work started in the U.S.A. on the application of the Marshalek―

Weneser method to three― dimensional nuclear rotation at low spin.

4.   Concluding Remarks

l wish to express my deep appreciatlon to the Yamada Science

Foundation for its generous support, and to the members of the

Kyoto University Physics Department with whom l interacted for

their incomparable hospitality.  I am very grateful for the opporロ

tunity tO experience first― hand the outstanding and imaginative

physics being done in 3apan today.  I hope that l have been ab]e

to make some small contribution in return.

8 2 - 2

来 日 者

HeIIri B enoit

ProFesseur , Centre deRedherches sur les

Macyomolectlles 6, rus Boussingauit,

6 7 0 8 3 Strasbourg Cedex, France

目的及び成果

フランス国立高分子研

究所前所長Henri Be―

IIoi t教授は山田科学振

興財団短期間招へい学者

として、昭和 57年 10

月 15日 夜大阪空港着で

来日、中性子散舌Lによる

高分子研究に関 して、セ ミナー、講演会 、討論を

通 じてわが国の この領域の研究者と交流 、大 きい

成果をあげ、 10月 20日 夜大阪空港発で帰佛 し

た。

024

申 請  者   京 都大学  中  島  章  夫

受入責任者  京 都大学  中  島  章  夫

同教授は高分子溶液研究に関し国際的権威者の
一人で、特に中性子小角散乱法の高分子溶液論研

究への適用に関する理論敵 びに実験的成果は最近

の注目を集めている。今回の日本への招へいの主

目的は、最近同教授が完成 したブロック共重合体

溶液に関する中性子小角散乱研究の詳細を、高分

子学会 30周 年記念シンポジウムで公表 していた

だき、近年断 く緒についたわが国でのこの領域の

研究に役立てょぅとすることにある。このシンポ

ジウムは 10月 18日 名古屋市の愛知県産業貿易

館で開催され、同教授のほかに、P.Teyssi`,

P. Pi no, Go Smets, R. Par iser,ヽ 生 Pruitt,
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■ B ovey氏ら国際的に著名な学者が招待講演

を行なった。B enO it教授は、重水で標識 をつ

けたAブ ロック区分 と、標識 していないBブ ロッ

ク区分とからなるA― Bブ ロック共重合体の溶液

中における中性子散舌Lを高分子濃度の関数として

定量化し、実験結果を論議すると共に、光散乱 、

×線J現 散乱法による結果 とも対比し、散舌L法全

般に亙 つても有意義な考察を披歴 したoこ のシン

ポジウムには高分子学会の主要メンパーをはじめ

約 150名 が参加 し、講演、個別の討論を通じて

大きい成果力輝 られた。

筆者の研究室では、林久夫博士を中心にポリイ

ツブテレン (PIB)を 用いて中性子散舌L並びに

×繰散舌Lの測定から分子鎖の広がうと分子の局所

的コンホメーションに関して研究を展開中である

が 、10月 16日 にBem it教授を京都大学工学

部高分子化学教室に招いてセ ミナーを開催した。

林氏はFlory教授の研究室で行つてきた、水素化

PIB(PIB― H)を 標識ポ リマーとし、マト

リックスに重水素化したPIB(PIB― D)を

用いる系 、並びにPIB― 工を重水素化 したベン

ゼンに溶解 した系に関する理論並びに実験的成果

についてBe■oit教授と討論し、有益な示唆を受

けた。

また、京都大学化学研究所ではかなり以前から

稲垣教授、福田博士を中心としてA― Bブ ロック

共重合体の光散乱による研究が進展中であるが、

こ でゝもBemit教 授を招いてセミナーが開催さ

れ、立入つた論議が行われ、大きい成果が得 られ

た。

最後に、Bewit教 .授の来日を可能にしていた

だいた山田科学振興財団の援助に対して深く感謝

する。

R E P O R T

Ho■ rl Den。 1も

Following the kind invitation made by the 」 apanese Polymer

Soc■ety and your generous allocat■ on of と ravel exPenses, ■ t has been

pOssible for lne to visit 」 apan, unfortunately only for a few days because

it was the bettinning of the academic year in France and it was iコ possible
for me to stay longer.

On october 15th く Friday) I arrived at 6h30 at OSAKA International

AiIPort where l was meet there by Prof, Naka3■ ma and two of his coworkers.

They brought me to the KyOtO HOtel where 工  had a very collfortable room

and the next day l went to ltyotO University tO discuss with Scientists

woTking on toPics which are very similar tO what we are doing in str■ sbollrg,

In France we can use the neutron facilities Of the lnstitute von Laue―

Langevin which is a high flux neutron reactor with two shall angle equipments

using two dimensiOnal detectors. This gives infOrmation which are similar

in nature to the infOrmations yOu can obtaill with small angle X rayS

scattering as they are used in Prof. Nakajimais group and we had a very
stimulaと ing discussiO■  about the respective advantages of both techniques.

Moreover, D■ . Hayashi who has been working in Stanford with

Prof. Flory and has obtained very l■ terest■ ng results on chain statist■ cs

of Polyisobutylene showed tte his results, this allowing a comparison between

his results and what we did obtain on atactic Polystyreme in CrenOble.

Both results are ■n good a8r畳呈Telie 18と:]gs:を岳:ti:e 。:°署8inof scattering vector of the Order of l

cha■n has a significant ■ nfluence on scatter■ ng diagrams. This prOvides

a new technique fOr studying cha■ n co■ format■ o■.
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At the end of the afternOOn l met Prof. R. Koyama from the

College of Ceneral Education of Kyoto University. He is working on the

theoretical explanation Of neutron scattering as functio■  of concentration

and we have some cOntradictory POint Of view which needed to be clarified,

On Sunday 工  had a sightseeing after■ oo■ with Prof. Inagak主 , of
course, with scientific discussiOne we had dinner in a tyPical 」 apanese

restaurant and immediately after l took the train to Nagoya. On MOnday 13

工 did attent the S,P.S.」 . Polylller SyIIlposium cOIBIIleIIlorating the 30th Anniversary

and gave a lecture from ll:20 to 12:10 A.M. Its title was : ‖ Light scattering

and neutron sllall angle scattering by partially labelled polymersW. The

general ldea was the f01lowing : if you have a lllelt of block coPolymers the
scaitered intensity shOws as function of,the observation angle a lllaximum

in the dOmal■  Of qR ‐  1. 工 f yOu have a dilute solution Of the saIEle p01yIIler

depending on the index Of refraction of the solvent or its coherent

scaitering length you observe a maxiIIlllln or a classical curve. In this lecture

I PreSented  an unifying theory which, at least, qualitatively allows to

undersLand the behavior of these systellls in the wh01e range of concentra―

tiOn, starting frOIll the bulk and going tO infinitelyidilute solutions.

This theory explains why when you increase the concentration you obtain

anolllalous light scattering curves. Many attempt have been made specially

by 」 apanese sc■ ent■ sts to give an ■ nterpretat■ on of these phenotlllena. I

think that what 工  have Presented is a g00d explanation which has been

verified by lllany experilnents On neutron  and light scattering which were

presented during this lecture.

The receptiOn during the afternoon was very interesting since

it gave me the possibility of IIleeting many polylller scientists, either I

knew them personally Of from と he literature. 工 t was stimulaこ ing to discuss

with thelll and to learn what is  actually their field of interest.

On Tuesday 19 工  went back tb KyotO where 工  had a lo■ 宮
discussion with Dr. Inagaki at the lnstitute fOr Chemical Research.

Both Dr. Inagaki and myself have been involved in cOpolylners and it was

interesting and stilnulating tO exchange our ideas and recent results.

This discussiOn was h01d in con30ncと iOn with Dr. T. Fukuda who has also

made an important contributiOn in this field.

Back in KyOtO I had an aPPointment in my hOtel with Prof.

Yamakawa, He has a large reputation mainly because of his well knOwn

book and it was lnterestlng to obta■ n his po■ nt Of v■ ew on the recent

developments of polymer physics in France.

On Wednesday 20 1 left KyOto for Osaka at noon and took a

plane to go back hoIIle v■ a ■ong Kong.

s tiIIIulatin宮・ 1二:hiSiPと :Tttis 8:::ul f8を

°

岳[ モ:Sm晋 ::yコSII:::暑8::書
Bc81:eagues.

1 learn many things fOr thell s we renewed friendships and l hope tt did

bring to thell sOme insight Of whaこ  we are doing in Our laboratory.

―-16-



82-2025

日 者

0 1li Viktor ltlunasm納

Director,Profe s30r,Low Telllperature

工aboratory, 正 Lisinki University of

T e c h n o l o g y ,

O  t a l l i e I I l i , E s p o o  1  5 , P i  n i a  n  d

目的 及び成 果

L ounasm aa教授は

12年 前に核断熱消磁に

よ って 0.3mKま で他の

試料を冷却できることを

示 した超低温領域の偉大

な開拓者であると共に 、

それ を利用 した超流動ヘ

リウム3に 関する先駆的な研究で有名である。最

近、回転できる核断熱消磁冷却装置を建設 して回

転状態における超流動ヘリウム3の研究に輝かし

い成果を挙げ (A)、 また2段 の核断熱消廠によ

って銅原子核の反強磁性秩序化を発見することに

成功 した (3)。 今回、同教授はサバティカル ・

リーブが可能になったので、渡米の途中を利用し

て約 2週 間日本に立寄 って頂 くことにした。

日本における日程は別表のようであるが、上記

(A)、 (B)の 研究に関して詳しい話を聞くと

共に、わが国において行われた団体ヘ リウム3や

化合物の核秩序化の研究あるいは超低温生成の研

究を紹介 し、また現在進行中の諸研究について討

論を行った。

同教授は 1970年 、 1977年 に次いで今回

が3度 目の訪日であるため、大変 リラックみして

申 請 者 大 阪市立大学 信 貴  豊 一郎

受入責任者 大 阪市立大学 信 貴  豊 一郎

充分な議論を隷すことができた。特に夜の部にお

いて、一献1頃けながら互いに超低温物理の将来を

論じ、同教授の明1災な研究方針に接することがで

きたのは大きな収獲であった。

なお、同教授は明後年ヘルシンキにおいて低温

工学国際会議のホス ト役を務めることになってい

るので、わが国の代表的な極低温応用研究機関で

ある電子技術総合研究所、高エネルギー物理学研

究所および三菱電機中央研究所に案内 したが、同

教授に益するところ多大なものがあつたと考えて

いる。

月 日 訪  間   先

1 0 月  4 日

5 日

6 日

7 日

8へつ 日

1 2 日

1 3 日

1 4 日

1 5 日

電子技術総合研究所

高エネルギー物理学研究所

筑波大学物理 ・程原、宗田研究室

東大理学部 。佐々木研究室

東大物性研究所 ・

大野 、石本、生鳴研究室

民北大理学部 。大塚研究室

大阪市大理学部 ・信期 究室

阪大基礎工学部 ・長谷回研究室
三菱電機中央研究所

名古屋大理学部 。益田研究室

R I P O R T

01li V.L oullasmaa

整鮮ピ:よ鑑i晶鑑毬路騨鵠温岳盤榊紺督腎総:
部謡 it桑督1錦 鶴』盤 子

f私lie ttI壁
こ載

S品
ま酬e ge播繁

しralow telnperature research in 」 apan,

害景晶ュユ告
旦
章3最諸た進hi 百ゴょ】』ts j足岳島名1最毛bttith tty Wife, at the Narita AirpOrt.a .
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来  日  者

」o h n  R . K l a u d e r

品質eIIIber of Technical Staff,

Bell taboratories,

6 0 0 141ountaln A ven■e,

Atturray Hill, New Jersey 07974,

Uo S. A

目的 及び成果

招へいにあたって

Klauder博士にお願いし

たのは数理物理学に関す

る講義 、討論 、協同研究

であるが 、それには三つ

の主題が含まれる :(1)

β
4 型

相互作用 をする場

の量子論と博士自身によるその変形 、(2)位 相

空間における経路積分とその数学的基礎づけ、

(3)量 子力学と確率過程論の関わ り。

mauder博 士は夫人同伴で3月 31日 に成田至」

着。学習院大学の外国人宿舎に入つた。上記の主

題 (1)は 江沢 (学習院大理 ・物理 )を 中心とす

る東京グループの関心事だったので、博士は予て

からの依頼に応え学習院大学で総計 16時 間にわ

たる連続講義をした。講義のあとの討論は夕刻に

申 請  者   学 習院大学 江  沢

受入責任者  学 習院大学 江  沢

および 、夕食をはさんで夜おそくまで続くことも

あづた。それには理由があったのである。以前か

ら、場の量子論の数学的基礎をさぐるために一

時空の次元を仮想的の2か ら始めて段々に増し現

実の4に むかう易から難へのプログラムで一

研究の積み上げがなされてきた″4相 互作用モデ

ルが、実は目標の4次 元時空では (一般化された )

自由場に帰するだろうという予想が伝わっていた。

mauder博 士はその予想をしたプリンストン ・グ

ループの論法をわれわれにもたらしたので議論が

わいたわけである。その概要を博士は東大、早大、

筑波大でも講演した。また東大教養学部の基礎科

学科では前記の主題 (2)に 関わる講演をした。

この間、場の確率過程論的な量子化に関して江沢

との協同研究が始まり、それは博士の名古屋滞在

中 (後述 )に 完成してPrOgress of Tttoret―

ical Physicsに 投稿することができた。また博

洋

洋
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士は学習院大 ・理 ・物理の学生に対し「物理学に

おける確率過程 」の講義をしたが、確率過程の基

礎研究が半導体素子の生産管理に生かされた話な

どもお りこみ好評であった。

5月 14日 には京都に移 り、紫洛雄に止宿 。主

題 (3)に ついて長谷|11洋(京大理 ・物理 )の グ

ループに連続講義 (6時 間)す るかたわら、中沢

宏の 「弦の熱ゆらぎによる、弦の端につけた質点

のブラウン運動の量子論 」研究に江沢とともに助

言し論文の完成を助けた。mauder博 士は、また

主題 (1)に つき阪大で、主題 (2)に つき京大

基礎物理学研究所で講演した。後者には数学者の

聴講 もあつた。

6月 10日 には名古屋に移 り、名大の外国人宿

舎に入る。飛田武幸 (名大理 ・数 )の主催した経

路積分に関するワーク ,ショップに参加 、主題

(2)に ついて講演し、かつ数学者と物理学者の

間に立 って通訳をつとめ両者の交流を助けた。

また広島大学に招かれてく1)お よび江沢との

協同研究の結果について講演。いったん東京に戻

つて日立製作所中央研究所および学習院大学にお

いて「ベル研究所における基礎研究の役割 」と題

して講演した。後者は全学講演会として開かれた

もので、経営学の教授をはじめ多くの教授 ・学生

が熱心に質問した。その記録は印刷になる予定。

7月 8日 には京都に移 り10日 まで京大数理解

析研究所における「権率解析とその応用」国際シ

ンポジウムに参加して、10日 の年後に大阪空港

から帰国した。

以上、mauder博 士の精力的な活動は数理物理

学が重要かつ興昧ぶかいことを日本の物理学者と

数学者に強く印象づけ、大きなtlj戟を残した。こ

れを可能にし、また江沢には協同研究の機会をあ

たえてくださった山田科学振興財団に心から感謝

する。mauder博 士も彼自身の報告書に述べ られ

ているとおり深く感謝している。

R E P O R T

J dtt R.Klader

My visit tO 」 apan (March 31 - July 10) started with a six week

stay at Caku最 luin University in Tokyo where my host was H. Ezawa.  At

Ezawa?s request a sュ xteen hour lecture seI■ es on Spec■ al Topics ■ ■

Fie■d Theory was presented deta■ ■ing recent Progress ■ n understanding

nonrenorlnalizab■ e sca■ ar field theOry.  Discussions on these toPiCS

involved Ezawa, K. Nakamura, M. Ohya, and A. Arai among others,

S由匝1lar topics were discussed in selninars at lsukuba University, Tokyo

University (Hongo), and Waseda University, and discussions invo■ ved

S. Kamefuchi, K. Nishij illla, T. EBuchi, Mo Suzukユ , and M. Namiki among

others.  Dur■ ng the γ ■s■t tO Tsukuba l had a tour Of the National

LaboratOry for High Energy Physics (KEK)and a meeting with the

Director Ceneral, T, Nishikawa.  At the seminar of S. T. Kuroda of

TOkyO University (Kolnaba) informal lectures by D. Fujiwara and H.
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Kitada On path integrals were fo■ lowed by lny seminar on Wiener Measures

fOr Quantun Mechallical Path ェ ntegra■s reporting on recent worke  Several

infOrmal discussions on path integrals with A. Inoutt and T. Ichinose

were alsO he■ d in this periOd.  wOrk on a joint Paper with Ezと wa entitled

HRettarks on a StOchastic QuantiZation Of Scalar Fields‖
 was started, and

a related computer study with the assistance of T. Kawai of Keio

University  was initiated.

On 】Ly ■ 4 1 transferred to Kyoto University where H. Hasegawa was

my host.  During IEy visit l he■ d severa■  discussiOns with Hasegawa and

H. Nakazawa regarding quantum stochastic differenと ia■ equations.  Over

s■x hours of lectures were presenied as a sPec■ a■ Braduate course on

Stochastic Phenoコ ena in Physics.  A seminar was presented at Osaka

Uniyersity on the NOntrivia■ ity of Nonrellormalizable lnteracと iolls,

lollowed by discussiOns w■ th K. Kikkawa, A. HOsOya, and E= Takasugi

aBlong Others.  At the Research ェ nstitute fOr Fundamental Physics Of

KyotO Un■ v ersュty l lectuled on wiener Measures fOr Quantuln Mechan■
ca■

Path lnteBra■ s.

On 」 une 10 1 transferred tO Nagoya University where T. コ ida served

as lly host.  Alll10st immediate■ y l returned tO TOkyo at the invitatiOn

of A. TonOmura to present a lecture at the Central Research LaboratOry

of Hitachi On The Ro■ e of Basic Research at Bell LaboratOries.  This

lectllre was repeated the next day at cakushuin University.  This visit

to Tokyo a■ sO Provided an Opportuniと
y tO geと  a firsttthand accOunt Of

Kawaits cOmputer sと udies.  upon returning tO Nagoya a WOrkshOp on Path

lnteBra■ s Organ■ zed by Hida began at which ェ
 presented three lectures

on the application Of cOherent states fOr variOus kinelllatical BroupS tO

paこh inteBrals,  Many discussiOns were he■ d with the wOrkshOp participants

illcluding Y. Ohnuki, ェ . Kubo, S. Takenaka, and Ezawa aIE10ng Oと hers.  This

oPPortunity was a■ sO used tO cOmplete the paper prepared in c01■ abOratiOn
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with Ezawa.  A seminar on this 5olnt wOrk elltitled  Parisi_wu Stochastic

QuantiZation of sca■ ar Fields  was PreSented at Hiroshima UIliversity, and

On the return trip to NagOya a one_day stoP over at Kyoto University

was included at the request of Hasegawa and Nakazawa to cliscuss their

latest resu■ ts.  UPon returning to NagOya the talk on stochastic

quantization Of sca■ ar fields was repeated.  On July 8 an internationa■

conference on stOchastic Analysis and App■ ications began at the Research

lnstitute foI Mathellatical Studies of Kyoto Uniyersity, which l attended.

On the afternoon clf 」 uly 10 we ■ eft Kyoto for the Osaka airport and our

return flighi to the口 SA.

I was especial■ y pleased by the opportunity to visit 」 apan for such

an extended Period and to have the opportunity to interact with so many

active scientists on a nunber of topics of cttrrent interestB  It iS

a pleaSure to thank the YaIIlada Sc■ ence Foundation for a grant to｀ coV er

expenses within 」 aPan, the Anerican lnstitute of Physics for travel

support, alld Be■ ■ Laboratories for continued sa■ ary support durinB

this period.

82-2031

日 者

」ames A. KruIIDhan81

Pro Fessor,Depart meII↓of Pnysics,

Cornell University,

I t haca,No Y. 14853, u S.A。

来

目的及び成 果

米 国コーネル大学の」.

A.K rumhattl教 授は 、

山田科学振興財団の援助

によ り昭和 57年 10月

17日 に来 日し、11月

17日 離 日す るまで 1ケ

月の間、文字通 り精力的

に国内の幾つかの大学を訪問し、各地で講演、ゼ

申 請  者   東 北大学

受入責任者  東 北大学

ミナール 、研究者との討論等を数多く行ない、貴

重な成果を残された。ここに財団に対し、謝意を

表するとともに、種々の御協力と御援助をおしま

なかった慶応大学久保教授始め、訪間究各地の先

生なにも御礼を申上げたいと思う。

招へい目的は、同教授によって初めて提案され、

発展させられて来た研究課題である「凝縮系にお

けるソリトン」に関する研究討論が主なものであ

った。

児
　
児

忠
　
忠

江
　
江

堀
　
堀
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先ず、東北大を皮切 りに、慶応大、東大 、同物

性研究所 、九州大、京大基礎物理学研究所を訪間

し、研究者との研究討論等を行 った。そのなかで

研究者に深い感銘を与えた講演の一つは、「物理

学におけるソリトンの概念」と題するものであっ

た。このなかで、物理系で生起する或種の非線型

現象の一つの姿をとらえるために、ソリトン或は、

ソリタリ波励起の概念を導入することが有効であ

ると考えるに到つた経緯を述べ 、また、その後の

研究の発展、特に凝縮系において 、ソリトンの概

念が如何に重要な役割を果たしているかについて、

結晶の構造相転移 、低次元系の電子局在の問題、

ポリマー等を例にとつて説明された。さらに将来

の発展の方向として、生体高分子物理学の動的性

質の解明にまで発展させられる可能性を示唆 され

た。これらは、同教授の物理学に対する造詣の深

さを物語るだけでなく、これにより、聴衆は深い

感銘と示唆を与えられたものと考える。

また 、ゼミナール等では、ソリトンの問題につ

いての最近の研究に関連して、同教授のこれまで

に得 られた研究成果にふれ、ポリアセテレンの実

験との対比の他に、従来のモデルを拡張して、非

整数荷電状態に関する問題点を論じ、幾つかの間

題提起を行なった。これらは、特にこの分野の専

門家に対しても、益するところが多かつたo

同教授は各地の訪間に際して、着手研究者、大

学院学生とも接触する機会を多く持ち、直接に 1

対 1の討論を行なうことは勿論 、有益なアドパイ

スを与えて下さつたことは、着手研究者に益する

ところが多く、今回の滞日中の大きな成果の一つ

であったと考える。また、東京滞在中は、慶応大

学での3日 間にわたる講義 ・ゼ ミナールを持 った

だけでなく、久保教授の特別の御配慮により、日

本学術会議の将来計画委員会の委員と、凝縮系の

物理学の将来の問題について討論の機会を得た。

同教授の見解は、カーター大統領の下で、NS

Fの 副局長として、米国の科学研究の問題に責任

を持つ地位にあった経験 に基づいたものであるだ

けに、貴重な助言であったものと思われる。

う  ご   き

成田着 (15:35、 pan A車 15)

東北大応物訪間、G ICの 討論

応物学科ゼ ミナール :講演 「ソリ

トンと、固体肉非整数荷電局在の

モデル 」

東北大物理訪間、都築教授、研究者

及び大学院学生とソリトンの統計力

学討論

16:00よ リー般講演 「物理学にお

けるソリトンの概念について 」

東北大通研、沢田教授、同金研 、仁

科教授と討論 、応物堀江研究室の研

究の紹介と討論

慶応大理工学部、久保教授を訪間

同大学において、3回 のゼミナール

を開く 、米沢助教授等と討論、日本

学術会議 ・将来委員会委員と会談

東大物性研究所、中lle教授、福山助

教授、理論研グループと討論、ゼミ

ナール 「ソリトンとポリマーにおけ

る非整数荷電 」

東大物理訪間、講演 「物理学におけ

るソリトンについての概観 」

和国教授 、上相教授とソリトン並び

に電子局在、GIC、 生体ポリマー

等の討論

九大物理訪間、ゼミナ…ル「凝縮系

におけるソリトン」、川崎教監 研究

者と非線型、統計学的とソリトン及び

生体ポリマー中のソリトンについて討論

京大基礎物理学研究所訪間

ゼ ミナール「ポリマーにおける非整

数荷電と、整合性について」

武野教授、長岡教授 、福留教授とソ

リトンに関する理論 、強磁場中の局

在 、ポリエン、!及びポリアセチレン

等の討論

東大物性研究所を再度訪間、

19:15成 田発 (Panttn)離 国

1 0 / 1 7

1 8

1 9

2 5

2 6 - 3 0

1 1 / 1 マ

」.A.KruII品 加si教 授の滞在表
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REPORT

Jallnes P、 I丘■旺nttaコsI

The centra■  scientific theme of this vttsit was theoreti―
ca■ condensed matter physics,  In particu■ ar′ I was asked to
present a genera■  vttew Of the soユ iton ttdea in I)hysics′  which
l did.  In the appendix I ■ ist cOncise■ y the p]_aces visited′
semttnars and discussions.  The schedu■ e was very fu■ ■ and the

i苫岳geSS。暑占土章旨iiO景
°
督写
・
:宮818gssttOgram iS due to the high■y effec―

C. Horie of TOhOku′  with the
additiona■  he■ p of ProfessOr R. Kubo in Tokyo.  A■ though the
so■ iton concept was the central theme′  it wュ ■■ be noted that
there were sttgn■ fttcant discussュ ons of structurを とユ phase tran一
sュtions and theュ r kinetics′  Of the current question of frac―

とき署言]と±81];g8f 19尋
°
古首酬呂玉siき景旨景

minttn]m意
を3f3忌き

em:t[e宮
]旨ig】

め
ali~

of new deve■ Opments in mO■ ecuユ ar biophysttcs.  ョ in addtttion I
met wュ th a P■ ann■ ng cOmmュ ttee of the 」 apan Sc■ ence Councュ ユ tO
discuss my ideas On the Future Of cOndensed Matter Physics.

The list of topics was extensive so l wi■ ■ conI:ine my remarks
to maュ n pOュ nts,

reseaどと章hitteS言暑:i 七8 」首 累古:舌
C吊]8とs:暑昌:: せ景:lii°l畳と 言PS署苫3]_

ated′  and certain■ y at the forefront.  Qua■ itatttve■ y′ there is
more work here on the forma■  and mathematica■  こLSpeCts than in

魯::骨:呂::::3:'首::iti景普;景s:::き8:普S:暑暑::]景皆:と告宮岳:骨首::i:;i畳こ3:こ:告:ユ
more physュ ca■  sュ de′  the research On sO■ itons ュ n po■ yacety■ ene=
like materュ a■s ■ s strong in e■ ectron― e■ectron ュ nteraction ef中
fects.  I hOpe that sOme coユ ユaborative work mic」 ht resu■ t from
our discussュ ons of these tOpics.

In regard to sO■ itons and structurと ユ aspec,ts of phase
changes and in texture kinetics l had particu■ arユ y ferti■ e
discussiOns with Prof. Kawasakirs group′  and aliso here hope
to deve■ op ]Oint wOrk.  on Other topュ cs in theoretica■  mate―
ria■ s science l found the ttdeas here on graphite interca■ ation
compounds′  and on amorphous matertta■ s, to be very time■ y and
interesting scientifica■ ■y.  Fina■ ■y′ I was stimu■ ated by sev―
eral dttscussiOns of wOrk being dOne in 」 apan on theoretica■  mo―
lecu■ ar bttophysュ csr Where So■ itOn cOncepts may p■ ay an ■ mpor―
tant ro■ e.

Let me cOmplete this brief report with soIIte genera■  obser―

首:岳:]舌stteni首 ]景
dti置

言宮
ef]と

idttF°
u尋
景ュ言 ご岳孟e]rttbど忌七十 11こgこヂ

ese:]use
the 」 apanese make extreme■ y good use of the ■ 二terature and the

preprュ nt system.  Howeverr that a■ one ュ s not suffic■ ent and
l note that a significant effort is made by various Foundations

to promote visitOr programs and workshops, these are important

since at the fOrefront conceptuaユ  ■eve■  there is no substitute
for direct ttnterpersona■  interactions.  In thtts respect l am

p■eased to applaud the Yamada Foundation fOr its aims and df―

fectiveness.

However, I have had One thought for an additiona■  thrust

]忌ti8とi晋昌占 土景
r暑
景:]を

ユ
誓i首!注言′ 尋景]邑景

r]]首
:暑と:3喜呈atき呈b忌と

・
thttni°

r
exPosure is re■ ative■ y brief.  At the same time l have been
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struck by the fact that among postdoctora■  research assoc■ ateS

here 工  have seen no American or Europeans! (ThiS is greatユ y
dttfferent from the USA where there are many 」 apanese PostdOCS。 )・

So my pottnt is that if you were to invite new Ph.Do students

trained in America or Europe to work in 」 apari for 2 years you

wou■ d effective■ y import the same fresh ideas their supervisors
are working on′  but have ■ onger per■ ods for cと xchange and de―

ve■ opments.  If the Yamada Foundation were to estab■ ish such

a postdoctora■  Program l would′  however′  make two suggestions

晋

h:軍

古v]言呈。景

S:景
舌岳i8・二eFi重 邑」  (ま18tp]idp暑 古: 畳 g :]暑 ta::° を景と

m暑

書と長age)

for the ho■ der of such an appo■ ntment to return to his home

country for a month earユ y in the second year in order to inter―
view for a 30b after his return, second′ r_the present appoint―
ment and program committees of the Yamada Foundation have

」apanese membership on■ y but for se■ ection of foreign post―

doctora■  feユ ■ows there shou■ d be coHIInittee members from other

comtr■ es.

I'thank the Yamada Foundation for providing this oppor―

tun■ ty to vェ sュt the 」 apanese scユ entific colllnlュ n■ty.

So■ itons and Fractiona■  Charges ■ n Po■ ymers.

2. Genera■  Overview of So■ itons in Condensed

Matter Physics (CMP).

Discussions= Horie: 工 nterca■ ation Compounds in Craphite.

Miyazak主 : Same.

watanabe: X― ray studies of Va■ c】nce F■ uctuations。

Kuramoto: Charge DenS工 ty Waves ェ n High Magnetic

Fie■ d.

Tsuzukユ = Statistical Mechanics of So■ itons.

Sasaki: Same.

sawada: F■ ux So■ itOns in 」 osephson Ceometries.

. Introduction to Stru● turaユ  Phase Transitions.

2. Genera■  Overview of So■ itoins in CMP.

3. So■ itons in Biopo■ ymers.

DisCuSSiOns: Yonezawa: (a)Equation of State and Meta■
―Insu■ ator

Transュ tion of Meta■ ■ic Vapors ユ n

(b)8古患:ittB: ]是岳:呈舌邑 。f G■ass TransitiOn.
Takano: Renorma■ ization Group and COherent State

Studies of Spin DynaIR工 (3S.

Discussions with Science Counci■  Croup
~~            Future Dヨ

.rections in Condensed Matter Physttcs.

DisCussions: Fukuyama: Fractiona■  Charge and Genera■

Commensurabi■ ity。

Nakaコ エma: New ISSP Programsr ェ nc■ uding Surface

sc■ ence.

工mada: (a)Impurities and So■ iton Dynamics.
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(b】Statistica■  Mechamttcs of So■ itons in

Quantuln Limits.
Toyozawa: Se■ f―trapping and Excェ tonュ c Po■ arons.

Yosェ da:  Anderson Orthogona■ ity Catastrophe.

■ Overv■ ew of So■ itOns ュ n Phys■ cs.

DiSCussions: Y. Wada: So■ iton Theory.

Kamimura: (a】 Cou10mb Effects and Localization.

tb)E■ ectronic Theory of Staging in

Graphite Compounds.
Kobayashi: sma■ ■ Partic■ es.

Ono: Topics ュ n Localization and Chaos.

A. Wada: Biopo■ ymerst

Cenera■  Overvェ ew of SO■ itons ュ n CMP.

DiSCussェ ons: Kawasak主 = So■ itons and Texture Kinetics.

Cotoh: SCa■ ing in Coarsening Kinetics.

Onuki= Instabilities and Nortta■ ―Superfluid

Temperature Cradients.
G5 8 Braun: (a)SO■ itons in Biopo■ ymers.

(b)COmputer Studies of Proteins.

y
ュn Po■ ymers.

DiSCussions: Takeno: (a)SO■ itOns in  2-Demensions.

(b)Genera■  So■ iton Theory.

Nagaoka: Laca■ ization in High Magnetic Fie■ dS.

Fukutome and Sasai: Unrestricted Hartree― Fock

Methods ■ ■ Po■ yenes and
Po■ yace二 yユもne′  so■ itOn lm―

p■ications.

EndOi Critica■  Point Properties of Mercury

」imb。:AP]i軍]盟と Transcendents.

82-2035

来 日 者

Itobert C. Parr

Professor,ユ )partmeEIt of Chemistry,

University of NOr↓hCあrolina,

NC27514 Uo S.A。

申 請  者   京 都大学

受入責任者  京 都大学

米 澤  貞 次郎

米 澤  貞 次郎

目的 及び成果

米国 ノースカロライナ

大学のR Obert G.Parr

教授は、量子化学の基礎

理論から応用にいたる広

t坊 野で国際的に活躍 している著名な科学者であ

る。教授の研究は、量子化学の分子スペクトルヘ

の応用、半経験的分子軌道法として有名なP― P

―P(Pariser― Parr― Pople)理 論の提唱と

発展 、Parrの定理 (integral Felimam一
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Feynman定 理 )の発見とその応用、最近の量子

化学における密度汎関数の理論の開発など、常に

基本的な問題を扱いながら、広く化学を理解して

ゆくための意欲に満ちている。

教授の来日は今回で4度 目にあたりゃ1982

年 5月 4日 より5月 15日 までの 12日 間、

」ane夫人とともに、京都に滞在された 。滞国中

の主な活動を日程 とともに記すと、

1.5月 6日 (本)京 都大学工学部石油化学教室

にて、「密度汎関数の理論の展望 」と題して講

演。教授は、その密度汎関数の理論において、

複雑な化学現象を統べる基本量としての電子密

度関数に注目し、その運動時程式を導くととも

に、それから得られる種々の概念について、明

快な講演を行なった。とくに、電気陰性度の概

念の厳密な定義、電子系における化学ポテンシ

ャルの概念、 circELlant Orb italの概念の提唱

などは、基本的重要性をもつものと思われた。

2.5月 8日 (土)1981年 度ノーペル化学賞

受賞者、福井謙一教授の京都大学教授退宮記念

講漬会に 、スウェーデンのPer-01ov Lぃ 高in

教授とともに、海外貴賓として招待され、京都

会館において 「理論化学一化学 というサイエン

スの発展的中核 」と題して講演された。この講

演は、教授の科学観 、科学史観、研究観を総合

した極めて深遠な講演であり、よく準備された

多数のスライドによつて、氏の科学哲学を聴衆

に語 りかけ、魅Fす るものであった。教授の講

演は、福井謙一教授のフロンティア軌道理論を

讃える詩

Theor les coIIte,  and theorles go

Si mPle wins, thatも、おat we h研

O rb itals, in full array

亘ide essence, Put off the day

StriP off those, that Stay unbiessed

Truth is there : in the fav, the rest

によって締めくくられ、教授の人柄 と、福井謙

―
教授に対する深い友情には、深 く感動 させら

れるものがあった。

同日夕刻よ り、都ホテルにおいて催された祝

賀会で は、教授の祝辞とともに、同じく、19

81年 度ノーベル賞共同受賞者Roald mff―

Inant教授、 1966年 度ノーベル化学賞受賞

者Robert S.Mdl飽 軸教授よ りの祝辞を披露

された。これ らのことばは、最 悦ふ温たまる思

い出である。

3.5月 10日 (月)京 都大学工学 部宿油化学教

室 とノースカロライナ大学化学科との科学交流

計画の具体化のための討議を行 なった。

4.5月 10日 個 )～ 5月 11日 (火)京 都大

学工学部 、薬学部 の量子化学 とその関連分野の

研究者と個別に科学交流 を行 った。

5,5月 13日 (木)京 都大学理学部化学教室に

おいて、「電気陰性度の概念 」と題して講演。

密度関数の理論の概念を明快に説明するととも

1こ、それから導びかれる電気陰性度の概念とそ

の有用性が示された。

教授の滞 日によつて、そのアクティブな研究の

成果が紹介 され 、我が国の量子化学者の研究を刺

激するとともに 、互いの研究成果が交流され、益

するところ大であつた。また、氏の研究観は、理

論化学の将来を考えるうえで、大いに参考になる

るものであった。今回の滞日は、京都大学 とノー

スカロライナ大学における両グループの研究交流

の途を拓いたものであ り、その意義は大きいo

RE PORtr

Robert G.Paw

This cOnstitutes a rePort of my visit to 」 ap an, May 4 through May 15,

1982.

This visit was made possible by a grant frOlll the Yamada Science

Foundation.  I believe that it was scientifically a very productive visit,

and both my wife and l are lncpst grateful と o everyone concerned for making our

stay personally very pleasant as well.
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BefOre l describe the detailed schedule for lny stay, let me say a vOrd

abOuと my owEI Professional wOrk Over IBany years, as it has been affected by

fOreign travels such as this One.  工  believe such travels have been the
sing le nlost ■Inportant factOr contr■ buting to such prOfess■ Onal success as I

」
i!:]:::i::::::i::311:hi器:S:こ苦!と::::::::3と

:古rittie舌::it:n号とri::u:8 足geSy
.苦晋::r予3u岳]dw81最el:eir:畳 ど岳::y岳:普:書:

F■oll the day l first Hlet PrOfessOr Masao Kotani in 1951 1 have been aware of

the high quality of, and l have f0110ved the 」 apanese research in theoretical

chemical physics.  ェ  have now visited 」 apan fOur tilles,  l have had several

■IIlportanと 」apanese sc■ entists ln my laboratOry for extended v■ s■ts, and I
have had many II10re 」 apanese sc■ entists ■ n my laboratOry for one or twO days。
My own research has Profited very much frOIn all of this exchange.

NOw for the details Of May 4-May 15 1ast.  1 list be10w Only the

forIIlally arrallged discussiOns.  Much of the rest of the time alsO was sPent

や:k]:3:i:号
i°ns on variOus tOpics, especially w■th Professor Fukui and Dr.

discu               les::in岳。i[zil: :暑:artIIlent of Hydrocarbon chemistry, ■■
l Dr, Nakatsuji.  At 14800 delivered a

departIIlental seElinar On the subject Aspects of Density Functional Theory.

Saturday, May 8。   sPent particiPating in the symPos■ uIIL hOnoring the

retiremenと  of Professor Fukuio  Aと  13:00 delivered a talk

entitled Theoretical Cheコ istrz:  The changing cOre of the

chenistry.
Sc■ ence of

Monday ll10rn■ng, May 10。   spent in discuss■ Ons wェ th ProfessOr Yonezawa

and Dr. Nakatsuj二, including discussion of prOposed scientttfic exchange
program between the Departnlent of HydrOcarbon Chemistry, KyOtO University,
and Departコ cnt of chemistry, university Of North Carolina [A forコ al exchange
subsequently has been approved.]

M9nday afternoon, May 10 and Tuesday, May ll.  Spent in discussiOns of

scientific questiOns w■th Drs. Machida, FujimotO, Yalnashita, Morishilna and
Nakatsuj土.

T h u r S d a y  4 f t e r n o o n ,  M a y  1 3 .   S p e n t  i n  D e p a r t I I l e n t  o f _ C h e■ i sとr y ,  F  a c u  l t y

::iこ:i:l:esh:]革
e書
8i:者a!feどをi[iとd :::Cとこ邑」置と置 晋itを1:::ioi:堅::↓it芝.a.lo to,

In all, this triP was very valuable fOr aly scientific wOrk, and l thank

you and your c01leagues at the Yalnada Science Foundation fOr コ Eking it

Possib le.

一 郷 一
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来 日  者

孫  宗 華 (盈 ng―Eua Sun)

中華人民共和国四||1省成都市

中国科学院成都有標施学研究所

目的及び成果

1. は じめに

中華人民共和国 ・中国科学院成都有椴化学研究

所の孫宗華氏は、昭和 56年 8月 28日 来日し、

翌昭和 57年 8月 26国 離日したoこ の間京都大

学工学部高分子化学教室基礎高分子化学講座にお

いて、同研究室の主要テーマの一つである合成高

分子の触媒作用の基礎的研究に参加し、いくつか

の研究成果 をあげることができた。

2.研 究内容 と成果

本研究室では 、高分子ラテックスを用いて高分

子電解質溶液の有する規則的構造を明らかにしつ

つあるが、孫氏は高分子ラテ ックス上に種々の触

媒活性基を導入 し、その性能特性を明らかにしよ

うと試みた oその結果、疎水性基の導入により酵

素反応に見られる触媒基質複合体形成に由来する

飽和現象を観測すると共に、触媒基間の協同効果

をも見出した。さら1こ活性化エンタルピー ・活性

化エントロピー等の熱力学パラメーターを算出し

たところ、ラテックス表面に存在する多量のカル

ボキシル基によリラテックス系での値は、均二高

分子触媒系よりはむしろ、低分子触媒系に近い傾

向を示すことが判明したoこ れらの成果は報文と

してまとめ、Macromoleculesに 投稿した。

われわれは、高分子電解質のもつ触媒作用にお

いて、基質や活性錯合体の溶媒和 、あるいは脱溶

媒和作用が重要な意味をもつことを指摘してきた。

8 1 - 3 0 0 5

申 請  者  京 都大学 伊  勢  典  夫

受入責任者  京 都大学 伊  勢  典  夫

孫氏はラテックス系での成果をふまえ、基質結

合基および触媒活性基を備えた均一系高分子電解

質の触媒活性を種々の温度、圧力下において測定

し、活性化エントロピー、活性化体積等を算出し

た 。その結果疎水性の大きな基質について得られ

た値は、低分子触媒系とは異なった傾向を示したo

これは疎水性基質の触媒活性部位への接近、お

よび活性錯合体の生成に伴い、基質および触媒基

周辺に存在した電縮水や疎水性水和水が解 き放た

れたためと解釈され、酵素系と同様の要因が高分

子電解質触媒系においても重要であることが示さ

れた。これ らの研究成果は報文としてまとめ肌】一

CrOIILtlleCulesに投稿した。

3、 国内訪間について

来日直後、永宮健夫理事長と懇談する機会を得

たこと,ま、来日者が山口科学振興財団の活動を理

解し、あわせて謝意を表明するうえで有益であっ

た。

また滞在期間中に行なわれた次の諸学会に出席

し、全国の研究者と接触することによりこの国の

高分子化学の現状を見聞したoす なわち、第 31

回高分子討論会 (1981年 10月 9日 ～ 11日 、

東京 )、第 44回 日本化学会秋季年会 (1981

年 10月 12日 ～18日 、岡山 )、 日中高分子共

同シンポジウム (1981年 10月 26日 ～ 11

月 2日 、東京 ・京都 )で ある。さらに第31回 高

分子年次大会 (1982年 5月 80日 31日 、東

京 )に出席して、滞在期間中に行なわれた研究成

果の一部を発表し、出席者の批判を仰いだoま た

1982年 8月 には、住友イヒ学工業株式会社中央

研究所を訪問し、機能性高分子に関する企業にお

ける研究状況を詳細に観察 し、また研究所員と討

論を行なった。

4.そ  の  他

来日者は、幸い日本語を話し、かつ理解できた

左 より小川、孫、伊勢
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ため、研究室においては学生、院生と親 しく接し、

相互に大きな影響を与え、親交を深めた。外国と

の親善関係はこのような個人対個人の間の親交が

キーポイントであり、単に学術交流のみならずこ

のような観点からも山田科学振興財団の援助の意

(I)来 日者の研究報告

義は極めて大 きい。来 日者は帰国後、京大滞在中

の研究をさらに発展させるべ く研究 を展開中であ

り、招へい成果が さらに大 きく結実するものと期

待しているeこ こに申請者 として財団の援助に御

礼申し上げる次第である。

Functionalized POlymer Latices.

Cata■ ytic Effects of lmidazo■ e―Containing

Latices on Hydro■ yses of Pheny■  Esters

Zong― Hua sun

Varュ ous Kinds of functiona■  po■ ymers which conta■ n one

or more catalytica■ ly active groups′  have often been synthesiz―

ed and studied as enzyme mode■ s.   Among them ■ mュdazo■ e―

contaュ ning po■ ymers have been extens■ ve■ y examュ ned, a一
b

because ■ mュdazo■ y■ groups are known tO ex■ st at the actttve

site of various enzymes′  suCh as o一 chymotrypsin′  carboxypepti一

dase′  r■ bonuc■ ease and so on.   A■ most of a■ ■ the ュ mュdazo■ e一

conta■ nェng cata■ ysts ever examュ ned were ■ inear po■ ymers.

Paying attention to a s■ m■larュ ty between po■ ymer ■ atex parti―

c■es and g■ Obu■ ar protein (enZyme)mO■ ecu■ es′ it is interest―

■ng to exam■ ne the cata■ ytic effects of po■ ymer ■ atex Parti―

c■es as enzyme mode■ s,  PO■ ymer ■ atices are known to disperse

■n so■ ution and the estimation of reaction rate ■ n the po■ ymer

■atex system seems eas■ er than thOse ■ n other heterogeneous

systems. ~6  .n this paper we ェ ntroduced histamュ ne or L一

httstidine onto polymer ■ atex surface by carbodiimュ de method

and examined the cata■ ytic effect of these imidazo■ y■ group一

conta■ nュng ■ atices on the hydrO■ yses Of Pheny■  esters.

Thermodynamic parameters of these reaction systems are deter―

mined tO c■ arify the enzyme― ■土ke behaviOr  of heterogeneous

pO■ ymer ■ atices.
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Materia■ s

EXPERIMENTALS

P―NitroPheny■  acetate (PNPA)from TOkyo Kasei′

TOkyo′  was recrysta■ lized twice from ch工 roform.  p― Nitrophenyユ

va■ erate (PNPV)and N― Carbobenzoxy― L―pheny■ a■anine p― nitro―

pheny■  ester (Z― Phe― oNP)Were purchased from Sigma and used

without further purifications.  3-Nitro-4-acetoxybenzoic acid

was synthesized fo■ ■OWing

t18B魯とをh]舌暑;±83を:b[:岳[と
・
ettS:岳:'  ._Ethy■-3-(3-dimethyl―

aminopropy■ )carbOdiimide hydroc■ oride (EDC)Was Obtained frOm

Nakarai Chemica■ s (KyOtor 」 apan).

PO■ ymeT Latices     Two kinds of ■
atices,  AA… 2 and AA-3′  were

prepared by an emu■ s■On PO■ ymerェ zatiOn in■ tiated by pOtassュ um

[曇:岳言苦][Siと []iemと を岳:告 . ndT岳 [ri[:]]e:y。 :主]:i岳 i[r i]tiins。 .utions

were shoWn in Tab■ e 工 ,  The diameter of the ■ atiCes Were

determined from e■ ectron micrographs using a 」 EM― ■00U (Nユ hOn

DenShi Co.′  TOkyo′  」apan) (Figure ■ ).

Histamェ ne or L一 hiStidine
Modification of PO■ ymer Latices

was COup工 ed to the  pO■ ymer latices using EDC at PH 4.5 for

2 days.8  After 2 daysr the reactiOn mixture was centrifuged

at 35,000 g for ■ O minutes and the supernatant so■ ution was

drained.  20 m■  of N/20 NaOH SO■ ution was added and the SO■ 半
一

[::n. 8岳uと
i::r岳

!岳:き.3を[ri岳3.言:[: ]mi:]]岳.[°li]:d。告「岳is]im:岳::9
Then the so■ utiOn was centrュ fuged and washed w■ th Water

severa■  times unti■  the Supernatant ■ OSt  cata■ ytiC actiVユ ty_

Fina■ ■y, the ■ atex was suspended in ■ 00 m■  of water and uSed

as a cata■ yst (His― AA-2 Latex).  TO promte the substrate bind…

■ng abi■ ity of the ■ atex′  we ■ ntroduced n― hexy■  group into

AA-2 ■ atex by the reactiOn of AA-2 with n― hexy■ amine in the

presence of EDC.  Then we further introduced L―
hiStidine Onto

the ■ atex usilg EDC (C6~L― HiS― AA-2 Latex).  From both e■ ementta■

ana■ yses and conduCtOmetric titrations′  imidazo■ y■ and carboxy■

cOntents of mOdified ■ atiCes were determined and ShOWn in

Tab■ e II.
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Homogeneous lmidazo■ e―cotaining Po■ ymers     Homogeneous

■mュdazo■ e一conta■ nュng po■ ymers were synthesュ zed for comparェ son10

From both e■ emental ana■ yses and cOnductometr■ c titrations′

structures of these homogeneous po■ ymPr Cata■ ysts were deter―

mined (Tab■ e II工 ).

Kinetic Measurements     Estero■ ytic reaction was fo■ ■owed by

the increase in the absorbance at 400 nln(PNPA′  Z― Phe-ONP,

and PNPV)or 4■ 8 nm (NABA)using a high sensitivity spectro―

photometer (SM-40■ ′ Union Engineering, Hirakata′  」apan).

Reaction at high pressure was studied using a Unュ on high

pressure sPectrophotometer. ・

RESULTS AND DISCUSSION

At first we examュ ned the estero■ yses of PNPA′  NABA and

PNPV cata■ yzed by His― AA-2 Latex.  The reaction rates increase

■inear■ y with the addition of ■ atex so■ ution suggesting that

the reaction  rates are expressed as V。
 = VsP + kcat[C]o[Sl。

′

where Vo and Vsp are the observed reaction rate and spontane―

ous reaction rate′  respective■ y.  kcat WaS the second― order

rate constant of the ■ atex cata■ yzed reaction and iS]。  and

[C]。  are the initia■
 concentrations of substrate and imidazo■ e

residue of added po■ ymer ■ atex so■ ution.  These ■ inear re■ a―

tionships of cata■ ytic activity are attributed to weak

interactions between substrates and Po■ ymer ■ atices because

of hydrophi■ ic acry工 ic ac■ d resュ dues on the surtEacc of pO■ ymer

■atices.

Wttth C6~L― His― AA-2′  we cou■ d not observe the saturation

phenomenon ■ ■ the hydro■ ysュ s of PNPV.  In the hydro■ ys■ s of

more hydrophobic substrate Z― Phe-ONP′  however′  a c■ ear

saturattton Phenomenon is observed.  By the doub■ e recttproca■

p■ots (v。 ―Vsp)~・  VS [C]:ユ ′ bOth the dissociation constant′  K′

]:]古 :[暑 ′

r暑

]iti81・
:a岳晶 :::':];tx° :0呈

重

~を

三1,Si8::[ci]岳
[舌子予

u:暑

[rate

estimated using the fo■ ■owing Scheme l and Equation (■ )′
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where Vsp = ksP[S]o

C キ  S

k   ↓
Sp

P

■

(V。
―Vsp)

c s  t t  c s , や
十

P ュ

scheme I

■

ｋ
■

・

ｋ

一

C + P2

[Sio(k2~ksp)+[S]。(k2~kttp)・ギt Equatont■
j

The pH effects on the cata■ ytic activュ ty of imュ dazo■ e―

conta■ nュng cata■ ysts were a■ so examェ ned.  The pH Profi■ e of

His― AAm is sim■ ■ar to that of imュ dazo■ e except the pOsュ tion

of the maxェ ma■  va■ ue of kcat'  ° n the contrary′  thosc of His―

AA-2-Latex and His― AA shift to a■ ka■ ine region in comparison

w■th those of other cata■ ysts.  The ratios of imェ dazo■ e and

carboxy■ ―residues 9f HiS~AA-2-Latex and His― AA are about ■ =2.5

and ■  : 5.7.  This means that imュ dazo■ e grouPs are surrounded

by carboxy工  groups.  The envュ ronment of imュ dazo■ e resュ due ■ s

more acidic than bu工 k phaser resulting in the shift of the

pH profi■ e to a■ ka■ ine region.6,■
27■ 3

The maxima■  va■ ue of k2 f° r His― AA-2-Latex is about

twice higher than that for imidazo■ e′ and 7 times than that

for His― AAm.  This is probab■ y because of the enhancement of

the nuc■eophi■ic■ty of imュ dazo■yユ grouPs by lleig■bOr■ng

carboxy■  groups.  When the fraction of acry■ ate groups to

imidazo■ yユ grouPs (100 X [COOH]/[COOHl キ  [Iml))On the ■ atex

surface tts Changed′ kcat shoWS a max■mum.  This change a■so

suggests the cooperative effect of acry■ ic ac■ d on the nuc■ eo…

phi■ icity of imidazo■ e group.・
2  .n the case of hydro■

ysis otE

neutra■  ester, PNPA′  cata■ yzed by random coPo■ ymers which

contain both imidazo■ y■ and carboxy■  groups, Overberger et a■ .

cou■ d not so c■ ear■ y Observe such an enhancュ ng effect and

maximum′  probab■ y because the random coPo■ ymer is extended by
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the e■ ectrostatic repu■ sュOn and Part■ y because of weak inter―

action between a substrate and cata■ yst.

The thermOdynamic Parameters (Δ H≠ and Δsメ)for the

estero■ ysis Of PNPA cata■ yzed by histamine′  His― AAm and other

imidazo■ e―containing cata■ ysts are shown in Figure 2.  The

■arge negative entroPy of imidazo■ e―cata■ yzed reaction of the

neutra■  ester was attr■ buted to an increase ■ n Po■ ar■ty and

subsequent e■ectrostrictiOn Of sO■ vent water. b  ▲H≠ and Δs≠

va■ ues for the hydro■ ysis Of PNPA cata■ yzed by various homo―

geneous Po■ ymer cata■ ysts behaved quュ te s■ mュ■ar■ y w■ th each

other and were sma■ ■er than those of imュ dazo■ e cata■ ys■ s, 4

0n the other hand′  ΔH≠ and Δs≠ va.ues of the hydro■ ysis

cata■ yzed by the ■ atices are ■ arger than those by other homo―

geneous Po■ ymer cata■ ysts and are comparab■ e to those by

sma■ ■ mo■ ecu■ ar cata■ ysts.  These phenomena might be attributed

part■ y tO the ■ Oss of freedom of the active group in the

initia■ state (Δsメ  gain)and part■ y to the high density of

acryユ ic acid (sinCe cata■ ysis of Po■ ymer ■ atex was carried

out by both imュ dazo■ y■ and carboxy■  groups cooperative■ y′

■oss of ΔS≠ by the e■ectro―striction in the tralnsition state

might be re■ ative■ y sma■ ■er than that for ユ inear po■ yner

because of a ■ arge amount of hydrated water to the acry■ ic

acid in the vicinity Of imidazo■ e group in the ground state).

Overberger et a■ . suggested that the dimensュ on of macromo■ e一

cu■ es was temperature dependent.・
5  .n the case of the

functiona■  ■atices′  however′  this dimens■ ona■  factor seems

to be sma■ ■er than so■ ub■ O macromo■ ecu■ es because Of restricted

conformation.  Thus′  the obtaュ ned thermodynamュ c Parameters of

■atices wou■ d be c■ oser to those of ■ ow mo■ ecu■ ar weight

cata■ ysts than those of ■ inear po■ ymer cata■ ysts.

By the doub■e reciprocal P■ots (Vo tt Vsp)―
■
 vs.[c]:■  at

varュ ous temperatures, we estimate the thermoodynamュ c para―

meters of both the substrate binding and the reaction of

cata■ yst― substrate comP■ ex.  obtained resu■ ts are shown in

Tab■ e lv together w■ th those for ■ inear po■ ymer cata■ ysts,
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C12~L― His― AAm and c6~HiS~AA.  The pOsitive entha■
py change

and ユ arge pOsitive entrOpy change fOr the ■
inear polymer

[岳:]:き[[岳
′
bi6K岳i][:魯e 書: :i:こを

~・
:岳
~3:]′

。th[r i督::予
rΔ
tt°a岳i°暑岳

va■ ues Of c6~L一 His― AA-2 Latex cata■
yzed reactiOn are quite

different.  Extreme■
y ■ arge Δ H value might be attributed tO

the stabiュ ity of hydrophObic dOmaln On the latex (thOugh the

hydrophObic ュnteraction ュncreases up t0 58°cチ7  the mO■ecu■ar
motion by the therma■  energy might destabi■ ize the hydrophObic

domain in the ■ inear pO■ ymer). The difference in △ s va■ ues
Can be accOunted fOr as fO■ ■Ows , in the case Of the hOmo―

geneous cata■ yst′  sO ca■ led '口■OOpュ ng effect'8 deCreases the

ΔS va■ ue′ that is′  the po■ ymer cat■ とyst fOrms cata■ ytic ■ OOps
upon substrate binding and the cata■

ytica■ ■y active s■ te ュ s
re■ ative■ y fixed.

On the cOntrary, the ■ imュted mObi■ ity of cata■ ytic grOup
on the ■ atex dOes nOt permit ■ 00ping tO be substantia■  , in
other wOrds′  a cOOperative actiOn Of binding s■ te and active
sュte ■ s not sO easy in the ■ atex cata■ ys■ s.

In cOnc■ usュ On′ heterogeneous but hOmogeneous■
y dispersed

cata■ ysts cOu■ d be Obtaュ ned esュ ■y usュ ng pO■ ymer ■ atices as
carr■ ers.  By the presence of carboxyュ

ic resュ dues ■ n the

vュcュnュty Of imュ dazO■ e grOups fixed On the ■ atex surfacer

thermodynamic PrOpertics  Of the cata■
yst ■ atex were different

from thOse Of cOrresponding hOmogeneous pO■
ymer cata■ ysts.
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Tab■ e I.  PreparatiOn of carr■ er ■ atices

Charge Number Charge     Diameter

Densュ ty

(Charge洛2) ば )

AA-2a

AA-3b

■.6x■ 06

6.8x■ o5

0 . 2 0

0 . 0■9

■6 0 0 + 4 0

3 4 2 0 +■ O o

a. 60° C  4 hours b . 70° c  3 hours

Tab■ e II.  cOmpOs■ tiOn of Acry■ ate Der■ vatives

on the surface of Latices

Free COoH (名 ) Im (名 ) n― c6H■
3~ (老 )

His― AA-2 Latex

L―■is―AA-2 Latex

C6~L― His― AA-2 Latex

His― AA-3 Latex

L―His― AA-3 Latex

7 1

7 3

5 0

3 5

4 5

2 9

2 7

■■

6 5

5 5

0

0

3 9

0

0

a . mo■ ar ratio Of

AA-2 : 12.3名

tota■  acrylate der■ vatives ュ n the ■ atices,

AA-3 = 0.57 培
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Tab■ e III.  structures Of HOmogeneous PO■
ymer cata■ ysts

Cata■ yst   Acry■ amide  N― Methacry10y■ histamine  viny■  Lauyl
(Or  ― L―Histidine)     ether

His― AAm

L―His― AAm

C■
2~HiS~AAIn

C■
2~L―

His― AAm

0 。9 0

0 . 8 2

0 。7 4

0 . 7 6

0。■0

0 .■8

0。2■

0 . 2 2

0

0

0 . 0 5

0 . 0 2

Catalyst  Acryュ ic Acid M―Acry10yユ hist―
a m ュ n e

N―牛cryユOyユhexy■ ―

a mュ n e

His― AA

C6~HiS~AA

0 . 8 5

0 . 5 8

0。1 5

0 . 2 0

0

0 . 2 2

Table lv. ThermOdynamュ c

HydrOlysis

Parameters fOr

of z― Phe― oNP

the cata■ ytic

△G

(掩ユ 。耐
~l

ΔH ▲S Δゴ▲ゴ Δゴ

ral.di

:1群
対iS屯・響2

C6~HiS~AA も .T。 2

:蘇とΣl::texも
・響'2

( 畑 . 岨
・

3.1■0.2

3.440,2

9,940,2

( c a L . d・ 1

2■■

244■

5Lt■

21L:040。2

抑 ,540。2

2L16tO.2

( c a L , m■
~・

dc ~・)

れ

-4 9 t l

軸

7.640ぅ2

5.840.2

4.OtO.2

―-39-



Figure ■
pOi'景gir!]t皆長C貫貫宮Saph °f the

-40       -20

』5キ lcal.mol~ldeg~l)

Figure 2  1sOkinetic relatiOnships in cata■
ytic

processes Of hydrOlysis Of PNPA

l:Histamine′  2:L― Histidine, 3:His― AA-2 Latex′

!i::::景,3:;ic,テ::言i倉:::i景
5ミュニHi:こX氏獄; 壬i:8子】:'~AA′
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(E)(I)の 関連発表

(1)加 水分解触媒基を有するポ リマーラテ ッ

クスの触媒特性の研究 第 31回 高分子学

会年次大会において発表 、投稿中

(2)基 質結合基およびイ ミダゾール基を有す

るアクリル酸系共重合体によるフェニルエ

ステル加水分解触蝶 作用の研究 、投稿中

(3)妊 娠 の診断用ポ リマーラテ ックスについ

ての初歩的な研究 帰 国後引き続 き研究予

定

(Ill)来日中の国内訪間

( 1 ) 1 9 8 1 年1 0 月9 日～ 1 1 日 第 3 1

回高分子討論会 (東京 )

(2)1981年 10月 12日 ～ 13日  日 本

化学会第 44回 秋季年会 (岡 山 )

(3)1981年 10月 26日 ～ 11月 2日

日中高分子共同シンポジウム (東京 、京都 )

惚) 1 9 8 2 年 5 月3 0 日～3 1 日 第 3 1

回高分子年次大会 (東 京 )

(5)1982年 8月 24日  住 友化学工業株

式会社中央研究所 。生物化学研究所見学

(Ⅳ)今 回の来日に関する意見 ・感想

わたくしは山田科学振興財団の援助をいただ

いて中国科学院か ら派遣され、日本京都大学工

学部高分子化学教室伊勢典夫教授研究室で一年

研修しました。伊勢教授と北野博己先生の御指

導の下での研究は私にとり大変良い勉強になり

ました。ここで山田科学振興財団と関係の諸先

生に哀心より感謝を献げます。

一年の研修と学術集会などの活動を通じて貴

国の先進的な科学技術及び貴国の科学技術者た

ちが科学技術を発展させることに苦労をいとわ

ないという精神に深 く感銘を覚えました。これ

らは必ず帰国後の研究に役立つと存じます。今

後もラテ ックスをはじめ機能性高分子の分野を

研究する予定で伊勢教授と北野先生など諸先生

のご指導とご助言を切望しています。私は今後

とも学術交流を通じて中国両国人民の永遠友好

のために力を尽したいと存じます。

山田科学振興財団が今後とも中日両国の科学

技術交流及び中国の科学技術の発展を増進する

という事業において輝 しい成果をおさめられる

ことを心からお祈 りいたします。
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昭和 57年 度短期間派遣成果報告

82-4030

オーストラリア他、第7回国際動植物細菌毒素会議他

東北大学   田  宮  信  雄

この度 6月より7月 に

かけ山田科学振興財団の

援助を得て、ニューカレ

ドエアおよびォーストラ

リアに出張、無事帰国し

化。この旅行は蛇毒の採集および、第 7回 国際動

直物毒素会議出席の二つの目的をかねている。

6月 11日 朝シドニー空港においてフランス国

よりの同行者、サクレー原子力研究所、生化学研

究部門のDr.Andre Menez と 落ち合った。そ

れぞれほぼ同時刻lFC東京とパ リから飛来したもの

である。当日はオース トラリア博物館において打

ち合せを行い一泊、 6月 12日 シドニー発、ニュ
ーカレドエアのヌメアに向った。

ヌメアではフランス国薬用植物研究所

(L abora↓oires des Plants Medicinales)の

Dr_」 .Pussetお よびフランス国海外科学技術

研究機構 (OR S TO17T)のDr_B.BOccasら の協

力を得てヌメア近郊および港外の小島でウミヘビ

の採集、採毒を行った。ウミヘビ乙冴た物物

′クサ″ご2タタ材クレク,と`θθ′%あ″ブ,2ク,P夕′2″ブsク′クサ″″″s

合計 150匹 を採集、すべての蛇から採毒、直ち

に凍結乾燥することができた。今回の旅行の目的

の一つはニューカレドエアでのと冴″θクタ?冴この採毒

にあったので、当初に期待の成果を挙げ得たのは

幸いであった。 P河 ク物ガsは思いがけず入手する

ことができたもので、これによりこのウミヘビの

毒研究の手懸 りが得られると考える。ウミヘビの
一部はフランスおよびォース トラリアに発送し、

形態学、毒の生合成の研究にあてることにtノた。

6月 17日 ヌメア発シドニーに一泊してクイン

ズランドのウェイパに向った。一行は小生の他、

フランスの Dr.A.ヽ 生nez,オ ース トラリア博物

館のDr.H.O.COggerお よびその助手Miss

E.CamerOnの 4名である。なおウェイパヘの航

空運賃および滞在費はオーストラリア博物館の援

助によった。

ウェイパは半年は雨期、残る半年は全く乾燥し

た厳しい土地柄で、ボーキサイトの産地である。

ここの会社COM ALCOは ボーキサィト採折後 の

土地再生に力を入れているが、オーストラリア博

物館では再生の基礎データのための両生爬虫類の

研究を行っている。われわれは彼 らの採集を手伝

い、毒蛇を捕えたときは採毒するということで共

同研究したわけである。又オース トラリアの

CSI RO(COIIIn10nwealth Scientific and

lndustrial Research OrganizatiOn)の協力に

よリボー トを出してカーペンタリア湾でのウミヘ

ビ採集 も行うことができた。ウェイパを基地とし、

3泊 4日のキャンプ旅行を2回 、又日帰 り旅行、

夜間採集を大いに行い、 400個 体に上る標品を

採集した。蛇毒は陸蛇ではタイパン、ブラウンス

ネーク等、ウミヘビでは LttemiS hardwickii

から採集することができた。

7月 11日 力>ら17日 にはクインスランドの主

府ブリスベンで行われた国際動植物毒素会議に出

席tノた。 7月 10日 前夜祭ではこの学会のRedi

為略rdを突然与れられた。この賞は今回が第 6回 、

米国の F,E.且 ussell, フランスのP.BOquet,

イスラエルの A.de Vries,中 国のCY.L ee,

英国の A,且 eidに 続 いて小生 と米 国 の

Po ROsenbergに与えられたものである。これを

受賞するためにも、財団の援助を与えられ出席で

きたことは幸せであった。目」賞とtノて米 ドル400

舜もいただいた。

学会は従来より出席者がすこし少く、 200名

であったが、今回の話題の中心はリン脂質分解酵

素ホスホリパーゼの作用と毒性であったと考える。

この酵素は同じようなアミノ酸配列のものが蛇毒

をはじめいろいろなところから得 られているが、

酵素作用の強さ(比活性 )がまちまちである上、

毒性 もあるもの、ないものいろいろであり、しか
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も酵素作用と毒作用の間にも関係がない。また人

によりこの理由付けが異なり、いろいろの考えが

出された。会の終了後シドニーに帰 リー週間を採

集標本の整理に充てた。今回の援助により、賞を

与えられた学会に出席でき、又多くの蛇毒を採集

することができたのみでなく、フランス、オース

トラリアの研究者と親しくつき合い、将来の共同

研究の基礎を固めることができた。最後に重ねて

御礼申し上げる。

82-4091

カナダ、国際応用磁気会議 (磁性材料会議の合同会議)

東京大学  近  角  聴  信

上記の会議が 7月 20

日よ り23日 まで4日 間、

カナダのモントリオール

で開催されるので、この

会議に出席し、全体会議

で 「日本の磁気研究の発展について」約 1時間の

招待講演を行うようにとの要請をプログラム委員

長のクライダー教授から受けたので、大へん忙 し

い時期ではあったが、個人としてもまた日本の磁

気研究者全般にとっても名誉なことなので引き受

けることにした。幸いに山田財団より援助を受け

ることができたので、先方よりの援助と研究所の

委任経理金に加えて旅行の計画を立てることが出

来た。

アメリカの会議に出席するのは久しぶ りで、多

くの友人に会 うことが出来たのも嬉しかった。ま

た多くの興味ある講演を聞くことが出来たの も有

意義であった。個々の講演によれることは省LIIす

るが、ただ日本か らの出席者はいずれもその講演

内容がしっかりしていたのが印象的であった。全

体会議は3日 間の年後から行われ、賞状の授与な

どがあった後、二つの招待講演が行われた。小生

のは第一講演で内容の概略は次の通 りであった。

「日本の磁気研究の発展について」

初期の歴史 :ユーイングにはじまって、本多光

太郎の輝かしい業績を紹介し、その弟子の茅誠司、

増本量などの研究および弟子の育成などについて

述べ、 1950年 頃から、小谷、久保、永宮らの

磁性理論家の活躍がはじまり、多くの理論家が育

成されたこと、又、日本の学会の現状など述べた。

磁性材料の発明、研究、改良 :KS鋼 などの永

久磁石の発明、方向性ケイ素鋼の最近の発展、加

藤、武井 らのフェライトの発明などを紹介した。

磁気現象の物理的研究 :先ず磁区研究の歴史を

紹介し、最近の外村 (日立中研 )の干渉電子頭微

鏡による磁束線の直接観察を説明した。次に原子

規則配列 と誘導磁気異方性についての歴史的な研

究と最近の発展について述べ、インバー問題の研

究とマグネタイトの低温変態の問題は特に日本で

さかんに研究されたものとして紹介した。そして、

最後に日本の磁性理論の発展を紹介した。

お世群とは思うが、講演が終ってから、 「大ヘ

ん面白かった」とか 「日本でそんなに古 くから磁

気研究が行われていたとはXllらなかった」などの

感想が寄せられ、面目を保つことが出来た。会議

終了後、マレーヒルのベル研究所と、ヴァンクー

バーのサイモン・フレーザー大学とを訪間し、そ

れぞれの場所で、 「磁性研究の最近の話題―

干渉電子顕微鏡による磁束線の観察、超強磁場計

画等 ―― 」 と題する話をして、好評を博した。

今回の旅行は計 2週間で大へん忙しかったが、

多 くの知己とも旧交を温め、最近の日本の紹介に

役立ち、有意義であった。ここに山田財団の寛大

な援助に謝意を表したい。
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山田科学振興財団より

派遣援助費の交付をうけ、

昭和57年 7月 下旬よう

パリ市において開催された

1)素粒子物理学史国際

コロキウム (7月 21～ 28日 、フランス科学技術

研究省にて )2)第 21回 高エネルギー物理学国

際会議 (7月 26日 ～ 31日 、パリ第二大学にて)

の二つの国際会議に出席することができた。

前者は、今回のコロキウムの主眼が 1930年

代から50年 代の終 りに至る時期の素粒子物理学

の発展を扱 うことに置かれていたため、この時期

に指導的な役割を果した著名学者 も多数参加し、

新鮮かつ豊富な史実や証言が提起 されるとともに

討論もきわめて活溌に術なわれ、会議は予期以上

の成功を見たと思われる。筆者も討論に参加し多

くの知見を得たのみならず、そのほか湯川博士、

朝永博士の業績に関する若子の資料を持参し史料

展示物に加えてもらうことができた。なおわが国

からは、筆者のはか、東京大学理学部西島和彦、

山口嘉夫両勢授を含めて4名 が出席 した。

後者は、2年に一度開かれる高エネルギー物理

学の最も大きな会議で、この分野の理論 ・実験の

両面における最近の成果をとりまとめ討議する目

的のものである。筆者は協同研究者 (京都大学原

子核工学教室梅村勲、相津伸之の両名 )とともに

執筆した論文 「イオータ中間子とグルーボールの

混合問題に関する新 しいスキーム」 (英文 )を こ

の会議におくり、同問題に関心をもつ多くの理論

ならびに実験研究者と討議し意見を交換した。こ

82-4097

フランス、素粒子物理学史国際コロキウム及び第 21

回高エネルギー物理学国際会議

京都大学  牧     二  郎

のほか会議の各セッションに出席して最新の研究

課題 とその成果について大いに学ぶところがあり、

今後の研究の見通しを立てる上で貴重な知見を得

ることができた。本会議は今回も1,000名 程度

の規模のものとなったが、わが国からは (理論 ・

実験をあわせて )約 20名 が出席し、わが国の理

論研究者からは (出席者とは限らず )きわめて多

数の論文が本会議に寄せられ、またいくつかの仕

事は各セッションで脚光を浴び、若い研究者の活

曜ぶ りには心強いものがあった。しかしながら、

もちろんこれに満足すべ きではなく、より独創性

の高いスケールの大きな研究が生み出されるべ く

今後きわめて大きな努力を払う必要もまた痛感さ

れた次第である。

この会議の大要は、帰国後間もなく基礎物理学

研究所のセミナーで報告したが、前者の会議 (素

粒子物理学史 )の概要は別途に日本物理学会誌に

報告文として掲載される予定である。両会議を通

じて諸外国の知友や新進の研究者との交流を深め、

基礎物理学研究所と海外との学術交流の推進に関

しても有益な見通しをうることができた。学問研

究の国際協力の強化のためには、研究者同士の個

人的接触がいかに貴重なものであるかを、今回も

また強く感じた次第である。

なお、小生の旅行日程は7月 18日 (日 )に 日

本を立ち、素粒子物理学史国際コロキウムの前 2

日間をオルセイ (パ リ市郊外 )の高エネルギーな

らびに理論物理学研究所ですごし、後者の国際会議

終了後 8月2日にパリを離れ8月 3日に帰国した。
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2-4104

カナダ、第 1回 国際藻類学会

大阪大学  黒  田  清  子

第 1回国際藻類学会議

が、 1982年 8月 8日

から14日 までの 7日間、

カナダのニューファウン

ドランド島 ・stぃ」ohnも

の陥 morial大 学で開かれた。

淡水藻及び海藻について分類学から応用藻類学

まで、広い分野において討論 された。 199題 が
一般請演、また 50題 がポスターセ ッションで発

表された。 さらに 12の シンポジウムで 77の 論

文が討論された。参加人員は割合に少なく350

人程であった。 しか し世界各国からの研究者が集

まり、分類学、生態学関係の人達が特に多 く、今

まであまり接することのできなかった人々lrc会う

ことができ、討論 できたことは非常に有意義であ

った。

私は12のシンポジウムの申の一つ
“
けtOSkeletOn,

CytOplas■lic streaming and 出IOrphOgenesis

in Algae"の セッションで、 「車軸藻の切開モ

デル細胞の運動」について話した。即ち、車軸藻
の節間細胞の原形質流動の原動力は、ゲル層に固

着したアクチン繊維 と内質原形質中の ミオシンと

の相互作用によって発生すると考えられている。

このことをより推立するための新しいモデル系を

開発した。即ち、適当な培液の中で車軸藻の節間

細胞を縦軸方向に切開し、内質原形質が直接外液

に接するようにする。内質原形質は細胞肉にあっ

た時と同様に活発に流動をつづける。この系を用
いて、車軸藻のミオシンを熱で失活させた後、筋

肉のHeaり 陥 romyosinを 加えた時の動きを、16

ミリフィルムを用いて示した。 2、 3の 質問およ

びこのモデル系について活発な討論がおこなわれ

た。

このシンポジウムは、パリ大学のProf.hise眠 ―

DaOに よって企画されたもので、 6題 の内、前半

3題 が車軸藻の流動、後半 3題 がカサノリの流動

についての発表であり、特殊な材料ではあるが、

それぞれの原形質流動の機構がまとまってよく理

解でき、興味深かった。

会議か らの帰途、アメ リカ東北部のW00ds

Hole臨 海実験所を訪ね、3日 間滞在した。そこ

では、夏期 (6月 ～9月 )にアメ リカ全国から細

胞生物学者が集まり、研究及び活発な討論が日夜

繰返されている。特に細胞運動関係の研究者はア

メリカのみではなく、ヨーロッパからも夏をここ

ですごす人が多い。私はそこでセ ミナーをする機

会を得て、 「アメーバのグリセリンモデルの運動」

について話し、世界各国からの細胞運動の研究者

達と討論することができたのは、大きな収穫であ

り、今後の研究に非常に有益であった。

最後に、今回の国際会議への削移 ための旅費を援

助していただいた山田科学振興財団に深く感謝する。

8 2 - 4 1 0 9

カナダ他、第 11回 国際炭水化物会議他

慶応義塾大学  須  網  哲  夫

昭和 57年 8月 20日

成田発のノースゥェス ト

8便 にて米国シャトルに

向けて出発し、シャトル

に到着後、乗換 えてその

ままカナダのバンクーバーに向った。出発時より

5時間遅れ、結局バンクーバーには8月 20日 の

夜 11時 に到着 した。タクシーで宿舎であるブリ

テッシュ・コロンビア大学のウオルターゲージ・

レジデンスに真夜中に金」着した。翌日は大学を見

学し、 22日 より第 11回 国際炭水化物シンポジ

ウムの登録が始まり予備登録者約 400名 を含め
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て 600名 が登録tノた。参加者は29ケ 国にわた

り、日本よりの参加者は45名 におよびカナダ、

アメリカについで多 くの学者が参加した。 23日

より講演が始まり、私は午前 11時 30分 より、

同大学で 「擬似糖類合成の最近の進歩」と題して

招待講演を行った。約 280名 の聴取者があり多

大の反響があった。座長はオタフ大学のベアー教

授で、講演後討論を行った。質問は主として擬似

糖類の生物活性に関するもので、これらの新しい

擬似糖に大きな関心がよせられ、試料の提供を数

ケ所の大学より求められた。シンポジウムは、8

月 28日 まで続けて行われ、29日 にバンクーバ

ーを出発してデトロイ トに向い、さらに トラバー

ス市を訪ね愚師であるハーバート・イー ・カータ
ー名誉教授 (イ リノイ大学 )に会った。つづいて

ペンシルバニア大学を訪間し、さらにイリノイ大

学を訪れ、多 くの教授と討論の機会を得た。ライ

ンハル ト教授、パークル教授、ヘーガー教授らと

数時間にわたって研究の討論をし、同大学では約

1時 間 30分 の特別講義をした。学生ならびに教

授約 70名 の出席があり、熱心な質問を受けた。

イリノイ大学訪間ののち直ちにアラバマ州のバ

昭和 57年 8月 23日

～25日 まで 「筋肉及び

非筋細胞のアクチンの構

造と機能」と題するシン

ポジウムがォース トラリ

アのシドニー大学で開かれ、私は幸い山田科学振

興財団の援助でこの会議に出席することができた。

この会議は第 12回 国際生化学会 (同年 8月 15

日～ 21日 、オース トラリアのパース )の付属シ

ンポジウムとして、シドニー大学の C.DOs

Remedios教 授が組織したもので、参加者約 50

名の比較的小さな会議であったが、地元のオース

トラリアを初め、日本、米国、英国、 ドイツ、フ

―ミンガムに向い有名な南部研究所 (S ou ttern

Research lnstitute)を 訪れ、ニ トロツ尿素系

抗がん斉」の権威であるジェー ・エー ・モントゴメ

リー博士の歓迎を受け、同研究所の職員に対して

「新 しいニ トロソウレア系抗がん剤の合成と評価」

と題して講演した。

その後、シャトルに向い9月 8日 より15日 ま

で同地で開催された第 13回 国際がん会議に出席

した。 13日 午後には、 「新 しいニ トロソウレア

系抗がん剤の合成と評価」と題 して講演した。座

長はジー ・ピー ・ウイラー博士で、同博士より質

問を受けた。

会議終了ののち、サンジエゴのソーク研究所

(The Salk lnstitute)を 訪れ、ノーベル賞受

賞のロジャー ・ギルマン教授 (Roger Ouillemin)

の案内で研究所を見学し、がんの化学療法につい

て卓越したアイデアをうかが う機会に恵まれた。

9月 17日 ロスアンゼルス発のノースウエスト1便

で帰国の途につき、9月 18日 成田に帰国した。

今回のカナダぉよびアメリカ訪間は、きわめて充

実した収穫の多いものであり、このような機会を

与えられた山田科学振興財団に深く感謝する。

8 2 - 4 1 1 1

オーストラ リア、筋肉、非筋組織のアクチンの構造 と

機能

名古屋大学 秦 野 節 司

ランスなどから参カロ者があり活発な討論が行われ

た。

第 1日 目(23日 )は、G― アクテンの 3次構

造が解像力 6Aで 示された (M皿 航針2)。また

F一 アクチンの立体構造、 ト ロポニンによる収縮

調節の機構などの研究が、英国のO′Brien,日本

の若林などによって報告された。

第 2日 は、主として非筋細胞のアクチンの重合

またはゲル化の因子について、筋肉 (丸山 )、 ウ

エ卵 (馬渕 )、粘菌 (秦野 )、肝臓 (Gruda)、

血小板 (Tell如ェ)、に就て報告 され、またサイト

カラシンの作用機作と、フラグミンなどの作用機

作の類似性についても議論された (Lin)。 筆者
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の印象では現在多数みつかっている因子は、1)ア

クテン重合阻害因子 (DNase正 ,プ ロフィリンな

ど)。のアクテン重合の核形成促進、及びF一 ア

クチン末端をキャップする因子 (フ ラグミンなつ 。

3)F一アクチンのゲノイヒまたはF― アクテンの束

を作る因子に分類 されると思う。筆者はフラグミ

ンの作用機作について報告したが、今後他の因子

についてもその作用機作を明らか1/Cする必要があ

ろう。

第 3日 は、アクチンの物理化学で、この日は主

としてアクテン重合の速度論が議論された。この

分野ではすでに大沢らが約 20年 前に理論を発表

しており、その時発表されたG一 F変 化の核形成

と伸長の概念が現在広 く受け入れられるよ うにな

った。最初の講演で大沢は、螢光色素で標式 した

F一 アクチンで一本のP― アクチンの運動を顕微

鏡下で写した映画を示した。大沢らの理論は現在

精密化され ( 打ヽL8ner)、 核の重合度 (Esterら 、

dos RemediOsら )が測定されるようになった。

シ ドニーはちょぅど早春に当 り、我々のシ ドニ
ー滞在中も晴天に恵まれて、大変快適であった。

オース トラ リアの大学はすべて英国風 で、会議の

ディナーは大変豪華で楽 しい ものであった。夜宿

舎に帰る時、南十宇星が夜空に輝いているのを見

て感激 した次第 である。最後の 日にちょうどシ ド
エーのオペラハウスで公演中のイタ リアの歌劇団

の蝶々夫人 を観劇 したが、それを見終 った後、雑

談で英国のO′ Breinは 「日本の婦人は世界 中

で一
番信頼できる。妻 としては日本人が一番であ

る」といったのに対 し、誰かの 「それでは御主人

はどこの国か ら迎えたらよいのか」とい う問いに

は誰 も答 えられ る人はいなか った。

なお この会議 の会議録 は
“
A c t i n  l t s

S trucしure and FunctiOn in lhlllscle tt NOn―

hjruscle cells''とい う題で 血adeIElic Press

A u s  t r a l i a から出版 されることになっている。

8 2 - 4 1 1 5

アメ リカ、ゴー ドン研究会議

大阪大学  中  筋  一  弘

1982年 度の電子供

与体 と受容体の相互作用

に関するゴー ドン研究会

議はこ・ューハンプシャー

のウォルフェボロで、 8

月 16日 か ら20日 までの 5日 間にわたって開催

された。 20件 の招待講演、 10件 の招待 ポスタ
ー及び 10件 のポスターの発表があり、参加者は

総数約 80名 であった。 この分野の会議の特色は

合成有機化学者か ら物理学者 までの非常に広範囲

の分野か ら研究者が集まリー堂に会することにあ

る。 この ことは電子移動反応及び合成 (」 .K.

Kochi,LD.ROth, Eo M.KOsOwer,そ の他 )、

電荷移動錯体の合成及び固体物性(E.M.Lgier,

黒田晴雄、その他 )、有機起電導体の電子密度分

布 (F Wudl)、 電荷移動現象のピコ秒 レーザー

(K.B.Eisenthal,K.S_Peters)、 光反応の

磁場効果 (N.」 TurrO,A.ヽ 中bller, その他 )

等々の多彩な招待講演の内容からも推定できる。

このような場合やや もすると討論が低調になると

心配されるが、ポスターも含め各発表1/C対する質

疑応答は非常に活発 であった。尚、組織委員長は

温厚な人格のテキサス大学教授 Ws C.HerndOn

である。

筆者はr/d待ポスターで両性多段階レドックス系

の分子設計と題 して発表した。どのような考えの

もとにこの研究をはじめたか簡単に述べておこう。
π電子系有機化合物の重要な構造特性は比較的容

易に2電 子以上の授受を段階的に行って酸化また

は還元を受けることにある。このような特性を顕

著に示す分子がいわゅる多段階レドックス型 ドナ
ーまたはアクセプターでぁる。このような分子は

TR~ の々特異な性質を示すが、その中で最近注目を

受けているのが電荷移動錯体を生成するという機

能であり、それら錯体の示す電導性を初めとする

電子物性である。この分野の研究は学際的領域の
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学問として種々の分野の共同研究がその発展の基

盤となっている。その成果として例えば従来絶縁

体と考えられていた有機化合物の中で多段階レド

ックス系化合物を構成成分とする錯体が半導体か

ら超電導体領域までの電導性を示すことが発見さ

れた。さてこの分野が飛躍的な発展を遂げるため

には、新しいllt念の創造とそれに立脚 した新しい

分子の分子設計が不可欠であろう。このような観

点から両性型多段階レドックス系という概念を提

案した。どういうことか平たく言うと従来の多段

階レドックス系分子のほとんどはドナーまたはア

クセプターのどちらか一方の性質を示すのみであ

るが、筆者の提案はドナーとして挙動すると共に

アクセプターとしても挙動するといういわゆる両

性の性質を発現する分子の開発を目標とするもの

である。詳細な内容は省略するが、この発表に対

し招待講演者の町血1,Engierら をはじめ多くの

参加者の注目を受け、今後の研究の発展に大いに

期待された次第である。

この会議のもう一つの特色は午後 1時から6時

までが自由時間になっていることである。 (夜の

セクションは7:30～ 9:30、 ポスターは

9:30～ 終了の制限時間なし)。開催地が避暑

地でもあり各自それぞれの方法で余暇を楽しんだ。

筆者の場合この時間を利用して日頃文献だけか ら

名前を知っているアメリカ、 ドイツ、オランダ等

の外国の研究者と膝を交えて議論ができたことが、

通常の学会では得られない成果となった。

82-4116

中国、一般相対論の最近の発展に関する第 3回 マルセ

ル ・グロスマン国際会議

京都大学  中  西     雲

1 9 8 2 年8 月3 0 日

から、中華人民共和国上

海市錦江飯店 (」ing

」iang HOtel)および科

学会堂で開催された 「一

般相対論の最近の発展に関する第 3回 マルセル ・

グロスマン国際会議」に出席した。この種の国際

会議が中国で開催されるのは珍 らしいことであり、

私の専攻 (場の量子論 )に近い分野では恐らく初

めてのことと思う。中国科学技術協会は、この会

議の成功のために多大の努力を払ったことがうか

がわれた。開会の辞は同協会会長の周培源氏によ

って行われ、また会議の模様はしばしばテレビに

よって放映された。

グロスマン会議の組織委員は、今回は素粒子物

理学畑の人たちが全員欠席し、宇宙論畑の人たち

の出席が目立った。そのためであろうか、会議の

プログラムは宇宙論関係が主体であった。私はグ

ロスマン会議に出席するのは今回が初めてである

ので内情rcついてはゎからないが、前回の会議の

プログラムで二つのセッションを占めていた量子

重力は、今回はとくにそのためのセッションが設

けられなかった。それで量子重力関係の講演はほ

とんどすべてヮークショップの方にまわされてし

まった。

量子重力 の ワークショップは 9月 2日 の晩開か

れ、満員の盛況であった。座長は幸い、この会議

の直前奈良帝塚山大学で開かれた 「ゲージ理論 と

重力国際シンポジウム」 で私の講演を聞いた人で

あったので、特別の配慮 で 20分 の時間を与えて

くれた。 しかし内容が膨大であるので、話はどう

して も超特急にな らざるを得なかった。大 きな反

響があり、多 くの人か ら奈良シンポジウムの講演

予稿のプレプ リン トを希望され、持参の分だけで

は足 りず、帰国後 も多数発送 した。

私の講演の題目は 「MttiFestly Covarian↓

Canonical FOrmalism of Quantuln Cravity」

(量子重力の共変的正準形式 )で、現代物理学の

二つの最も基本的な理論である一般相対論と場の

量子論とを統合する美しい理論形式である(その

内容については、岩波 「科学」の1980年 8月

号および9月号に紹介されている)。この会議で
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発表したことにより、海外の相対論の専門家にも

この理論が知られるようになったことと思う。

会議終了後の 9月 4日から、中国科学技術協会

による中国国内ツアーがあり、私は杭州と桂林を

訪れた。杭州では新江大学を見学した。会議中お

よびツアーにおいて多くの科学者と知己になれた。
これもこの国際会議出席の大きな収穫の上っとぃ

えよう。

8 2 - 4 1 1 9

ソ連、非線形変形波に関する国際理論応用力学連合会

シンポジウム

名古屋大学 肉 俊  弥

非 線 形 変 形 波 伝播してゆく現象を意味する。従って、通常の音
(NOttinearDefOISmtiOn  波や水の波、さらに固体中の弾性波や地震波動か
Wttes)に関するI UT AMI  らプラズマ中の波動等々、その範囲は科学や工学
(国際理論応用力学連合)の 実に広い分野にまたがっている。そのため、参
シンポジゥムが、ソヴィ  加 者の顔ぶれも理論物理や応用数学の分野の人か

エ ト連邦エス トエア科学アカデミーとソ連邦理論

応用力学委員会との共催で、 1982年 8月 22

日から27日 まで6日間エス トエア共和国の首都
ターリンで開かれた。ターリンはバル ト海に面し

てヘルシンキの対岸にある美しい古い都である。
シンポジウムには20カ 国から約 160名 余 (内、

ソ連邦より106名 )が参加し、講演は同時通訳
つきの英語かロシア語で行われた。U.Nigul教

授を実行委員長とするエス トェア科学アカデ ミー・

サイバネティックス研究所の方々の行き届いた準

備と努力により、全員、時には激しい議論を交し

ながらも終始なごやかな雰囲気のうちに交流を深

めることが出来たと言える。私自身について言え

ば、講演の間に多 くの方々 (特1/Cソ連の方々 )か

ら個人的に私たちの仕事に関する立ち入った質問

を受け、また、あちらの人達の仕事について熱心

に紹介されたり、意見を求められたりして学問的

な成果を得ただけでなく、その純粋な熱意にも大

変感動した。

標題の非線形変形波という用語はあまうよく使

われないかもしれないが、気体、液体、国体等の

連続体の局所的な変動が、有限振幅の波動として

ら音響学や機械工学分野の人にいたるまで、全く

多種多様で、この点 も大変興味深いものであった。

勿論、 90に 及ぶ講演の内容 もそれlrc応じて変化

に富んだ厳々なものであるが、いずれ も非線形波

動のもつ特質に的をしぼられているので、本質的

な点では共通するものがある。内容は非線形波動
の解析に必要な数学的な方法に関係した純粋に理

論的なものと、非練形音響学や、弾性体、粘弾性

体、塑性体等における非線形波動に関する理論的

実験的研究、その他水の波や地震渡動等に大別さ

れる。これらの研究は、実用的な問題に直接間接

に関係したものが多く、この意味で数学的な画を

話題とした他の非線形波動に関するシンポジウム

と著しく趣が異なった、ュニークなシンポジウム

であったと言える。そして、理論家は応用面に目

を向けることによ り、興味ある研究の種を見つけ、

応用画の研究者は理論的な考えに目を向ける機会

を得たことと思 う。この様な理論も実験 も、数学

も物理学も工学 も一緒lrcしてかきまぜた一見輝沌

としている様で実は共通した筋の通っているシン

ポジウムは、今後も続けてほしいと言うのが参加

者の声でもあった。
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アメ リカ、第 13回 国際微生物学会議

九州大学  jll   佳  之

貴財団の援助を頂き、

去る8月 8日 より米国ボ

ス トンで開催された第13

回国際微生物会議で研究

発表を行 うとともlrc、会

議後、米国内の関係研究機関を訪問した。

国際会議はシンポジウム、一般演題合わせて

1,300程 で、微生物の分類学、遺伝子工学、ウ

ィルス学など基礎から応用まで巾広い分野を扱う

ものであった。大会はMITの ボルティモア教授

によるウィルス発癌遺伝子に関する特別講演から

始った。発癌遺伝子をもたないM010呼 白m病 ウ

ィルスの増殖の過程で発癌遺伝子をもったAbelscln

白血病ウィルスが出現する過程を、遺伝子のクロ
ーエングとDNA塩 基配列の決定の結果lrc基づい

て見事に説明したもので、現在の最 もhOtな問題

をきわめて明解に述べた。

私の発表した 「膜モデルとしての膜をもつファ
ージ」シンポジウムでは、先ず、イリノイ大学の

HttelkOrnが当シンポジウムの意味について、膜

構造やその形成過程の研究にはT4フ ァージの形

態形成の研究に見 られたように、生化学や物理化

学だけでなく遺伝学的なアプローチも必要である

と考えられること。ファージはその構造が単純で、

しかも遺伝学的手法を利用できる点で、膜研究の

上で膜構造をもつファージは重要であることを述
べた。実際、PRl、 PR4、 /6フ ァージの突

然変異株の分離と分析、宿主の脂肪酸合成変異株

におけるファージ膜形成の解析など、遺伝学的な

手法を利用した試みがシンポジウムの中心であっ

たoし かtノ、今のところ、従来の概念を越えるよ

うな成果があるようには思えなかった。私は

/NSllと いう好熱好酸性ファージの膜構造の

成分分析と物性について紹介tノたが、その特異な

脂賞の構造と物性との関係について何人かの人か

ら強い関心が示された。

この国際会議ではファージに関する研究は随分

と多く、会議 3日 目に、MITの 」.キ ングが主

催してファージ研究者の集い (ワ インパーティー)

が行われた。そこで」.キ ングはファージがいく

つかの生物学の基本問題を解くのに今でも最も進

んだシステムであるのに研究費などで充分な扱い

をうけていないこと、ファージ研究推進の中心で

あったコール ド・スプリング・ハーバー研究所で

のファージミーティングが廃止の方向に動いてい

ることなど、ファージ研究の危機が訴えられた。

確かに、私の留学していたlo年 前のファージミ
ーティングの活気と比べると、研究者の減少、特

に若い新 t/い研究者の成少が目立ち、時代の流れ

を感 じた。

この他、私のウィルス学の方面で目についた研

究発表では、シャープ (MIT)に よる動物ウィ

ルス研究への遺伝学的手法の導入があり、彼はア

ンバー変異を読む tR NA遺 伝子を合成し、それ

を導入 したマウス細胞を確立した後、この細胞を

利用してアデノウィルスの多数のアンバー変異株

をとることに成功した。動物ウィルス学の分野の
一つの新しい方向と思われる。 この他、大会には

日本か らの参加者 (特に企業関係の方 )が多かっ

たこと、アメリカの研究室と日本の研究室との間

で設備などには差がなくなってきたことなど日本

が豊かになってきていると感 じた。しかし研究内

容を見ると、アメリカでの研究の方が科学の進歩

に与えるインパクトがずっと大きいことは否定で

きない。これは何故だろうか、帰路の飛行機の中、

あれこれ考えながら8月 25日 帰国した。
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中国、 T h e  T h i r d  M t t c e l  G r O s s m a I I n  h 7 1 e e t i n g s

京都大学  中  村  卓  史

マーセルグロスマン会

議は、前回 (1979年 )

イタリアの トリエステで

開かれたのに引き続いて

今回は、中国の上海で、

8月 30日 から9月 3日の 5日 間にわたって開催

された。 「一般相対論の最近の発展」わゞ、この会

議のテーマである。参加者は、200人 ぐらいで、

約半数が地元中国で、残 りの半数が外国人であっ

た。日本か らは、名大の早川教授、京大の佐藤教

授をはじめとして、約 15人 が参加した。私は

「数値的相対論」のワークショップの座長として

参加したが、このワークショップには、会議開催

前に大きな問題が発生していた。イスラエルのヘ

ブライ大に所属tノているピラン博士は、数値的相

対論のパイオニアの一人であるが、中国狽」が、彼

の入国を認めないと言い出したのである。理由は、

たぶん政治的な中国とイスラエルの関係に起因す

るのだろう。彼は、数値的相対論での新座標条件

についての話を、ワークショップでしたいと、私

に言って来た手紙の中で、中国狽」に入国を認める

ように頼んではしいと要請して来た。この手紙が

来たのが、 5月 頃であった。私は、6月 にフラン

スエ業技術省の招待で、 「重力波に関するレズュ
ーシュ夏の学校」に参加して、ピラン氏とも会っ

た。その学校には60人 程の参加者 (全て一般相

対論の研究者 )がいたが、中国がイスラエル国籍

の人の入国を認めないのはけしからんと言う人が

大半で、中には会議をボイコットすると言い出す

人 も出て来た。 このようなわけで、一体どうなる

ことかと思っていたが、結局中国狽」が入国を認め

たため、無事開会に到った。

「数値的相対論」のワークショップは9月 3日

に行われた。発言者は、フランスの大御所ショケ

ブルア教授、 「数値的相対論」の生みの親である

テキサス大の ドウイット教授、ヘブライ大のピラ

ン博士、京大基研の前田君と私の 5人 で、他に較
べて発言者の数が少なかったため、質問に十分時

間をとることが出来た。映画があるという宣伝が

効いたのか、会議最終 日にもかかわらず、参加者

は多かった。私は、回転星の一般相対論的重力崩

壊の世界初の数値計算pllを示した。多 くのモデル

計算を行った結果、初期の星の角運動量がある臨

界値以下だと、初期条件の広い範囲にわたって、

カーブラックホールが形成されると主張 して、ぃ

くつかの計算例の映画を上映した。いわゆる 「宇

宙検閲仮定」にぁる意味での証明を与える上の結

果の評判はよかったようである。私には、ショケ

ブルア教授の新座標条件や、ピラン博士のレッジ

ュ代数を使った計算法等が、大変面白い話であっ

た。私は、 「重力波」のワークショップでも、重

力波の干渉効果についての講演を行った。会議終

了後は、南京の紫金山天文台と、北京大学の重力

波検出実験室を訪関して帰国した。今回の派遣援

助に対して、心から感謝する。
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ハンガリー、ニューロンおよびニューロン群に関する

国際シンポジウム

筑波大学  松  下  松 雄

このシンポジウムは

1 9 8 2 年 8 月 3 0 日か

ら9月 1日の 3日間に亘

り、ハンガリーのブダペ

ス トからバスで約 3時 間

半、ユーゴスラビアの国境に近い都市ペーテにぁ

るペーチ医科大学で行われたものである。主催者

はハンガ リー科学アカデミーとハンガリー解音」学

会とである。
'こ

のシンポジウムはまた国際的に著

名な元ブダペス ト大学解音」学教授で、現在ハンガ

リー科学アカデミーの総裁であるセンタゴタィ教

授の 70才 の誕生日を祝賀するものでもあった。
センタゴタイ教授はかってペーテ医科大学におい

て研究を行い、多くの弟子を育て、今日のハンガ

リーの神経解音」学 と神経内分泌学の基礎を作った

人で、その様な歴史的意味からも首都ブダペス ト

ではな くペーチでこのシンポジゥムが開かれたこ

とのようであった。シンポジゥムは視床一大脳連

関、神経生物学一般と脊髄、視床下部と神経ペプ

タイド、小脳、大脳皮質の五つの主題から成って

おり、各主題毎 4-5人 の演者が発表を行った。

招待された演者は22人 で全てハンガリー以外の

国の研究者である。日本からは私の他に横浜市立

大学のす|1上正澄教授 (生理学 )と東京大学の伊藤

正男教授 (生理学 )が講演された。演者の中、解

音」学者は私を含めて 5人 、他は神経生理学または

内分泌生理学者であった。各講演のあと10分 間の

討議と更に主題ごとにまとめて一般討議 30分 が

あり、各演者に対して鋭い質問がとび議論が自熱

した。言うまでもなく我国の研究者の発表は最 も

高い水準の所にあった。シンポジウムを通して最

も印象深かったのは Chan― Palay博 士にょる小

脳のプルキニュ細胞には複数の神経伝達物質の存

在することを示す発表であった。一部はすでに知

っていた内容にも拘わらず再度深い感銘を受けた

と同時に研究レベルの高さとその独創性、推進力

は賞讃に値するものであった。私は脊髄から小脳

に運動の情報を伝える脊髄小脳路ニューロンにつ

いて、これまで国際誌に発表してきた内容をまと

めて話し、それに関する考え方を述べた。また私

の現在のテーマと関係深い人達の発表内容は論文
によリー部は知ってはいたものの、やはり身近に

聞くことにより、その研究の成立過程や将来への

展望など論文からは知り得ないことが分 り、今後
の私達の研究にとっても有益であった。多くの学

会の場合 もそうでぁるが、公式の場での発表以外
に、個人的に深 く詳細に議論することにより、更
に貴重な情報を得ることが出来、またそうするこ

とにより論文によってのみ知っていた人々と親交

を結ぶ ことが出来たことは何にもまして得がたい

ものであった。その他、今回の講演内容とは別に、

これまで論文で発表tノてきた脊髄固有ニューロン

についてソ連の生理学者から質問を受け、また彼

等が持って来ていた種々のデータについて意見を

求められた。彼等は演者ではなかったので質問の

ために準備tノて来たものの様で、予期しない出来

事であった。所で参加者や討論者の中にはヨーロ

ッパの若い研究者が多くまじってぉり、日本と異

なり彼等が地理的に恵まれた条件下にあることは

羨やましい限りであった。

末筆ながら本シンポジゥムの参加を援助された

山田科学振興財団に厚く御礼申し上げる。尚シン

ポジウムでの発表論文はハンガリー科学アカデミ
ー出版の定期刊行物に公表される予定である。
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西 ドイツ、 レーザー系における多安定性の研究

研究目的にあげられて

いる 「レーザー系lrcぉけ

る多安定性」に関して、

より具体的なテーマとし

て、 「不均一ひろがりを

もつレーザーにおけるカオス」をとりあげた。カ

オス (混沌 )は、最近、レーザーの分野のみなら

ず、流体系、プラズマ、生物系、はては社会学に

至るまで広く適用されはじめている、適用範囲の

非常に広い非線形理論である。レーザーの多安定

性についても、レーザーを扱う非線形方程式に関

するカオス理論の一適用例と考えることができる。

均―スペク トルひろがりをもつレーザー系につ

いての単一モード発振のレーザー方程式が、カォ

スの一表現式であるローレンツ方程式と類似であ

ることは、従来から指摘されていたところである。

しかし、レーザーにぉいて、一般に実現できるパ

ラメータによっては、ローレンツ式lrcぉぃても、

唯一箇の安定解が得 られるにすぎないということ

もわかっている。

われわれ (本研究の共同研究者たる、エッセン

大、グラハム教授と、本被派遣者、大阪大、張吉

夫 )は、特に、不均
一ひろが りを持つレーザー系

に着目して、ローレンツ方程式を更に一般化する

ことを試みることとした。これは、不均一ひろが

りをもつレーザー系において、単一モー ド発振が

おこるとき、原子分極内に、均一ひろがうに相当

する自発的な周期変動が期待できるため、系の不

安定性が増大し、通常のレーザーが もつパラメー

タにおいても、多安定性やカォスの発生が予想さ

れるからである。

このために、不均一ひろが りをもつレーザーの
一般式 (多元連立微分方程式 )に関tノて、その逐

次近似の一般的方法を確立し、その 0次近似がロ

大阪大学  張 吉  夫

一レンツ式 (均一ひろが り)で あり、 1次 近似が、

最も簡単化された不均一ひろが りを与え、2次近

似が、より正確な不均―
ひろがりを与えることを示

tノた。 1次 近似は4元 方程式となり、2次 近似は

6元 万程式となるが、これらはローレンツ式の 3

元方程式と比較して、その近似の度合に応じて、

現実のレーザー1/C対して、よりよいモデルとなり

得るものと考えられる。

本被派遣者のエッセン大学滞在中においては、

上述の理論的検討が行われた段階で、 2カ 月の滞

在期間が終了した。帰国後、上述の 4元 モデルと

6元 モデルに関して、計算機解析が多 くのパラメ
ータ値について術われ、その結果、われわれの理

論的予測が数値的に確かめられた。すなわち、ロ
ーレンツ式にぉける不安定しきい値よりも、はる

かに低いしきい値において、種々の周期解、多安

定解、カオス、周期解の倍数分裂の過程などの多

くの興味ある解が示された。

以上の結果は、現在、最終的なとりまとめの段

階にあり、それらに近く、
“Self一Puising a耐

ChaOs in lnhOmOgeneously Broadened Single

Mde Lasers" と して、 P″ノs″ごク′r夕υゲタ物

L冴ル″s誌に投稿される予定である。

われわれがとりあげた、不均一ひろが りをもつ

単一モードレーザーとして、最も典形的なものは

半導体レーザーでぁり、その不安定性やカオスの

検討は、実用上の見地か らも興味深いものである

と同時に、半導体物性の立場からも検討されるべ

きものであろう。今後、本被派遣者は、半導体レ
ーザーについて、今回得られた理論的成果を実験

的に検討してゆく計画であり、その契機を与えて

下さった今回の派遣援助を心よ り感謝する次第で

ある。
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今回の比 ユ ■idman

博士 (フ ランス国立癌研

究所 )との共同研究は、

感染防御機構に重要な役

害Jを果たす免疫グロブリ

ンの産生を各クラス (アイソタイプ )特異的に調

節するT細 胞 リンホカイン (アイソタイプ結合因

子 )の研究を発展させる目的で行われた。

アイソタイプ結合因子の概要をまず紹介する。

1974年 FridHLanらは、正gGに 対するPcレセ

プター (Fc/R)を 持つマウスTリ ンパ球から、

IgCに 結合し正gOと IgMの 産生を抑制 するよ

うなT細 胞因子 (IBF:iIIIInunoglobulin

binding factor)が産生される事を報告した。

筆者、石坂らは1979年 に、アレルギーや寄生

虫感染症で重要な役害」を担うとさⅢるIgEの 産

生にぉいても、Ig回クラスに特異的なT細胞因

子が存在する事を見い出した。この 正gEに 結合

し、 Ig回の産生を調節するIg回結合因子は、IgE

に特異的なPcレ セプター (PccR)を 持つラット

Tリ ンパ球から産生されるとされた。更に最近、

安達、筆者 らは、IgA抗 体の産生調節機構にも、

IgA特 異 Fcレ セプター (PcαR)を 持つTリ ン

パ球から産生されるIgA結 合因子が調節因子と

して働いていることをマウスで証明した。

このようなアイツタイプ特異的なPcレセプター

とアイソタイプ結合因子のシステムは、ヒトの免

疫系にも存在tノ、免疫、アレルギー性疾患におい

てはその調節障害がみられる事が明らかになって

きた。たとえば高 IgE血 症 を呈 するアレルギー、

本村氏病等の患者や寄生虫感染をおこした動物で

PccR陽 性細鳴が著増する。また IgA抗 体産生

が克進する腎疾患 IgA腎 症や産生が 低下する無、

低 IgA血 症の患者 リンパ球ではFcαRの発現に異

常がみられる。アイソタイプ結合因子レベルの異

82-4171

フランス、免疫グロブ リンに結合するT細 胞因子の

研究

京都大学  淀  井  淳  司

常は、寄生虫感染動物でIgE産 生 を増強させる

IgE結 合因子 (IgE potentiating Factor)が

血清中やリンパ球増養液中に著増することから明

らかとなり、現在臨床的にも上述の各種疾患で

IgE,IgA結 合因子系の異常を検索中である。
一方細胞生物学の立場からもアイソタイプと結

合するPcレセプターとそれに対応する結合性T細

胞 リンホカイン産生機構は、興味深い。 リンパ球

上への Fce R,Pcα Rの 発現は、各々IgE,正 gA

によって誘導されることが知られている。 これは

ホルモンレセプターのホルモンによる詢節機構と

酷似している。インスリン・レセプターの発現は

インスリンで特異的に抑待」(down regulation)

されるが、プロラクチン、アンギオテンシン・レ

セプターの発現は対応するホルモンで誘導される

(up re騨 上atio II)。 アイソタイプFcレセプター

/結 合因子のシステムでは、Pcc R,Pcα Rの

up rettlationと 同時にIg回,IgA結 合因子の

産生 も誘導される事が明らかとなった。従ってこ

の様なフィー ドバック誘導機構の解明は、生体で

の各クラス抗体産生の調節機構の全貌を知る上で

有力なテーマとなって来た。

最近各クラス別結合因子の産生 T細 胞が独立し

たサブセットでなく、機能が重複している可能性

が示唆されている。今回のW.H.Fridm勧 ■との

共同研究は、以上の知見を背景lrc彼らの IgG結

合因子を産生するFcγR陽 性Tハ イブリドーマ網,

胞を再検討する事であった。その結果、この官ハ

イブリドーマはFcメRの みではなくFcαR,PccIRも

陽性である事が判明し毛 予想される様にIgA結 合

因子 も産生される事が確認され、アイツタイプ特

異的なIgO,IsA更 にはIgE結 合因子が 一つの

T綱抱サブセットカ>ら選閑的に産生される事がお唆され屯

今後産生細胞の解明と共に、各結合因子の精製

同定を進める予定である。
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82-4174

アメ リカ、第 7回 国際反応工学 シンポジウム

北見工業大学  小  林  正  義

10月 のボス トンは寒

いと聞いて、厚い下着、

セーターを用意 して出か

けたが、例年にな く暖い

晴天が続き、全 く着る機

会がなく、会議中快適な5日 間であった。会議は

10月 4日 から6日 まで3日 間にわたって、市の
一流ホテル、コプ リィプラザホテルで行われた。

特別講演6件 、発表講演 46件 (アメリカ(21件 )、

イギ リス (5件 )、西ドイツ (5件 )、 日本O)、

オランダ(9、スイス(9、ベルギー(り、オース トラ

リア(1)、カナダ(1)、 トルコ(1)、イタリア(1)、フラ

ンス(1))、参加国数 18ケ 国 (左記以外に、中国、

韓国、デンマーク、アフリカ、スウェーデン)、

参加登録者数 277名 (登録していない参カロ者 も

カロえると約 350名 と思われる )、 と予想 したよ

りも比較的こじんまりした規模であった。

年前中は2件 の特別講演、年後は4件 の研究発

表を、三つのス トリームに分れ同時進行し、 1時

間ずつの二つの特別講演の間には30分 のコーヒ
ータイムをとり、全体として大変ゆったりした時

間の使い方で落着いた雰囲気で討論が進んだ。特

別講演は、これまで反応工学の分野で注目される

仕事をしてきた人達、Aris教 授 (ミ ネソタ大学 )

は 「反応工学の教えるもの」、Penick社 長 (モー

ビル社 )は 「メタノールか らガソリン製造につい

てよROwe教 授 (ロ ンドン大学 )は 「流動層反応

器について」、 S′arefim教 授 (マサチュセッツ

大学 )は 「流動層による石炭燃焼について」、

Villermax教 授 (CNRS― フランス )は 「反応

器内の混合効果について」、HarmOn Ray教 授は

「重合反応工学における問題点について」、 そ れ

ぞれ興味ある講演をした。特に、 Penicと 社長の

合成ゼオライ トZ S IVI-5を用いてのガソ リン製

造に関しては、その開発のための組織的研究には、

アメリカ化学技術者の底力 を見せつけられたよう

で強い刺激を受けた。

研究発表は、七つのセッション(1)反応器のモデ

ル化 (5件 )、 2)反応器動特性 (11件 )、(9速

度論 (11件 )、(り石炭プロセス (5件 )、(5)多

相反応器 (4件 )、(6)物理的プロセス (6件 )、

171混合および重合反応 (5件 )に 分れているが、

内容を別の面から分類してみると、取扱っている

反応別では酸化反応 8件 、水素化、脱水素反応が

5件 、エネルギー関係の反応が 12件 となってい

て、やはり、石炭、フィシャー トロピシュ反応、
バイオマスなどエネルギー関係の仕事が多いこと
に気がつく。更に用いた反応器の種類別では、

CSTR5件 、回分反応器 4件 、 ト リクルベッド

4件 、流動層 2件 であるが、充填層反応器は18

件と最も良 く使われている。

会議中は主として、私の研究関連分野であるセ

ッション(1)、2)、(0を重点的に聞いたが、特に、

反応および反応器の動的挙動、非定常過程を取扱

った論文が全体として 13件 もあり、我田引水で

はないが、研究者の関心の大変大 きいことが強く

感 じられた。更に私の講演に関して言えば 「銀上

でのCO酸 化反応のライバル速度モデルの過渡応

答法による分離」であったが、質PR3が翌 日にもわ

たって行われるというように、その活発な討論は、

他の国際会議に比べてもトップレベルとの印象を

受けた。また日頃考えていたアイデアまたは現在

進行中の研究が、このような討論会で報告される

という経験を何回かもっているが、今回も例えば

「不均一触媒反応Q化 学振動中における、表面吸

着種の赤外分光法による追跡」は、私の研究室で

実験進行中であるが、既にこの会議で、ElLaderi

およびTsOtsis(南 カルフォルエア大学 )に よっ

て報告され注目をあび、少なからぬショックを受

けた次第である。

コーヒーブレイク、カクテルパーティ、キヤッ

シュバー、バンケ等にはほとんど出席し、出来る

だけ多くの国の研究者との意見の交換を行 うよう

務めた。特に Bemett教 授 (コネチカット大学 )、

Kabel教授 (ペ ンシルバニア大学 )、CutliP教授

(コ ネチカット大学 )、 Baiker教 授 (スイス連
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邦工科大学 )等 とは、過渡応答法、反応解析法、

不均一系の化学振動現象などに関する最近の情報

交換を行うと共に親交を深めた。

会議に出席する前の週には、ノースウェスタン

大学、コネチカット大学で、それぞれ講演を行い、

有意義な研究討論および共同研究に関する打合せ

の機会をもつことが出来、会議中の成果にも加え

て大変貴重な経験をすることが出来たことを深 く

感謝する。なお発表論文はアメリカ化学会シンポ

ジウムシリーズN0196と して出版されており、

各論文の詳細を知ることが出来ることをつけ加え

る。

82-4175

フランス他、第 2回 日仏医薬精密化学会議他

神戸女子薬科大学  二  宮  一  弥

本年 9月 中旬から下旬

にかけて有機化学に関す

る二つの学会が連続して

欧州で開催されるので参

加の準備をしていたとこ

ろ、山田科学振興財団から費用の一部に援助を頂

いたので勇躍出発した。

今年は8月 下旬に東京で有機合成の IUP AC

会議が開かれたので、欧州からも数多くの友人が

来日したので、今回の渡欧の前打合せを兼ること

が出来、以下の諸大学への訪間 も極めて有効なも

のとなった。

1 第 2回 日仏医薬精密化学会議

9月 20～ 23日 、パ リ北郊の森の中、市街地

から遠 く離れたシャトーで開かれたこの両国間の

交流の場は昨年琵琶湖畔で開かれたものに続 くも

のであり、武田健一、BartOn両 氏を会頭として

日本から30名 、仏国から50名 の知己の学者に

よる内輪ではあるが、密度の濃い集まりであった。

私は昨夏 もOif sur yvetteにPotier,Barton両

氏らを訪ねているので再会のよろこびだけでなく、

その後一年間の成果を聞いてもらう絶好の機会と

なった。とくにリゼルギン酸の全合成を発表し得

たことは、先達としての」uli a教授 (パ リ大学 )

と会えたことと、共にうれしいことであった。本

学から木口敏子講師 も同行したが、彼女はかって

171utthouseに留学したことから1日師 S treith教授

との再会 もあり、日仏友好交歓の実を充分に挙げ

ることが出来た。

2.環 化反応に関する欧州化学会議

欧州各国は、化学の分野でも共同体として会合

を持ち交流を深めている。今回はテーマが私共の

それと合致したことと、主催者である旧友DOndoni

教授 (フ ェラーラ大学 )の強い招請もあって、パ

リのあと直ちに北イタリアに飛んだ。 9月 27日
～ 10月 1日 に開かれたこの会議は専門家の集ま

りであるため討議は自熱し、とくにEuisgen 対

Firest∞ёをめぐる議論と研究成果は終 りを忘れ

る程であった。地理的に Ravenna,Veron a,

Bol昭m等 中世の雰囲気に満ちた諸都市に近く、

私の心を充分に癒やしてくれた。

3 諸 大学での講演

上記二学会での発表を終了し、かねてより連絡

しておいた、 ミラノ、ロザンヌ、ジュネーブの大

学を訪問した。

ミラノ大学化学部 :ミラノはリゼルギン酸発酵に

関する研究の中心地であり、イタリア第二の大都

会であるため、中世から急に現代に引き戻された

ような訪間となった。有名な学者 も多く、立派な

施設を有しているが、化学部は組織上に問題もあ

って研究者数 も多いとはいえない。 Sc01astico

教授の好意ある招待で10月 5日 、 「エナ ミドの

化学最近の進歩」について講演し、又同じ分野の

研究ですぐれた業績をあげているDaniels教 授

らとの意見交換は今後の交流とともに有益であっ

た。雨が降 り出しそれがアルプスでは初雪となっ

て気温が 10度 も一挙に下降し、夏服の旅行者に

はきびしい天候となった。

ロザンヌ大学化学部 :ミラノか らTEEで 数時間、

有名なシンプロン隧道を抜けてレマン湖畔の補酒
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な街ロザンヌに着 き、VObcel教授の出迎えを受け

再会をよろこぶ。 10月 6日 朝のセ ミナーで講演

し、出席の S ch10sser教授らの反応のKinetics

についての鋭 くも有益な質問などもあり、将来の

人的交流も約束出来た。年後はレマン湖畔の傾斜

面にある彼の父の葡萄園を訪間、折 しも収穫の真

最中とあって、有名なスイスワインのつくり方を

つぶさに見学出来たのは望外のよろこびであった。

ジュネーブ大学化学部 :ロザンヌか ら汽車で2～

30分程でジュネーブ駅に着きKttndig教授の出
迎えをうける。 10月 7日 ジュネーブ大学化学部

を訪間、M11ler学 部長はじめ多 くの S taffと会

ってそれぞれの研究の話を聞いた。さすが欧州で

も活発な大学だけあって見るべきものがあった。

この訪間は友人のOppolzer教授の招きによるも

ので、 20名 以上の大研究陣によるすぐれて精力

的な研究活動はさすがと感心させられた。

帰国後早くも2ケ月を経過t/たが、今回の訪欧

は多くの知己を得て私どもの研究に極めて有意義

であつたことをしみじみと感 じており、訪欧に援

助いただいた財団の好意に深謝するものである。

2-4179

アメ リカ、コール ドスプ リングハーバー会議

(細胞増殖についての集会 )

京都大学  竹  市  雅  俊

十
1    1   11 「 テラトカルシノーマ幹  6 レ トロウィルス 7.ク ローン化したDNA
I       I  細

胞」がテーマとしてと  プ ローブにょる細胞分化の研究 8.遺 伝学
りあげられ、竹市は演者の一人として出席した。   9 ヒ トのテラトカルシノーマ 10胚 の幹細胞
この会議の概要を報告する。           株          、

「細胞増殖に関するコ

ール ドスプリングハーバ

ー会議」では、今年度、

テラトカルシノーマとは、動物の歴細胞が発生

のきわめて初期段階に 「がん」化したもので、自

然には生殖巣に発生することが多い。このがん細

胞の特徴は、適当な条件下で培養すると未分化な

幹細胞として増殖し続けるが、培養条件を変えた

り、ある種の薬品を加えたり、または、動物の胚

内に移植したりすると、細胞の分化が起 こりさま

ざまな組織が形成 され 、 同 時に 「がん」として

の性質を失う。このように、テラトカルシノーマ

幹細胞は、 「がん」でぁることを除けば初期胚細

胞に酷似した性質をもつ。哺乳類の初期胚は、実

験材料として得 られにくいが、テラトカルシノー

マ幹細胞は '″冴″οで大量に培養できるので、

哺字L類胚細胞の研究のためのモデルとして注目さ

れてきた。今回の会議では、テラ トカルシノーマ

細胞と哺乳類胚細胞に関する、80題 を超える研

究発表があった。会議は 10の 部に分けられ、そ

れぞれの題目は次の通りである。

1 序  2,試 験管内細胞分化 3 展 示による

発表 4 細 胞表面分子 5,DNAウ ィルス

講演の中から、特に興味深いと思われる話題を

二つとりあげると次の通 りである。

1.テ ラトカルシノーマ細胞の分イめヽゲ″クル″ο

で誘導できれば、細胞分化の研究のための秀れた

実験系となる。 これまでは、レチノイック酸を増

養に加えることにょって、わずかながら細胞分化

を誘導できることがわかっていた。今回の発表

(2部 )によれば、DMSO, Aza一 C,フ ィブ

ロネクチン、ラミニン、などを適宜培養液に加え

たり、血清を含まない培養液を用いたりして、培

養条件を巧妙にコントロールすることにより、神

経、筋肉細胞の分化を確実に誘導できることが可

能となった。

2 マ ウス初期胚をフィーダー細胞とともに培:

養することにより、llXの未分化な幹細胞の細胞株

を得る技術が報告 された (10部 )。 この方法に

より、今後自由に哺乳類初期胚の未分化細胞株を
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権立することが可能1/Cなり、発生初期段階の細胞

生物学がより進歩することになろう。この問題に

関するいくつかの講演の中、発生初期に死亡する

マウスの突然変異 (t巧 /tW5)の 原因を究明す

るために、初期胚未分化細胞を株化 して、解析を

試みようとする研究が特に注目を引いた。

竹市の発表は、細胞表面分子の部で行われ、こ

の部門の中では、P,」acOb(パ スッール研究所)

の研究とともに最も質的に高度なものであること

が確認 された。会議全体を通 じて、テラトカルシ

ノーマ研究の進展状況はまだまだという印象を受

けたが、研究者の数も著tノく増加しており、また

上に要約したようなめざましい成果も出つつあり、

今後も、哺学L類発生学のモデルとしてますます研

究が盛んになるものと思われる。この分野の研究

がまだ円熟の段階1/C達していない時、貴財団より

派遣の援助を受け、現在最前線にある研究者と交

流を行えたことは、今後 日本におけるテラトカル

シノーマ研究を海外と対等に進めるための基盤作

りができたことになり、今回の会議出席は大変意

義深いものであった。

82-4180

西 ドイツ、第 7回 国際伝熱会議他

国立公害研究所  Jヽ  森 悟

1  第 7回国際伝熱会議は

, 参 加44ケ 国、参加者

1 800名 程度の大規模な

| ス ケールで西 ドイツ、 ミ
|| ュンヘン市の ミュンヘン

工科大学で開催された。会議内容は、実用熱工学、

凝縮、伝導、エネルギー利用技術、環境伝熱、沸

騰、強帝」対流、熱交換、産業熱工学、計測技術、

共存対流、自然対流、原子炉熱工学、幅射、二相

流などの熱工学に関する16分 野の研究発表およ

び評論から成 り立っており、 5日 間の間、活発な

研究討論、および研究交流が行われた。発表形式

としては、日頭発表とポスター発表の二方式がと

られた。ポスター発表の数は、かなり数多くあり、

この発表は、 5～ 8時間の長時間に渡り、数多く

の研究者と深 く討論できるという点で犬きな利点

を持っていた。私の研究発表もこのポスター形式

で行われた。発表したテーマは、 「開水路内温度

成層流中でのスカラー量の横方向と水平方向の乱

流拡散」と題するものであり、温度成層流中でス

カラー量の乱流拡散が浮力の効果を受けてどのよ

うに変化するのかを実験的かつ理論的に扱ったも

のであった。この環墳!【熱の分野の発表に比較的

多 くの人が興味を示し、私の発表にも質問ならび

に討論のためlrc 2 0名程度の研究者が訪れた。そ

の人達の中には、論文で名のみを知る著名な教lxP

も含まれてぉり強い緊張感にかられながらも、十

分に対応することができ、大きな満足感を得た。

しかし、質問内容が測定技術とか、結果の確認と

かの簡単なものであったため、浮力効果の本質を

つく討議には至らなかった。これは学会論文集が

学会前に参加者に配布されなかったため、十分な

理解が行き届いていなかったことに起因すると考

えられる。発表した研究テーマ以外にも風洞実験

等について、国立公害研究所とのコンタクトを求

めてくる人 もあり、私の所属する国立公害研究所

をPRす る上にぉいても一つの成果を得ることが

できた。私の発表の時以外は有名な教授の講演を

集中的に聴 くとともに、出来るだけ数多くのポス

ターセッションの発表を聴いて回った。この時に

受けた印象は、日本の論文のレベルがかなり高く、

結論的なものであるのに対tノ、海外のものの中に

は、かなりお粗末な論文も数多 くあったことであ

る。これは日本の学問レベルが高いと喜ぶべきで

あるのか、あるいは、海外の研究者達がまとまっ

たものを他の有名な論文誌に提出し、その残 りを

本学会に提出したのかもしれないとして悲しむべ

きか、定かでない。

この伝熱会議以外に、 ミ ュンヘンエ科大学の

S traub教授の研究室、チューリッヒエ科大学 ・
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水理学研究所のDracos教 授の研究室を訪問し研

究交流を行った。特にチューリッヒエ科大学では、

開水路内舌し流や成層噴流など、私の研究テーマに

大きく関係する研究を行っており、実験室見学後、

Dr,い rらと十分な討論を行うことができ、研究

交流を深めた。さらに一人で海外の大学を訪問す

るのは私lrcとって初めての経験であり将来の研究

交流の仕方に大きな自信をもつことができた。ま

た、フランスのロレースエ科大学の COgnet教 授

とは、反応を伴 う舌L流についての討論を行い、今

後の研究の進め方、理論的研究方法について、多

くの教示を受けることができた。

最後に、山田科学振興財団の援助を受け海外の

学会等に参加できたことは、私にとり、数多くの

経験と自信と将来への研究展望をもつ上にぉいて

大きな力となり、心から貴財団に感謝する。

2-4183

カナダ、第 10回 分子結晶シンポジウム

名古屋大学  田  仲  二  朗

第 10回 分子結晶シン

ポジウムは、第 1回 が、

約 20年 前にアメ リカ

(ノ ース ・ヵロライナ )

で開かれて以来、 2回 カ

ナダ (オタワ )、 3回 アメリカ (シ カゴ )、 4回

オランダ (フ ローエンゲン )、 5回 アメリカ (フ

ィラデルフィア )、 6回 ドイツ (エルマウ )、 7

回日本 (日光 )、 8回 アメリカ (サ ンタ・バーパ

ラ )、 9回 オース トリア (ミ ッテンベルグ )と世

界の各地で2～ 3年 おきに開催され、今回の 10

回まで続いてきたシンポジウムで、分子結晶の固

体物性を、各方面か らとりあげて議論を続けてき

た。

筆者は、 3、 6、 7、 8回に出席tノてきたが、

今回の会議に参加して、従来から親しかった諸外

国の研究者に会い、また最近の若手の研究者と有

益な討論を行って、極めて有意義であった。

筆者にとって今回特に印象深かったことは、分

子結晶におけるエキシマー形成のメカニズムの間

題と、電荷移動励起状態の問題とが大きくとりあ

げられたことである。

これらは、いずれも筆者が 20年 位前からその

重要性を指摘し続けてきた問題であり、特にα、β

ペ リレン、α、β9、 lo― ジクロルアントラ

センの励起状態の動的過程の研究が冒頭にとりあ

げられ、 ドイツ、スットットガル トや、イスラエ

ル、ソ連の各地で活発に研究されていることがわ

かった。また中性分子結晶における電荷移動型励

起状態の存在については、筆者をはじめ多くの研

究者による研究が続けられていたが、今回特にド

イツのマーブルグ大学のベスラー教授が、アント

ラセンの単結晶について、電湯変調光吸収の実験

trCよって、長い間見つかっていなかった励起状態

を見出したこと,よ極めて重要なことと考えられ名

筆者はこれと関連して、中性のテ トラシアノキ

ノジメタン単結晶について、電場変調反射のスペ

クトルの実験を報告したが、この結果は多 くの出

席者により注目され、また変調分光の研究を以前

か ら行っている、アメリカのハンソン (ニ ューヨ

ーク )、 エッカー ト(ネ ブラスカ )教授 らから、

有益な忠告を受けた。今後さらrc実験の精度を上

げて研究を続けるならば、分子結晶の励起状態の

研究において、新しい重要な方法として、益々活

用されるものと自信を得た。

1982年 9月 20日 から9月 24日 迄の間に、

カナダの St.」 Oviteで 開かれた今回の会には、

全体で約 100名 の参加者があり、主催国のカナ

ダをはじめ、アメリカ、オーストラリア、 ドイツ、

日本、イギリス、フランス、ソ連などからの出席

者が多かった。

上記の題目の他に、分子結晶中での励起状態の

エネルギー移動、励起状態のエネルギー緩和をラ

マン分光によリラマン線の線巾で議論する研究、

有機結晶の電導性、超電導性、光電導性、光電子

放射の研究などが議論され注目された。
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82-4185

ィタリア他、末補神経疾患の生物学及び臨床学的基礎他

東京大学   永  井  克  孝

今回出席 した国際シン

ポジウム 「末檎神経系疾

患に関する臨床及び生物

学的考察」は、末檎神経

疾患のみを対照にし、こ

れに対して異分野の人々が異なる視点から新たな

アプローチを試み、新局面の展開を図ろうとする

もので、独特のシンポジウムであった。マルセー

ユでこのあと開催された第 5回国際神経 ・筋疾患

学会の関連集会として企画され、WHO、 イタ リ

ア神経学会、PadOva大 学を始めとして他関係4

機関の後段の下に、北部イタリアのPadova大 学

で開催された。この大学は周知の如 く13世 紀初

めに設立されヨーロッパで二番目に古い大学で、

ガ リレオ・ガリレイ,ウ ィリアム・ハーヴェイ始

め幾多の人々が此処で学び、現在でもガリレオの

使用〔/た木製の講壇や、階段教室型の解音」学教室

などがそのまま保存されている。本年はまた、こ

の大学で教えた著名な実護的解音1学者、 ヨハネス・

バテスタ 。モルガーニ生誕200年 に当り、本シ

ンポジウムはこれを記念するものであった。

シンポジウムは 60名 程の限定集会 で、

A.Lajth, G.Hashi m, B.Arnascln,

A.Asbury,H.Wisnie wskiな どを中心に、先

ずWHOが 何故今この機会にこの疾患を取 り上げ

るのかという点から始まって、末檎神経疾患の疫学、

臨床及び病理学的定義と考察、次いで生化学的、

遺伝学的、免疫学的、生理学的考察に移 り、治療

への展望に至る広い範囲のものであったが、参加

人数を制限t′ており、熱心な討議が重ねられた。

末檎神経疾患は我が国でも難病の一つとして採 う

上げられるようになってきているが、これは世界

的傾向でもある。不明な点が多く、疫学的調査、

臨床診断lrcっぃてもなかなか意見の一致をみると

ころまでは行かなかった。基礎医学的には、アレ

ルギー性脱髄性疾患としての面が熱心な討論の対

象となった。中枢神経系の同様な脱髄性疾患と対

照的に、体夜性免疫因子が従来重視されてきたが、

髄描膜の主要成分の一つであるガラクトセレブに

対する抗体が主要因の一つとみなしてよいかどう

かについては依然として意見の一致はみられなか

った。最近の単クローン性抗体によるアプローチ

にしても、細胞障害性活性が認められるものは未

だ見出されておらず、患者の血清中に見出される

末檎神経障害性活性が本抗体に全て帰着させ得る

ような単純なものではあるまいというのが本音で

あろう。例えば髄鞘の他の成分、特異糖蛋白質な

ども問題にすべきことが指摘された。また、細胞

性免疫の役害」もまだ、依然としてその意義が十分

に把握 されておらず、実誼的裏付けを欠いている

のが実状であった。8nt輪そのものよりも、シュワ

ン氏綱胞に対する液性因子の攻撃を重視すべきで

あるとも主張された。私は、髄鞠の主要成分の一

つであるスルファチ ドが、多核自血球、マクロフ

ァージなどを特異的に活性化して、強い細胞障害

性を有するH202や 0万 ,OHな どの酸素ラジ

カルを発生せしめる新知見を発表し、これらを今

後考慮に入れるべきことを主張した。新しい視点

として臨床医学者からも多くの質問を受けた。実

験的自己免疫性末檎神経疾患動物モデルを使って、

慢性反覆性疾患を作成しようとする試みも発表さ

れたが、まだ十分な評価を受ける段階にまでは至

っていない。

治療学的には、最近特に問題にされ出した脳の

基本的膜成分である脳ガングリオシドによる末船

神経再生活性と、その医学的応用が討議された。

イタリアでは既にウシ脳ガングリオシドカ場堅斉」化

され末精神経障の治療に使用されている。しかし、

総ガングリオシド分画に ″″冴r/びでのニューロ

ン突起増生作用の存在することは異論はないとこ

ろまで来ているものの、ガングリオシドといって

も多種多様な糖脂質分子の集合分画であり、その

うちのどの分子種が活性分子なのか、あるいは、

混在している他の微量物質が活性物質の本態なの

かは、依然として問題で、今後私共を含めて、日、

米、仏、伊、四つ巴の競争となろう。
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いずれにせよ、今回のシンポジゥムは、異分野
の第一繰級研究者の衆智を集めて、新活面を拓こ

うとするもので、極めて有益な集りであった。私
はこのあと、西独の Stuttgart大学で生体細胞

識別における糖脂質分子の意義という題で謙演し
たが、紙面の都合で割愛する。終 りに、今回の出

席を可能17Cして下さった山田財団に深甚なる謝意

を表 したい。

82-4195

西 ドイツ、 Institut fur Organische Chemie,

Technische ltIOchschie Darmstadt

北里大学  膳    昭 之 助

1 9 8 2 年9 月よ り3

ケ月間西 ドイツの

DttHlstadtのTechnische

Hochschule, Insti tut

fdr orgそmische CheIIlie

のDr.F,W.Lichtenthler教 授のもとに客員
教授として招へいされ、オリゴ糖の合成化学につ
いて研鑽することができた。この間の滞在費は

DAAD(Deutscher Akade mischer

Austauschdien t)よ り支給されたが、往復旅費
は貴財団の招へい派遣助成金をいただくことによ

り充当できたことを深謝する次第である。私 とし

ては西 ドイツは 3回 目の訪間であるが、今回のよ

うに3ケ 月間同じ場所に滞在することができたの

ははじめての機会であった。目的とする大学にお

ける研究ばかりでなく、一般 ドイツ人のものの考
え方、習慣、生活、家庭、社会、および宗教など
についてもいろいろ知ることができた。わが国の

現状と比較 して ドイッのすぐれたところ、欠点と

するところを私なりに理解することができた。す
べてを通 じて貴重な体験であった。西 ドイツの大

学生は平均 18才 で入学するので日本の学制に比
べると1年 長い。すなわち、Grund Schule

(4年 )十 句砲nasium(9年 )があり、日本の

6+6+3年 帝」より1年多い。大学カリキュラム

をみても日本でいう一般教養科目は殆んどなく、

専門科目中心でぁり、順 調な履習の学生 で

1 2 Semesterで Diplomの 学位をとり卒業する。
THで はDiplom― Inge nicurわミ与えられる。
なお、一年間の学期は夏期と冬期の二つの

Semesterで ある。従って各研究室に配属される

学生 (卒論生に該当 )は大体日本の大学院修士課
程の学生に相当することになり実際全員が修士論

文程度の研究実験をやっている。 1教室 5～ 10

名程度の配属でその数室の研究の大きな戦力とな
っている。女子学生を除き卒業生の殆んどは引続
いて博士課程に残 りDOktOr Ar bei tに 励んで
いる。大体 5年 でDr.の学位を得ているようであ
る。大学にぉける研究と教育との教員負担の比重

は自づから前者が大 きく、充実した教育が進めら
れている。大学は勿論すべてが国立であって高い

水準が保たれており、長い歴史をもつ大学が多 く

(筆者が訪間した折、所占zb urg大学は400年

察を祝っていた )、 うらやましい限りである。

種々の難間をかかえるわが国の大学教育の現状

をみるとき、その見直しの必要性とその時機を迎

えていることを痛感する。

Li chtenthaler教授の興味ある研究は新 らし
t C`hirale Syntttsebausteine を 工業原料と

なるD― Gl ucOse,D一 oalactOse, D―

FructOseな どから開発することである。夕」えば、
D― Gl ucOseより、 3, 4, 6-tri-0-

benzyl-1, 5-anhy‐ dro―D― fr u ctOseの

オキシムを製 し、これから立体選択的に天然物
S,s_Palythazi ne を 全合成した (X ith,

In te:natiOn al CarbOhydrate SymPosi uIIl,

VancOuver,1982発 表 )。著者も立体選択性

をもつ Synしhesebaustei neを開発しく生物活性

をもつォリゴ糖 を合成する共同研究をすでlrc開始

している。また10月には、G DCh(Geselischft

Deutscher Chemiker)主 催の
“
KOhie、 ミrat

Chemie一 Heutず のPOrtbildung Kursが TI[
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Darmstadtで 5日 間lrcゎたり開催され、Paulsen

教授をはじめ現在 ドイツの糖化学の第一人者の方
々の講演を親t/くきくことができた。この会の

Teilnehmerの一人に日本人として加えさせてぃ

ただけたことは私にとり大変名誉なことでぁった。
11月 に、BOnn大 学、 Pharmazeutisches

Inslitutで招待講演をし、多 くの業学部の先生

方と意見交換ができ、業学部の研究、教育の現状

を見学 する ことがで きた。 この機会に、

Lichtentl■aler教授ならびにBOnn大 学薬学部の

Pachaly教授ならびに多 くの先生方のご厚情に心
からの謝意を表したい。

82-4196

フランス、第 16回 半導体物理国際会議他

東京大学  福  lll 秀  敏

今回の援助金によ り、

第 16回 半導体物理国際

会議 (フ ランス、モンペ

リエ )及び、半導体に於

ける強磁場の応用に関す
る国際会議 (フ ランス、グルノーブル )に出席す
ることができた。モンペ リエの会議に於ては、

「SS局在領域に於ける磁気抵抗」といぅ標題で招
待講演を行った。この会議では、局在に関する話
題が最終 日に集められていたが、ま成 ANDERsoN

が総合講慎で、過去 3年間に飛躍的発展を遂げた
アンダーソン局在についてのまとめを行うた。次
いで、私が乱れた系の電子物性として、初めて微
視的理論が可能となった弱局在領域に於て、磁気
抵抗の観点か ら現状を紹介した。このセッション

では、次に、KLITZINGわ S量子ホール効果
にっいて講演し、局在に関する現時点での話題が

揃った。会議中も5S局在の種々の側面について、

多 くの理論家及び実験家と討論を行った。

グルノーブルの会議でも、強磁場中の局在の間
題が中心議題であった。ここでは、最近発見され
た 「1/3」 の量子化されたホール効果について、

我々が 1977年 以来提唱している電荷密度波の

関連で招待講演をした。 この現象はアラハノフ.

ボーム効果とも関連してぉり、極めて基本的であ
る。

上の二つの会議の出席の前に、イギ リス、ケン

ブリッジ大学を訪問し、MOTTと 直接議論し、

更に、彼の主宰するゼ ミナールで局在について講

演する機会があったのは非常に印象的であった。

今回のヨーロッパ訪間中、多くの秀れた研究者
に接し、我々の成果を紹介すると同時に、新tノく
提起された重要な問題を把握することができたこ
とは大変幸であった。

82-4197

フランス、強融場の半導体物理学への応用国際会議

東京大学  三  浦     登

胎 磁場の半導体物理
への応用」国際会議は、

「半導体物理国際会議」

が開かれる度毎にそのサ

テライト会議として開催
されてきたもので、1972年 に第 1回会議がヴ
ュルツブルグで開かれてから数えて、今回のグル

ノーブル会議は 6回 目に当るものである。今回モ
ンペ リエで開かれた 「半導体物理国際会議」が参
加者総数が約 800名 という大会議であるのに対
して、この会議は参力日者救が loo人 前後の小規
模なものである。招待講演を中心として、議論の

時間を十分にとり、夏の学校と国際会議の中間的
な雰囲気の中で討議を行うのがこの会議の特徴で
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ある。当初は全部が招待講演であったが、第 4回

目以降からは一般講演も受けつけられるようにな

り、今回は35の 招待講演と43の 一般論文の発

表 (ポ スターセッション )があった。

強磁場は半導体物理の研究にとって有力な手段

での一つであり、したがってこの会議で取扱われ

たテーマも半導体の多岐にわたる分野にわたって

いた。その中でもっとも中心的な話題は、 Si一

MOSお よびGa As系 のヘテロ接合における2次

元電子系の示す量子輸送現象であった。最近これ

らの系では、量子的ホール効果の問題が、 2次元

電子系特有の局在状態、多休効果との関連上多大

の関心を集めている。この会議では、その問題が

大きく取上げられ、最初にこの実験を行った von

Klitzi ngが冒頭の講演を行ったのに続いて、理

論、実験の両面から多くの講演、発表があった。

その他の主な話題 としては、強磁場FCおける浅

いまたは深い不純物準位、グラファイト等層状物

質の強磁場物性、金属一非金属転移、磁性半導体、

強融場における電気双極子などが印象17C残った。

また、lltI T、グルノーブル、ナイメーゲン、 ト

ゥールーズなど世界の大型強磁場施設の現状につ

いて、最近の成果まで含めた紹介がなされた。

私は 「メガガウスおよびサブメガガウス超強磁

場における半導体物性実験」と題して 50分 間の

講演を行った。最近の物性研究所における超強秘

場研究の現状について報告して、いろいろの議論

を受けることができた。

オクスフォード大学のKurti名誉教授は、 「私

の知っている強磁場」という特別議演を行って、

超低温研究に用いるために使ってきた強磁場設備

についての長年の経験を、いろいろなエピソー ド

とユーモアを交えながら話し、聴衆に感銘を与え

た。

この会議はLaIIdwehr教授をはじめとする主催

者のホスピタリティーによって、バンケット、遠

足、コンサー トなどの社交プログラムにも配慮が

行属き、参加者を大いに楽しませた。大変なごや

かな雰囲気の楽しい会であった。

私にとっては、この会議の前lrc半導体物理国際

会議に出席でき、また会議後には、グルノーブル

の強磁場施設を訪間して、現在建設が進められて

いる大型ハイブリッドマグネットについて研究者

や技術者の話を聞 くことができたことも大きな収

穫であった。この出張にあたって多大な援助をい

ただいた山田科学振興財団に深 く感謝する。

8 2 - 4 1 9 8

アメ リカ、物理、化学および生化学過程における遷

多状態に関するシンポジウム

大阪大学  安  藤  喬  志

昭和5 7 年 9 月 1 3 日

より17日 までアメリカ

合衆国 ミズー リ州カンサ

スシチーにおいて開かれ

たアメリカ化学会 1982

年秋季年会 「物埋、化学および生化学過程におけ

る遷移状態に関するシンポジウム」に出席、招へ

い請演を行い、また全米各地の五つの大学を訪間

し講演および討論を行った。

化学反応の速度 と方向を支配する遷移状態の構

造を解明しようとする研究が、最近急激に盛んと

なってきた。これは、例えば酵素反応の速さの秘

密 も、その特殊な遷移状態の構造にあると考えら

れるからであり、また一方では理論化学の進歩が、

かなり複雑な遷移状態をも対象 として取扱える域

に達 したからである。この気運を受けて、1982

年秋のアメリカ化学会年会において 「遷移状態」

に関する幅広い観点からのシンポジウムが、物理

化学部会および有機化学部会の共催で開かれるこ

とになった。世界各国からの 35人 の著名な化学

者とともに筆者 も講演を依頼された。遷移状態の

解明を目指して研究を進めてきた化学者のひとり

として、ぜひ出席したいと希望していたところ、

幸いlrcも山田科学振興財団の援助でその願いがか
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なえられた。

シンポジウムは、月曜年前から水曜年前までの

四つのセッションが物理化学部会、水曜年後から

金曜午前までの四つのセッションが行機化学部会

の主催で行われ、いずれも大きな会場を埋める熱

心な聴衆の参加がぁった。有機化学関係の 19の

謡演のうち七つの講演が、我国の諸熊教授 (分子

研 )を はじめとする分子軌道理論計算の研究報告

によって占められたことと、有機反応および酵素

反応の分野における実験的なアプローチの圧倒的

多数 (7講 演 )が、反応速度同位体効果を利用 し

ていたことが、二つの際だった特徴であった。後

者は、反応速度同位体効果に携わる者として誠に

うれしい現象であった。筆者は、本曜年後に 「有

機反応の遷移状態構造解明手段としての反応速度

同位体効果」という演題で講演し、反応条件の変

化によって徐々に変化する遷移状態構造が、反応
に関係するできるだけ多くの原子についての同位体

効果を測定することにょって解明できること、ぉ

よびこれらの実測データを使ったモデル計算によ

って、遷移状態構造とその変化が半定量的に把握

できることを報告 した。幸い好評であって多くの

質問 もあり、シンポジウムの目的に貢献できたも

のと感じた。

シンポジウムの前後に、イサヵ大学、ワシント

ン大学、アーカンソー大学、インディアナ大学、

およびノー トルダム大学を訪間し、それぞれ講演

および討論を行った。筆者らの同位体効果の利用

に関する研究が世界の トップにあることを自らも

確認 し、他にも大いにPRす ることができた。ま

たアメリカにおいては、応用に片寄ることなく基

礎研究に対する根強い意欲があり、またそれが支

持されていることを感じとれたことは、大きな収

穫であった。

以上報告したような実 り多い旅行をする機会を

与えて下さった山田科学振興財団に心から感謝の

意を表するとともに、財団の事業が今後一層発展

されることを願って報告を終える。

8 2 - 4 2 0 6

フランス、 押 InternatiOnal SyE,OSi ultn on

PhOtOsynthetic PrOkaryotes

東京大学  芝     恒  男

本シンポジウムは、光

合成そのものよりも、ラ

ン藻と光合成細菌の生物

学を主とした研究発表会

である。会は、5 7 年 9

月 19日 ～25日 の間、フランスのボルドーの西

方、ボンバンと言う大西洋と美しい湖にはさまれ

た高級避暑地で開かれた。

1973年 、故R.S tanierの提唱で始められ

たこのシンポジウムも今回で4回 目をかぞえる。

発足当初は、ヨーロッパの研究発表会と言った性

格が強く、アメリカなどからの参加者も過去の会

では少なかったと筒 く。日本からの参加者は過去
3回いずれも皆無であり、今回も250名 の参加

者のうちわずかに3人 と言 う状態であった。日本
の光合成細菌とラン藻類の専門家が少ない (材料

として使っている人は多い )と言う事1青もあるの

かも知れないが、わずか 3人 と言うのは、最近の

国際シンポジウムではきゎめて異例と言うべきで

あろう。日米に比べ日欧の交流の少なさを物語っ

ているのかもしれない。

シンポジウムでは、ラン藻と光合成細菌の 「生

態 ・分類学」、 「代謝」、 「構造」、 「遺伝 ・分

子生物学」、 「ラン藻と真核細胞生物との相互関

係」のllEで1日毎に異なるセッションの発表が 1

会場で行われた。筆者が口演発表した 「代謝」の

セッションでは、光合成細菌による窒素固定と水

素発生にっぃての発表が多いのが特徴であった。

筆者の日演
“
Characteristics Of an

AerObic PhOtOsynthetic bacしeriu■1 :

ど響′″″οあク●サタ″ sp. Strain Och-114"は 、
バクテ リオクロロフィルaを 含有しながらも、嫌
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気的光合成能を失った好気性光合成細菌

レダ″οう2"夕γの生態、分類、生理学的性状につ

いての発表であった。シンポジウム参加者のあい

だでは、本菌が、嫌気的光合成生物の光合成細菌

から、好気的光合成生物のラン藻類への進化過程

の中間生物であろうと言う感想、意見を述べる者

が多 く、本菌のカロチノィド組成や反応中心の構

成などについて多くの質問、示唆を受けた。

本シンポジウムでは、大学院生から助手クラス

の若手研究者の参加が非常lZC多く、彼 らが会場で、

異国の教授達から(隣 りの研究室の教授に接する

かのように )親 しく研究のア ドバイスを受けてい

るのは、なんともうらやましい限 りであった。科

学における日本の孤立を感じるとともに、日本か

らの、より活発な若手研究者の国際研究発表会ヘ

の参加が望まれる次第である。

1 第 16回 半導体国

際会議

9月 6日 (月)力)ら10

日 (金 )までの 5日間、

モンペ リエ市で開かれた

この会議には30ケ 国か ら約 800人 の参加者が

あった。 日本人参加者 82名 は主催国フランスを

除き、アメ リカ、西独に次 ぐ人数であったという。

開会演説で Aigrai n氏 が半導体物理の明るい未

来を述べ、現在の発展1/r対す る日本研究者の寄与

を強調していたのは、 この会議の過去に例のない

ことであったと思われる。

この会議の特色の一つは、電子局在に関するセ

ッションが設けられたことであった。しか し、こ

の分野の開拓者であるAnderso n氏の招へ い講演1

は、大家の風格を見せてはいたが新鮮味に欠 けて

いた。それに続 く福山氏の招へい講演は、若々し

く、内容に富み、 日本人研究者の仕事 も公正に紹

介するす ぐれた総合報告 であった。 Klitzing氏

の量子ホール効果に関する招へい講演は、 この会

議では初の トピックではあったが、同時に研究を

進めて来た私には、実験に関して進歩は認められ

なか った。

私たちの論文
“
High Electric Pield Effect

On Negative Attagnetoresistance i n Si(001)

Inversion Ltters"は 共著者ナ|十回氏によって、

7日 午後、口頭報告 された。内容は、負磁気抵抗

6回半導体国際会議および強磁場応

||1 路  紳  治

を電子温度計 として利用 し、ホッ ト・エレクトロ

ン効果の演」定か ら反転層 内の電子 ・格子相互作用

定数がバルクでの値 と一致すると結論 したもので

ある。内容が明快であったせいか、質問はなかっ

た。しかし、講演後に数人の外国人研究者か ら論

文コピーの要求があったことから、十分な反応が

あったといえる。

2 強 磁場応用国際会議

9月 13日 (月 )か ら17日 (金 )ま での 5日

間、グル ノーブル市で開かれたこの会議には、15

ケ国か ら140人 の参カロ者があ り、 日本人は 20

名であった。 この会議は、この地のマックス ・プ

ランク強駿場研究所の所長であるLandwehr氏 の

運営によるもので、 35編 の招へい講演のほかに、

ポスターセッシ ョンとして44の 一般論文の発表

があった。

この地の強秘場施設による実験に基づいて、 2

年前に量子ホール効果による。2/11の精密測定の

可能性を提案 したKtti tzing氏による冒頭講演の

中で、 この現象によるe2/h測 定の補正項をどの

ように考慮すべ きかが問題点 として述べ られた。

これは、 2年 前に箱根 で開かれた会議 で、彼等に

対 して私たち日本人研究者が提起 した問題であっ

た。

私の招へい講演
“
Negative Mttnetorttistance

and AndersoII Localizaticln in Si一 MOS

F E Ts aDd Other 2 D Systemsル  の 主題は、

2 - 4 2 0 9

フランス、第 1

用国際会議

学習院大学
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弱局在領域において数十ガウスか らキロガウス程

度の磁場で観測される負磁気抵抗の解析とその応

用にあった。この講演の中で、未解決である強局

在領域の解明に向けて、量子ホール効果の基礎過

程である強磁場中のランダウ準位の電子局在にお

ける電子の局在長、非弾性散舌し時間などをホール

伝導率の温度依存性の実験から解析した結果につ

いても言及した。量子ホール効果の知識を、グル

ノーブル ・グループの発表のみにより得ている人

々に対して、理論に関しては安藤氏らの先駆的研

究が存在すること、また、現象の物理の本質をと

らえた実験が日本人研究者によって行われていた

ことをこの会議の講演で伝えることができた効果

を、講演後の質問の中に、また、その後の西独の

関係する研究者との対話で権かめることができた。

まことに有意義であったと思 う。

1982年 9月 、原始

的被子植物の調査のため、

ニューカレドエア、オー

ス トラ リア、フヾプア ・ニ

ュー ギ エ ア を訪 れ 、

生mborel la(アンボレラ科 )、Belli01um,

Zygogynum(ド リミス科 )、 Ascari na(セ ン

リョウ科 )、Clematis,Ranunculus(キ ンポ

ウゲ科 )な どを生育地で観察し、研究材料を採集

した。

ニューカレドニア :スメアのフランス海外科学

技術研究所植物標本室で資料を調べ、ドグニー高

原、ジュマック山で野外調査をおこなった。原生

林は多 くの常緑性樹種よりなり、特定の優占種は

ない。林床には濯木類、シダ類、単子葉類が生え、

双子葉類の草木がほとんどない。 ドグニー高原で

は海抜 600初 あたりの薄暗い原生林中に、 1種

1属 1科 のニューカレドニア固有植物 施nbOrella

trichoPo daがかなう多く生えていた。高さ2～

5初 くらいの濯本で、根本より幹を叢生し、構色

の液果をつけていた。また、500物 あたりの原

生林の林縁に多数のBellloluln crassifOli um

が生えていた。ニューカレドニアの固有種で、属

としてはソロモン諸島にも分布し、 8種 が知られ

ている。林縁性で林中深くには入 らない。高さ2

～4物 ほどの低本で、幹は直立する。つぼみの時

期であったが、開花しているものも少しあった。

82-4215

パプア ・ニューギニア、原子的被子植物の分類 ・生

態学的研究

大阪大学   回  村  道  夫

花は淡黄緑色、訪花昆虫はみられなかった。ジュ

マック山では、山の上部は表上が浅くて基岩の徹

櫛岩が現われ、森林は発達しない。海抜 1,000

物あた りの乾燥した稜部の濯木林中にZ湾o観mm

の 1種 が生えていた。この属はニューカレドニア

の固有で5種 が知られている。 3物 くらいの低木

で、つぼみをつけていた。 800″ あた りより上

の濯木林中には 生scarina rubiCaulisが多い。

ニューカレドニアの固有種で、高さ2～ 5物 、幹

は直立、枝は斜上して細かく分かれ、紅色を呈す

る。つぼみは」ヽさく、花には力〉なり早いようであ

った。この種はZygottnumと は反対に凹地に生

え、水分要求が強いように思えた。海抜 800″

あたりには樹高 30物 1/C達する原生林があり、林

縁には南半球系のCiematisの 1種が 5物 ほどの

高さにまで絡み上っていた。

ォース トラリア :シ ドニー王立植物園、キャン

ベラのオース トラリア植物標本館、ブリスベンの

クィンズランド植物標本館を訪れ、所蔵されてい

るニューギエア植物の標本を調べた。

パプア・ニューギエア :ラエの森林部植物標本

館で資料を調べ、ガバビスカ山、カインディ山で

野外調査をおこなった。山地性原生林は多くの常

緑性樹種よりなり、構成は複雑 であるが、

(〕astanoPsisが 多く、暖帯林といえる。1,800

777あたりより・RTo tllofagusわS現れる。ガバビスカ

山では海抜 2,000～ 2,200物 あたりの樹高30″
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に達する原生林で、林縁を10物 ほどの高さにま

で絡み上 り、単性花をつけている南半球系の

Ciematis Phanerophlebiaを みた。また、林

縁の渓流のそばに南半球系の Ranunculusの 1

種をみた。低く1/C下りているが高山性の群に入る

ものである。カインディ山では海抜 1,800物 あ

た りの原生林の林縁を4772ほどの高さまで絡み上

り、果実をつけているClemttis phanerottlebia

をみた。また、 1,000物 あたりのところで、東

南アジア系のClematis javanaが畑の縁の濯木

に絡まっていた。原生林と結びついている南半球

系の種に較べると、新しく入ってきたものと推定

される。

目下、採集した標本の同定と材の解剖研究をお

こなっている。また、種子の発芽をまって、染色

体を調べるつ もりでいる。

去る 1 0 月 1 5 日 から

5日 間、フランス 白グル

ノーブル市で開かれた国

際会議
“
The lmpact

Of P01arized NeuttOns

SOlid Staしe Chemistry and Physics"Иこ招

待され出席 した。会議のくわしい報告は物理学会

誌1)に掲載する予定であるので、ここでは特に印

象に残る二、三のことlFCついて簡単に述べるにと

どめる。この国際会議は Institut Laue

Langevin, ヨーロッパ物理学会等の共催で極め

てローカルなもので参加者 100人 程度の小さな

規模であった。ヨーロッパの他はアメリカ (5人 )、

日本 (1人 )か ら招待され、その他ヨーロッパ在

住の中国人 ・日本人等が参加した。

会議は口頭発表が全て招待講演、ポスターが一

般謙演という形式で今年の山田コンファランスと

同じ形式であった。私はその内 2日 目の年後
“
Studies on the magnetism at the

surface and interface using polarized

neutrons"2)と ぃぅ題で、最近の我々の研究 を

中心に磁性表面の磁化測定を偏極中性子を使 って

どのようlrc又どんな研究が行われているかを話 し

た。私の話のす ぐ後 に Freemm教 授の弟子の

Winnmcr博 士 (NOrth Western大 )が表面磁

性理論の現状 を誌演 した。彼等はLocal Spin

De nsiしy Functional methodを 使って膨大な

82-4228

フランス他、固体化学物醐 極中性子の効用に関す

る国際会議他

東北大学  遍  藤  康  夫

計算を行っているが、最近では遷移金属の真空界

面、他の物質をoveritterにした界面等の物性、

電子バンドなどの研究を精力的に進めている。我

々の実験は主にFe又 はNiと非磁性金属を交互に

蒸着して作る人工層状物質 (これを我々は人工格

子合金又はArtificial Superstructure Film

と呼んでいる )による偏極中性子回折を中心とし

た測定である。我々の研究は未だ軌道に乗ったば

か りであるが、それでも界面効果は非磁性物質と

接する界面の一層に局在することを見い出したが、

Freema n達 の計算 も界面一層の電子 (特にd電

子バンド)がバルクの電子構造と極端に違 う結果

を与えていて驚かされた。

会議の講演、議論を通 じて印象的であったのは、

ョーロッパがこの偏極中性子散乱研究に特に力を

入れていて、 1950年 代以来ずっとアメリカが

優位を保っていたが、ここに至ってその中心が

ILLを 先頭にヨーロッパに移った感 じが強い。

会議後、グルノーブルに3日残 り、 ILL、

CENGの 二つの研究所を見学した。 ILLで は

陥 zei,Pynn,Schぢ rph博士等と話しS uper

mirror,NSE,P01arizatitln anttysis等 の実

状を見学しかつ技術的な問題を伺った。現在偏極

中性子を使ったこれらの技術的進歩はめざましく、

丁度我々もパルス中性子を偏極化して、Pottization

an alysis,NSEを 始めているので随分勉強でき

た。又これら3人の博士をはじめILLで は30
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才～ 40才 代の活動的な研究者を多 く終身研究職

に迎 えて非常に活気を帯びている。最近アメ リカ

の中性子散乱研究にかげ りがみえるのは、いわゆ

る働 きざか りのこれ らの年代の人材又はポス トが

少ないことが起因していることと全 く著 しい好対

称である。その後約 1週 間余 りの 日程 でウィース

ハ ノーバー、ベル リンを旅行 し、各々次のよ うな

講演をした。

Neutron diffraction studies under high

p ressu re一phase ↓ransition in Spin

Den sity ヽ晩ve OF Cr al10ys― (AtOminstitut,

Wien)10月 22日

magnetic excitations in iow diIIlensional

random antiferromagnet(工 Lnnover大 )

1 0 月2 6 日

Helix in MnSi and its poiarization

analysis(ILhn MIeitner institut, Berli n)

1 0 月 2 9 日

ウィーンでは Rauch教 授、 Budreck博 士 と

Depolarization s↓ udiesの 討議を行い、又彼

等の 1 50 kwの 小さな原子炉による独創的な研

究の数々を、又Berli nでは、Dachs教 授、

Steiner博 士等の核整列や磁性研究の実状を見

学した。いずれも小さな組織、小さな原子炉で世

界第一級の活動をしている現場を見学、討議して

感心 させられた。彼等のたゆまない努力と独創性

とそれにつちかわれたゆるぎない自信が第一級の

仕事の原勤力であることを見た。

誠′々 も中性子散乱研究の分野でここに至ってや

っと世界の第一線に手が屈 くところにたどりつい

たと思うが、これ力〉らヨーロッパ、アメリカに対

抗して第一線に飛び出し又その活動 を維持するに

は容易ならぬ努力と独創性がどんなに大切か、又

我々はどのようなことを心すべきかを短い旅行で

垣間見ることが出来たことを喜んでいる。同時に

山田財団に感謝している。

1)資 料 1 日 本物理学会誌 投 稿

2 )資 料 2  ブ θ″″″冴 冴夕Pり S″?″夕投 稿

82-4233

西 ドイツ、第 6回 パターン認識国際会議

大阪大学   辻    二  郎

第 6回 パ ターン認識

国際会 議 ( 6  t h

lnternational

coDrerence On Pattern

RecOgni tion)は 、1982

年 10月 19日 か ら22日 までドイツ連邦共和国

の ミュンヘンエ科大学で開かれた。山田科学振興

財団の援助により同会議に出席できたので、以下

その模様を報告する。

パターン認識国際会議は2年 に一度行われ、世

界中のパターン認識の研究者が巾広 く参加する所

に特徴がある。今回の発表件数を国別にみると、

アメリカとドイツ (ほ とんどが西 ドイツ )がそれ

ぞれ66件 で最も多く、日本49件 、フランス

23件 がこれに続く。これは日本のパターン認識

の研究が、質量ともに世界の第一繰にあることを

示す。多くのヨーロッパ諸国 (東欧圏を含め16

ケ国 )、 カナダ、メキシコ、インド、中国からの

発表があった。中国か らは7件 の論文がよせられ、

この国のパターン認識に対する研究が盛んなこと

が分る。

会議は、 4セ ッションが平行して行われたが、

その内容を大別しセッション数を示すと次のよう

になる。

(1)基 礎分野 :理論 2、 統計的手法3、 文法的

手法 2、 学習とクラスタ化 2

121 共通手法 :画像前処理 4、 画像分割 5、特

徴抽出 2、 テクスチャ2、 形状 2、 リ ラクゼーシ

ョン 1、画像理解 4、 動画像 3

(3)シ ステム :光処理 1、特殊ハードウェア2、

実現法 1、 データ構造 1

“)応 用 :文字認識 4、 医用 5、 産業応用 3、
一般応用 3、 リモー トセンシング1、音声処理 2

最近の傾向として、パターン認識の中でも人工
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知能の色彩が強い画像理解や動画像を多くのグル

ープが研究するようになり、応用の分野でもロボ

ットなどの産業応用が医用とともに盛んになった。

また超 LSIを 利用 した小形高速の画像プロセッ

サの研究が人々の関心を集めた。しかしながら、

著しい変革をとげた分野や話題は報告されず、全

体として一歩ずつ着実に研究を進める姿勢が感じ

られた。従来は、パターン認識はアメリカが主導

権を持って研究が行われた。今回 ドイツで会議が

開かれたことを機会に、ヨーロッパの研究活動が
一段と盛んになったと思われる。 もっとも、本会

議が行った見学コースの大学や研究機関では装置

に比べて先端的研究テーマに乏しかったという声

も多く、真の発展はこれからであろう。最後に本

会議より得た印象を述べると、パターン認識は旧

来の理論か ら人工知能よりのアプローチに移りつ

つあり、応用分野ではエレク トロニクスの発展に

支えられて実用化の枠を急速に拡げつつある。

2-4234

ポ ーラン ド、ポーラン ド科学 アカデ ミー講演会

名古屋大学  磯  部    稔

貴財団の派遣援助を賜

わ り、ポーランド科学ア

カデ ミーのf7d待による講

演及び学術交流を無事果

たすことができた。期間

は昭和 57年 10月 1日よう9日 まで滞在し、ワ

ルシャワ・ウッヂ・クラコフの研究所 。大学 5ケ

所を訪問し、有機合成化学を中心とした研究討論

を行い、 3ケ所で 「アンサマクロリドーメイタン

シン類の全合成研究」に関する講演を行った。主

題として上記天然有機化合物全合成を実例として、

立体制御の最新の進歩を述べ好評を博した。以下

にその概要を報告する。

中心課題であるメイタンシンはアフリカのケニ

ア原産植物から発見されたきわめて強力な抗癌作用

のある微量成分で、 10年 程前に米国の研究者に

より構造決定された。その直後より有機合成によ

る物質供給が試みられたが、対象物質の立体化学

が複雑なため困難をきわめ、最近になってようや

く米国の 2研究グループが全合成を完成し次いで

我々のグループが独自の全合成を発表した。メイ

タンシンは母核となる19員 環ラクタムの上に7

個の不斉炭素原子を有するため、それらを立体選

択的に合成する事は有機合成化学の重要課題であ

る。環のサイズが大きいため反応の制御は開環型

鎖状に於ける不斉誘導を必要とする。このため合

成に実用となる新手法を開発することから手掛け

た。ケイ素や硫黄原子の特性を活用tノた新反応ヘ

テロ共役付加反応と、それを中核とする一連の炭

素一炭素結合形成及び宮能基合成法を確立した。

独創的な点は、鎖状に於ける付加反応遷移状態モ

デルのコンホメーションを規定し、求核斉」がキレ

ート形成のため分子内反応的立体過程を経由する

ようデザインしたこと、さらに共役付加後のヘテ

ロ原子を高度に活用することである。実際にはア

クロレインニ量体を原料とし、上記原理を活用し

て 3個の不斉炭素をはじめとし必要な官能基を正

しく含む合成中間体を得た。この立体化学を証明

するためまず最 も簡体なメイタンシノィドの誘導

体であるN一 メテルメイセエンを合成した。次の

課題であるエポキン化は既知の方法では不要な立

体異性体を優先的に与えるが、反応遷移状態のコ

陥5盟
1  メ イタンシン   R = C O C m I倒 規隆c働 偉

2  メ イタイシンノール R = H
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ンホメーション解析に基づく開環状ジアステレオ

選択的エポキシ化条件を見出した。これにより第

2の メイタンシノィドであるメイシンを合成した。

最終課題であるメイタンシ/― ルは3位 の立体化

学をアル ドール反応で待」御できたが、これは遠隔

不斉中心によって高度に選択性を得た貴重な例と

なった。この反応の完成によリラセミ形メイタン

シノールの全合成が終了した。当初の計画通 り出

発物質中の 1個の不斉中心を基に残る6個 すべて

をほぼ完全に不斉誘導できた。このことは全合成

の成功のみならず、不斉誘導の原理とその反応系

での実証という意味で も価値あるものである。以

上の講演はポーランドの有機化学の現状に大きな

インパク トを供したものと権信している。

8 2 - 4 2 3 6

スイス、 4 th lnternational 眼 、rkshOp On

IIIImun e ―ヽdeficient Animals in Experimental

R e s e a r c  h

大阪大学  高  坂  健  二

第4回免疫不全実験動

物に関す る 4 th

lnternatiOnal

眠、rkshOp on IElmun"

D e f f i c i e n t  F h i m a l s

in ExPerimental Researchに 参カロした。

本ワークショップは、従来その名を
“
InteI「MtiOnal

冊brkshop on Nude lWltice"と 称し、 1973年

の第 1回 以来デンマーク、日本、米国と4年 ごと

に会議がもたれ、主題は専ら先天性胸腺欠損ヌー

ドマウスに限られていたが、第4回 を迎えた今回

のスイスから、対象動物を拡大して名称が変更さ

れたものである。

会期は1982年 10月 31日 ～ 11月 3日 の

4日 間、スイス、ローザンヌ市郊外のCh exbres

において開催された。世界各国か ら82題 の演題

が寄せられたが、その殆んどがヌードマウスに関

するもので、他にスー ドラット、ヘアレスマウス、

ライノマウスほか 2、 3の免疫不全動物が加えら

れた。

ヌー ドマウスのもつ生理ならびに細胞機能など

に関する研究も、新たな手法によって年々続けら

れ、よ り詳細な成果が示されたほか、胸8泉欠損遺

低子の導入によるスー ドマウスの新品種、あるい

は各種免疫異常マウスの組合せによる新免疫不全

マウス、例えばT細 胞欠損のヌー ドマウスと他の

B細 胞欠損マウスとの交配lrcょるB一 T両 細胞機

能の不全マウスの作出なども試みられている。さ

らに免疫不全マウスの遺伝的および微生物学的監

視統御、環境整備の条件などが検討されている。
一方、スードマウスをモデルにした応用的研究 も

広範囲に進められ、ガン、感染症、糖尿病、皮膚

移植、免疫および薬理学的研究など各分野におけ

る研究成果が発表された。ガンに関する研究がと

くに多 く、全演題の過半数を占め、移植、化学療

法、免疫治療、検査法の開発などが報告された。

これに反し、感染症についての発表は少く、著者

の専門分野である 「らい」に関するものは、英国

グループのヌー ドマウス実験とわれらのライノマ

ウスによる実験の 2題 に過ぎず、他には原虫に関

するもの 2題およびウイルス感染の 1題であった。

スー ドマウス実験らいの成立についてを第 2回、

さらにこれを利用したらい化学療法に関する研究

成果を第 3回の本ワークショップで、すでに筆者

らが報告し、 「らい」患者に存在する 「らい」菌

の生死鑑別ならびに治療効果のモニタリング、研

究材料の確保、さらlrc免疫学的研究など、らい研

究におけるヌー ドマウスの有用性について論じた

が、今回の英国グループによると、 107の 「らt」

死菌中に含まれる102の 生菌 をも検出できるとし、

新知見として内臓病変におけるENL(「 らい」

性結節性紅斑 )を思わせる局所性免疫複合物の存

在する可能性が示唆されたとして、ヌー ドマウス

の 「らい」研究モデルの有用性が重ねて強調され
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た。 このグループとは研究を通 じて旧知の仲、活

発かつ有意義な意見の交換が行われた。

筆者らの提出演題は
“
An Aじtempt tO

inoculate rTr_17びθぅクごど夕″″″物 ′咤ク″クタ intO

Rhino MOuse"で ある。すなわち、無毛の突然

変異マウスであるが、とくに成熟～老令時には液

性ならびに細胞性免疫不全を来すもので、これの

「らい」菌に対する感受性を検討した結果である。

ライノマウスの写真を見るのが初めてという多く

の参会者により活発な意見交流が行われた。本ワ
ークショップも、参加者が年毎に増加する傾向lFC

あり、今回も300名 ほどが出席 し、この方面に

対する各分野での関心の深さを立証した。これに

出席して、内外の学者との交流ならびに免疫異常

動物に関する知識、技術の交換など、所期の目的

がほぼ達せられたことを喜びたい。

稿を終るに臨み、旅費の援助を頂いた山田科学

振興財団の御好意に深謝する。

2-4242

西 ドイツ、パターン認識国際会議

東京大学  石  塚     満

1 9 8 2 年1 1 月1 7

日～ 31日 の間、山田科

学振興財団の援助により

ドイツ連邦共和国へ度航

し、 ミ ュンヘンにて第 6

回パターン認識国際会議、その後西ベル リンにて

第 1回 IEEE医 用イメージングと画像解析に関

する国際シンポジウムに出席した。

パターン認識国際会議は2年毎に開催されるこ

の分野で最 も権威ある国際会議であり、1978年

の京都、 1980年 のマイアミに続き、本年はミ

ュンヘン市内の ミュンヘンエ科大学で4日間lrcゎ

たり開催された。出席者は世界各国から約 700

名であり、最近の研究成果を提示する267編 の

論文発表があった。 (この うち特に重要度が高い

と評価された25編 が長論文に選ばれており、筆

者の論文もその一つである。 )

パターン認識は今後の情報化社会を形成する一

つの中核技術であり、文字認識、音声認識、図面

読取 り、生産ラインでの検査、医用画像処理、 リ

モー トセンシング、ロボットの視覚等を含み、基

礎研究に基づき既に幾つかの分野で実用期を迎え

ている。実用 となるパターン認識システムを製作

するには個々の問題に適 した固有の技術を開発す

る部分が多く、その意味ではパターン認識は触 も

であるが、同時にAR tlrc滞まっていたのでは将来

の大きな進展は望めず、各問題に共通する基礎手

法を提供するScienceとしてのパターン認識の充

実が不可欠である。今回の国際会議のテーマは

ARt及 び Scienceと してのパターン認識の現状

と将来を展望することであったと思 う。

言うまでもなくドイツは科学技術に関して輝や

かしい歴史をもっている。 ミュンヘン博物館は科

学技術の歴史と現状を展示する有名な博物館であ

り、 こ こを訪れるとドイツ人が自国の科学技術

の歴史を誇りにし子孫rcその伝統を伝えようとし

ていることを感 じることができる。伝統と国民性

のためか ドイツ人は工業技術開発に極めて誠実に

取 り組むようだ。そのようなドイツ人の傾向を反

映して、会議の発表及び展示においては実用レベ

ルに達した多くのパターン認識システムが示され

た。会議期間中の公式訪問先であったGSF(光

学 ・環境研究連合 )、 DFVLR(ド イツ航空宇

宙研究所 )で も実用期の研究を見ることができた。

従ってA R6としてのパターン認識の側面からは会

議は充実していたと言える。

ドイツの輝やかしい技術の伝統の反面、現在の

ドイツの問題点は技術に関して誠実であるが故に

新奇性に欠ける点があり、アメ リカ、 日本と比べ

ると新技術lrc対してやや保守的であるように感じ

た。今日の技術、特にエレク トロニクスの進歩は

急速であり、地道な研究と同時に常に先進性が要

求される。 ドイツの計算機産業が外国企業に圧倒

されてしまった原因もこのようなところにあるよ
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うに感じた。

パターン認識の今後に関する第一線の研究者の

素直な考えはパネル討論によって知ることができ

る。今回は 「医療診断へのパターン認識の挑戦」

と 「ファジィ集合論の応用」に出席したが、いず

れも関連する知識を組織的に利用する知識工学の

方法論が強調された。尚、筆者の講演はこの知識

工学の具体化であるエクスパー トシステムについ

てであり、今後の技術動向を示すものとして注目

された。

8 2 - 4 2

イタ

1 9 8 2 年 1 1 月 3 1

日より12月 10日 まで

の 2週 間、イタリアの ト

リエステにある国際理論

物理学セ ンターにて 「国

際数理生態学シンポジウム (目」題 )Re search

seminors on current theoretical

developments and applications」 が開

催された。ここ数年来、数理生態学の発展はめざ

ましいものがあり、研究者並びに関連雑誌の数も

増加の一途をたどっている。こうした中で今 日の

数理生態学の発展とその応用の可能性を探るべく、

全世界から研究者が一堂に会して議論する場がも

たれた訳である。

この会議のもう一つの目的は、 IAEA並 びに

UNESCOが スポンサーという事 もあって、ア

ジア ・アフリカ・中南米等の発展途上国の若い研

究者にこうした数理生態学の成果を広め、これら

の国々での応用発展を促す契機を作る点にあった。

この目的に沿って、上述の会議が始まる直前の2

週間、
“
Autumn Course on Mtthemaし i cal

Ecology一 Foundations of Mathematical

E colo gy"と題してこれら発展途上国の研究者約

100名 (主に数学者、物理学者 )に丁寧な初心

者向きの講議が行われた。

こうして前半のコースの熱気がまださめやらぬ

西ベルリンでのシンポジウムは画像処理、パタ

ーン認識分野で大きな比重を占める医用画像処理

への応用面に焦点を絞ったものであった。

ミュンヘンは歴史の重みを感じさせる文化都市

であり、西ベルリンは陸の孤島であるにもかかわ

らず西 ドイツ第一の都会である。街中にいると特

に感じないが、ベルリンの壁、東ベルリンヘ入り

人々は同じドイツ人だが街の様子がなんとなく違

うことを知り、現在の世界の構造を実感した。

50

リア、数理生態学国際シンポジウム

京都大学   重  定  南 奈 子

雰囲気の中に、上記セ ミナーがひきつがれた訳で

ある。セ ミナーでは大きく分けて次の四つの課題

が取 り上 げられた。

1. EpideI拭 ology(And erson, Dietz,etc。 )

2  Resource Management(Be ddington,

COhёn, Lud w ig, etc.)

3. Transport Processes and Biological

Oceanography(Okubo, Segel, etc.)

4.  POpulation and CoIELInunity Ec010gy

(Cchen, Hasting s, Levi n, T urelli,

Teramoto,Mimura, Shi gesada,e tc.)

発表者は約 50人 、一人 1時間の講演時間が与

えられ、1日数名程度の発表が2週 間続いた。中

には 2回に分けてシリーズで講演する人 もいて実

にゆったりと充実したスケジュールが組まれてい

た。発表内容はここ数年来のめざましい研究成果

によって一応基礎的、理論的枠組みが出揃ったと

いう事もあるのか厄閑面rc重点がおかれた話題が

多いのが印象的であった。例えば、漁業の資源管

理の問題や、伝染病の問題等が主要テーマとなっ

た。漁業ではクジラやマグロの漁獲など我が国の

漁業に深 く関わる問題が英 ・米 ・カナダの研究者

によって精力的に発表された。また伝染病につい

てもアジア ・アフリカ地域に関わる重要な問題で

ある訳であるが、これらの問題について日本から

一篇の報告もなかったのは、さびしいかざりであ
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つた。しかしなが ら、日本か ら参力日した 3名 の講

演はいずれ も理論的テーマであったが、そのユニ
ークな問題意識と解析結果に多方面から反響があ

り高く評価されたといってょぃ。寺本教授は、個

体数一種数関係に広く見られる指数関数型の関係

をユールプロセスなどの確率過程及び種間競争過

程の結果として一般的に説明出来ることを示した。

また、三村教授は、互いに 2種づつ競争している

ときには決して共存できない 3種が、同時に 3種

とも競争すると、共存が可能lFCなる事を示し、プ

ランクトンなどの多種競争系がなぜ共存維持でき
るかを明らかにした。筆者も二つの競争種が同じ

場所で競争している場合にはどちらか一方が絶滅

する場合でも、互いに分散により住み分けを行う

事が出来れば共存が可能になるといういわゆる

「すみ分けによる競争緩和」の現象を拡散―増殖

方程式を解析することにょって理論的に説明した。

以上のように、本シンポジゥムでは、当初のね

らい通 りに多方面の研究者の間で活発な交流が行
われ成功裡に終った。

82-4252

アメリカ、第23回 米国電気電子学会計算機科学基礎
理論シンポジウム

京都産業大学  岩  間  一  雄

今回の海外出張の主目

的は、米国シカゴ市にお

いて、 1982年 11月

3日から5日 まで開催 さ

れた第 23回 米国電気電

子学会計算機科学基礎埋論シンポジウム (Focs
シンポジウム)に参加し、研究発表を行うことで

あった。さらに、会議の前後、南カルフォルニア

大学 (ギ ンスバーグ教授 )、カルフォルニア大学
バークレイ校 (ハ リソン教授 )、 マサチューセッ

ツエ科大学 (ミ ラー教授 )、エール大学 (フ ィッ

シャー教授 )を訪PHDし、講演や討論を行い、非常
に有意義であった。

FOCSシ ンポジウムは、基礎計算機科学の分

野では、歴史の長さや質の高さで他に例をみない

国際会議であり、論文採択が困難なこと (今年は

169件 の うち49件 採択 )で も知られている。

ここ数年日本か らの発表は皆無である。今回の筆

者の発表は、系列方程式と呼ばれるクラスの方程

式が解を持つかどうかの判定問題に対し、これを

肯定的に解決tノたものであった。本問題はかなり

以前より有名であり、かつ長い間、一部の部分ク

ラスに対するものを除いて、未解決であった。筆

者の論文は、この問題が非常に広いクラスに対し

て可解になることと、さらに、それより少 し広い

クラスでは非可解になることを証明した。本結果
は、その理論面でのインパク トの大きさに加え、

テキス ト処理、データ通信、データベース等の実

際的問題への応用 も期待されている。講演は非常
に好評であった。会議全体としては、この分野の

世界の第一線の研究者約 300名 が一堂に会した

もので、最新の研究動向を知るのにまたとない機

会であった。米国および欧州の何人かの著名な教

授との接触を通 じて得たものは、私にとって感慨

深いものであった。残念なことではあるが、この

分野では日本は高い評価を受けていないことを認

識せざるを得なかった。その第一の理由が、日本

の研究者が国外の研究者との交流を怠っているた

めに生じる研究の時間的遅れや研究成果の公知の

不徹底にあることを知ったときは大変ショックで

あった。とにかく、 |百 葉の壁」を打破すること

が第一であり、その上で、まめに国外の研究者と

の交流を深めることが肝要であることを深く感じ

た。これ程の会議に日本からの参カロ者が私一人だ

けだったといぅのが現状をもの語っているのでは

ないだろうか。多くの米国の若い研究者と接触し、

彼らの大変熱心な研究態度 (大学を訪間した時彼

らとの討論に時間をうばわれ観光の時間はまるで

なかった )も印象深いものであった。

今回の出張では、会議での戒果 もさることなが
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ら、私にとって初めての経験であった海外の研究

者との交流によう意義深いものを感じた。この経

1981年 9月 下旬、

し,ゴらくご無沙汰してい

たカナダのモントリオー

ル大学のD.L.Piron

教授から突然お手紙をい

ただいた。国際電食技術者協会主催の
“
Te c h n o l o g i c a l  l n n o v a t i o n  i n  C o w o s i o n

Contro l"と 題する会議が 1982年 11月23～

25日 にモントリオールで開催される予定であり、

自分が議長を務めるので是非とも参加 してはしい

という、大変丁重なお招きであった。さらに、

P iron教 授のお手紙に続いて、オタワのカナダ

国立研究評議会 (NRCC)の 腐食研究部門主任

M.」 .Oraham博 士より 「もしも前記会議に出

席されるならば、帰途NRCCに 立寄って講演を

してほしい」とのお手紙もいただいた。筆者はか

ってモントリオール大学の客員研究員として 1977

年に1年 間モントリオールに滞在したこともあり、

カナダは思い出深い国であるので、これらのお招

きをありがたくお受けすることにした。

モン トリオールに到着したのは、1982年 11

月 21日 であった。例年な らばこの時期のモント

リオールは雪で覆われた極寒の地であるのに、今

年は異常な暖冬とかで、雪はまったく見あたらず、

驚いたことに芝生の緑さえも所々に残っているく

らいであった。雪の代わりに雨が降 り、フランス

風の美しい衡並が霧の中にかすんでいた。

会議は街の中心にあるクイーンエ リザベス ・ホ

テルで行われた。参加者は320名 で、そのほと

んどがカナダおよびアメリカからの人々であった。

セッションとしては、 「薄膜」、 「新素材」、

「腐食とエネルギー」など14部 門力湘 たれた。

「パルプ ・紙工業での腐食」と力>既 山および治

2 - 4 2 5 3

カナダ、 T e c h n 0 1 0 g i c a l  l n n o v a ↓i o n  i n

Corrosion Control

東北大学 杉  本  克  久

験を今後の研究活動に生かすことができれば、今

回の出張がより貴重なものになると考えている。

金工業における腐食」などというセッションもあ

り、カナダのお国柄が感 じられた。筆者は 「lS園

のセゥションにおいて 「マイクロエリプソメトリ

ーlrCよる2相 ステンレス鋼の不働態皮膜の解析」

という題で発表を行った。マイクロエリプソメ ト

リーは、多相合金上の極薄表面皮膜の厚さと光学

定数を結晶粒単位の領域について解析できる筆者

らが開発した独自の技術である。 「マイクロエリ

プソメーターの最大倍率は?」 、 「どのような合

金にすも適用できるか ?」 など、多数の熱心な質問

を受けた。聞いた講演の中ではNRCCの B.

IItacD ollgall 博士による 「Niの不働態皮膜中ヘ

のCi~イ オンの合体」が興味を引いた。 「Cl~

イオン含有量の多い反膜ほど孔食の発生に対して

は抵抗力がある」というもので、01~イ オンが皮

膜に入ることが即子し食の発生につながると考えら

れていた従来の漫然とした常識とは正反対の実験

結果の発表であ り、議論が沸騰した。

会議終了後、モントリオール大学のエコル・ポ

リテクニック (工学部 )、オタワのNRCC、 コ

ロンバス (米国オハイオ州 )の オハイオ州立大学

Fontana腐 食センターを訪ねた。エコル ・ポリ

テクニックで注目を引いたのは、カナダ政府の機

関である工業技術革新センターが大学内に設けら

れており、国内外の新しい発明や技術の紹介とそ

れらの民間企業への導入の指導に大学と一体とな

って熱心に当っていることであった。NRCCで

は 「変調可視紫外反射分光法によるNi不働態皮膜

のその場分析」 という講演を行ってきた。 この講

演会場には前記のB.MacD ougⅢ l博 士も姿を見

せ、不働態反膜のその場分析という問題について

有益な討論を行 うことができた。Fontana腐 食

センターでは D.Do Macdonald教 授 と
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S.Szklarska― Smi a10wska教授にお目にか

かった。ここでは、原子力発電所で問題になって

いる高温高圧水腐食の電気化学的沢」定法などにつ

いて意見を交換してきた。また、D`D.出伍cdOnald

教授 らが開発tノた圧力平鶴型外部照合電極を見学

すること力Sできた。

「種族 Iと lに ぉける

ヘリウム異常星の間の関

連性」 という研究計画が

米航空宇宙局 (NASA)

lrCよる紫外線観測衛星

IUEの 1982年 度の観測計画に採用 され、

Mar ylandの Greenbeitに あるNASA一 Go dttrd

Space Flight(〕 enterに おいて遂行された。

Ouest Observerと しての我々 (寿岳 ・定金・

筆者 )の プログラム IDは BPE」 Jと 指定 され

下表の様に 5シ フ ト40時 間の時間が与 えられ、

これに従って正味 4日 間の観測を無事済ませた。

1983/1/ 6  19100-1/ 7  3:00

1/ 8  11:00-1/ 9  3,00

1/10  19:oo-1/11  3:Oo

1/11  19:00-1/12  3:00

今回の観測の概要を報告すると、我々の研究主

題はヘ リウム量が正常値より少ないという共通性

を示す化学的特異星 (CP星 )の起源を探る事に

あり、今回はその一環として進化段階とCP星 の

関連性を研究するために、対象星として年齢の若

い種族 1と 古い種族 』の CP星 と種族 Jの ヘ リウ

ム正常星の計 14星 を選んだが、実際には更に数

個が付け加えられた。付加についてはNAS生 の

I U E Project Scien↓i stの承認のお墨付が必

要で、我々はOo ddardに 着いてから付加の大部

分をしたが、幸運かつやり易か った事には、

今回は標記会議への出席を目的とする短期間の

旅行であったが、カナダおよびアメリカにおける

腐食研究の最近の流れを十分膚で感じとって帰る

ことができた。派遣援助金を賜った山田科学振興

財団には、深甚なる謝意を申tノ上げる次第である。

2-4261

アメリカ、種族 Iと 】におけるヘリウム異常星の間の

関連性

東京大学  高  田  昌  英

PrOject Scientistが 我々の良く知っている

Y.輸 ndo(近 藤陽次 )だ ったことであった。対

象星の リス トができ、観測に入る態勢が調った。

IUEと いうのは静止軌道上にある望遠鏡を指

すが、地上への投影軌道は南米ブラジルを中心に

して大西洋や太平洋上にはみ出る様なものであり、

00 ddardと 欧州宇宙機関側のMttrid近 くの指

令所の両方から常時接触できる。 IUE本 体は直

径 142物 長さ422初 、全重量 668ん 夕で、

1978年 1月に打ち上げられた。 IUEは 短波

長域 (約 1,100-1,9oO■ )用 と長波長域

(約 1,900-3,200A)用 の高分散と低分散

モードの分光器を備え、我々は大部分高分散モー

ドを用いた。実際の観測手llFは、まず我々が用紙

の様式に従って観測する星のデータ (天球上の位

置、明るさなど )、分光器の種類を記入し、最後

に最も重要な露出時間を指定して、 IUEを 操作

するTelescOpe Opera↓or(T.0.)ま たは相談相

手になる天文学者Qesident AslrOnoIIler;R.Aう

に演すと、このメニューに従ってT.0.と R.A.

が IU□ を動かし観測する星に向ける。やがて露

出が終了すると、 正 UEか ら地上にスペクトルの

データが送信され、地上の計算機により磁気テー

プ (我 々が受け取る )に納められる。これで一つ

の観演」が完結tノたわけであるが、我々は単に星の

メニューを書いて渡すのみで、あとは横で指をく

わえて見ているのみである。IUEの 経費 は1981

年の勘定で1秒 間 1米 ドルだとのこと。我々の得

た星の 1本のスペク トルは時lrcは100万 円相当
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にもなる。我々の対象はCP星 だったが、宇宙科

学研のX線 グループがVela x-1と いうX線 源を

観演」(ノたい旨を受け、共同観測を行って、スペク

トル線の変動を発見した。今後の解析が楽しみで

ある。こうして当初の予定よりは少なかったが 9

個の星についてデータを得ることができた。

NASAへ の途中ではハワイ大学に寄 り研究者

に会い、マウナケア山頂の大回径望遠鏡を見学した。

日本もこんな望遠鏡を持ちたいと思う。またNtt A

からの帰 りにはアリゾナの Kitt Peak国 立天文

台に寄 り有意義な時間を過した。

今回の観沢」が無事遂行できたのは山田科学振興

財団の御援助の賜物で深謝する。

82-4263

アメ リカ、準安定および変調半導体構造国際会議

東京工業大学   石  原    宏

本財団の援助によ り

1982年 12月 6日 よ

り10日 までロスアンゼ

ルス郊外のパサデナで開

紺摺撒 催 された 「準安定および

変調半導体構造 (lvL tastable and M妃ulate d

SemicOnductOr S tructures)」 国際会議に出

席する機会を得た。この会議は、分子線エピタク

シー (MBE)法 、スパッタリング法、 レ ーザア

ニールなどの方法により形成した熱的に準安定な

半導体構造および半導体基板上に異種半導体、金

属、絶縁物などの薄膜を順次積み重ねなが ら成長

させた変調半導体構造に関する研究発表と討論を

目的としており、今回が第 1回 の会議であった。

この会議では、特に参カロ者同士の十分な討論に重

点が置かれ、参加者全員を同一ホテルに宿泊させ

て、年前 と夜に 1会場でのみ会議を開くなどの工

夫がされていた。参カロ者総数は約 130名 で日本

人参カロ者は7名 であった。

会議は、変調半導体構造の提案者であるIBM

研の江崎博士の招待講演で始まった。この講演で

はGa As/Ga x All_x As系 の変調構造に関する

歴史的発展の様子から新しい変調構造として格子

整合条件を近似的に満す In As/Ga Sb/AlSb系

が特に興味深いことなどの話が豊富な実験データ

に基づいて述べられた。一方、格子定数が一致し

ない半導体層か らなる変調構造についても研究が

進められている。サンディア研のGO urie y博士らは

GMも aAsttP I_x系ぉよびGaAs/LttGal_x為

系の変調構造を形成し、各層の膜厚が適当な場合

には格子不整による転位などの欠陥は生じないこ

と、格子不整に基づく内部応力が存在するため平

均組成が同一の混晶よりもエネルギー帯幅の変化

が大きいことなどを明らかにした。

筆者は、Si基板上に格子定数のほぼ一致した金

属シリサイド層および絶縁物弗化物層をエピタキ

シャル成長させる条件、およびこれらの薄膜上に

再びSi,Geな どの半導体層をエピタキシャル成

長させる条件について報告tノた。シリサイド層と

しては(〕O Si2,NI Si2などを、また弗化物層とし

てはCaめ ,Srめ ,Baめ などをMBE法 あるいは

真空蒸着法により形成している。これらの構造は、

集積回路の 3次元化を目的として我々が提案した

ものであるが、この会議に参加した多くの研究者

が初めて話を聞いたことも幸して仲々好評であっ

たと自己評価している。この他、スパッタ リング

法により(GaAs)1_xG軟 混晶を形成し、直接遷

移形のままエネルギー帯幅を14eVか ら06評

まで変化させたイリノイ大のGree ne博士らの報

告、および変調構造への選択不純物 ドーピングに

よって生ずる2次 元電子ガスを用いた超高速 トラ

ンジスタ (E E llI T)に関する詳細なデータを示

した富士通研の冷水博士の報告などが興味深かっ

た。

以上述べてきたよう1/C、今回の会議の内容は極

3/9て得るところが多かったが、同時に 1週間のホ

テル滞在中、江崎博士を始めとする国内外の第一

線の研究者と親しく意見を交換できたことは筆者

-76-



にとって学P「S的収穫にも劣らない貴重な体験であ
った。なお、次国の会議は1985年 に日本で開

催される予定でぁる。

82-4266

アメ リカ、還元分裂紡錘体の免疫細胞化学的研究

二重大学 伊 豆津 公  作

筆者は、昨年 5月から

7月 までの期間に日本学

術振興会の招へいで来日

した施遍rew S.Baj er

教授及び工M 0 1 1 J a j e r

博士 (いずれもォレゴン大学生物学教室 )と共に

上記の研究を行った。大型の精母細胞を用い、免

疫コロイド金法 (IGS)で 分裂装置における微
小管分布の動態を検索 し、染色体運動との関係を

解析するのが目的で、上記期間中に多数の細胞標

本を作製した。筆者とB ajer夫妻はその後数ケ月

間、それぞれの研究室でそれら標本を高分解能の

光顕で観察し、解析を行った。この研究では新し
い技術 (IGS)を 採用し、染色体運動の研究に

好都合なナキイナゴの細胞を用い、還元分裂紡錘

体の免疫細胞化学的研究としては最初の試みでも

あつたため、その成果を可及的速やかに公表した
いと考えた。幸い、山田科学振興財団の派遣援助
が得 られたため、筆者は昨年 12月 2日 に渡米し、

オレゴン大学生物学教室でBajer教 授らとそれま

でのデータの比較、再検討、意見交換及び研究報

告最終草稿の共同作成を行うことができた。

大学のあるオレゴン州 回ugene市 は人 口10万

余 りの静かな都市で、たまたま雨期に入っていた

ため小雨の日が多かった。週 日はデータの上ヒ較、

意見交換および必要に応じて検鏡による再検討を

行い、更に分裂各期の多数の細胞を高倍率でモノ

クロームとヵラーで撮影 した。因みに今回用いた

IGS標 本の作製では、先ず細胞をポリL― リジ
ンを介してカバーグラスに接着させ、グルタルア
ルデヒド固定の うち、遊離アルデヒド基を水素化
ホウ素ナ トリウムで封鎖する。そのうち抗チュー

ブリン抗体を作用 させ、次いでその抗体がウサギ
Ig Oであるため、ヤギ抗ウサギ 正30抗 体 で被覆

されたコロィド金粒子 (20 nm)の 溶校を適用
した。個々の微小管は鮮やかな赤色に染色され、

細胞は永久標本として保存できる。免疫螢光標本
では励起光による退色や (これを防止する方法は

最近見出されたが )、短期間に標本の劣化がみら
れるので、その点 10Sの 方がすぐれている。金

粒子による赤色光は5 2 0 nlnのフィルターをよ

く透過し、対比染色された核と染色体からの光は
570 nmの フィルターをよく通過するため、モ
ノクロ_ム 撮影のさいにはこれら2種の波長を使
用した。週末には 回ugeneか ら百マイル程離れた

太平洋岸に近い、B ajer家のセカンドハウスヘ行
き、議論を進めなが ら車稿を書いた。同教授らは

長年にわたり生細胞での分裂過程を各種光学系と

映画撮影によ り研究し、次いで光顕像を電顕所見
と対応させて観察して来ており、筆者 も生細胞で
の観察に親しんで来たこともあって、重要所見の

把握とその解釈が両者の間で容易に一致をみるこ

とができた。今回の朝察から、 1)分 裂初期にみ

られる2個 の星状体の形成が同じ細胞でも異時的
なことがtノばしばあるが、前中期を経過するうち
に両星状体の構造に差がみられなくなること及び、
2)中 期と後期で動原体紡錘系の収れんする位置

と星状体の中心 (中心小体 )が しばしば異ること

が確認された。予定の計画を完了して 12月 24

日帰国した。なお回ugene滞 在中、ガガンボ精母
細胞の分裂のフィルムをくり返し観察する機会を

得た。これはマックスプランク研究所のR.Dttz

博士とBaj針教授の共同研究のさい作 られた未発

表長巻のもので、紡錘体微小管の少ないたわみが

極めて印象的であり、その微小管の 「硬さ」にあ

らためて目を開くことができたの も大きい収穫の
一つであったと言えよう。稿を終るにあたり、山

田科学振興財団に深謝の意を表する。
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「アフリカ・アジア諸

国における発～牛物学の

教育と研究」を主題とす

る国際研究会議は、アフ

リカおよびアジアの発展

途上国における発牛牛物学の振興を主目的とし、

国際発生生物学会とPoona大 学の後援を受けイン

ド発生生物学会の主催によって、昭和57年 11

月 23日 から26日 の4日 間にわたって P00na

大学動物学教室で開かれた。日本、中国市よびソ

連邦を含めアフリカ・アジア地域の 14ケ 国と連

合王国、アメリカ合衆国、それlrc西ドイツから総

勢 60名 の研究者が参加した。 日本からは、国際

発生生物学会会長として京都大学岡田節人教授、

同大学米国満樹教授それに私の 3名 が出席した。

会議の目的および性格上、アフリカ・アジア地

域発展途上国の研究者からは、それぞれの国にお

ける発生生物学の教育と研究の現状が報告され、

それらに動 て`問題点が論議され望ましい将来像

が模索された。一方、日本をはじめ欧米諸国の研

究者は、先進的な研究技術、方法論さらには教育

法などを話題として提供tノ、それらに基づいて熱心

な討議が くり返 された。私は、 「細胞分化と形

態形成の研究系としての細胞培養系」と題して、

細胞培養の新しい技術、培養系を利用した細胞分

化および形態形成の研究成果を紹介するとともに、

発生生物学の研究成果を応用した口腔粘膜の新し

い再建技術を追加報告し、多大の関心を集めた。

会議は連日午前 9時 から年後 6時過ぎまで実施

され、 4日 間を通してたいへん充実したものであ

った。日本の研究者の貢献はとりわけ大きく、岡

田教授は日本における発生生物学教育のあり方と

その歴史的発展を紹介すると共に、遺伝子工学技

術の 入 rcょって得られた水晶体細胞分化に関す

る最新の成果をも報告し、深い感銘を与えた。ま

・アジア諸国における発生生物学の

江  口  吾  朗

た、米国教授は、海産動物の発生研究における有

用性について、自作の映画によるきわめて行届い

た教育 ・研究法の解説をおこない、豊かな海岸線

をもちながら海産動物を教育や研究にそれほど利

用していない国々の研究者に特筆すべき影響を及

ぼした。このように、本会議の成功は、日本の研

究者がその主役を果すことで達成されたと言って

も決して過言ではない。会議の進行とともに、日

本の発特中物学の教育と研究の水準の高さが次第

に認識され、従来欧米指向の強かったアフリカ ・

アジア地域発展途上国の研究者の間に、日本の研

究者に対する期待の高まるのがひしひしと感じら

れた。事実、日本から参加した 3名のすべてが、

インド発生生物学会の終身会員に推挙されたこと

からも、その事1情の一端をうかがい知ることがで

きよう。

会議の最終 日には、アフリカ ・アジア諸国の発

生生物学の教育研究者の能力向上を目的とする

「国際協力発生生物学研究所」の設立がインドの

S.C.Ooel博 士によって提案され、討議の結果、

インド発生生物学会に推進本部を設置しその具体

化を計ることが全会一致で決議されるとともに、

日本研究者の支援と協力が強く要請された。

本会議は、イン ド発生生物学会の長年にわたる

準備努力と国際発生生物学会の支援とによって、

アフリカ ・アジア地域ではじめて開かれたのであ

るが、ここに報告したように貴重な具体的成果を生

んだ国際研究集会であったと考える。そして、ア

フリカ ・アジア地域における我が国発牛牛物学研

究者の役割 は、今後ますます重要 となるであ

ろう。

最後に、本会議への参加は山田科学振興財団の

派遣援助によって可能となった。ここに記して深

く感謝する。

2-4268

イン ド、アフリカ

教育と研究

名古屋大学

-78-



82-4272

アメ リカ、天体物理学における電子 ・陽電子対の ワー

クショップ

東京大学   高  原  文  郎

このたび貴財団の援助

lrCより約 3週 間アメリカ

に滞在し研究発表討論を

行った。初めての海外渡

航で不慣れなこともあっ

たが、多くの研究者との討論を通 じて大きな刺激

と示唆をうけることができた。

1月 4日 に成田を出発し、まずワシントン郊外
にある米航空宇宙局ゴダードセンターにぉける

「天休物理学における電子 ・陽電子対」研究集会
に出席した。会議は6日から8日 までの 3日間で

出席者は約 100名 であった。最近注目を集めて
いる様々な天休か らの5 1lkeV対 消滅線の観

測やモデルを中心に活発な発表と討論があった。

前半は太陽フレアに始まり、/線 バース ト、パル

サー、銀河中心などの観演」結果の紹介があった。
ソビエ トからもMttetz教 授が出席しVen era衛

星の結果を報告した。約 10%の バース ト源から

対消滅線が、更に約 40%の 源からサイクロトロ

ン線と思われる特徴が見えるとのことであったが、

他の衛星の結果との不一致も少しあ りかな りの議

論があった。後半はクェーサーゃパルサーなどに

存在を予想される相対論的プラズマ中の電子 ・陽

電子対の役割についての理論的研究を中心に沢山
の発表があった。私 もここで 「磁場をもつ相対論

的プラズマ中での電子 ・陽電子対の平衡密度」の

発表を行った。磁場の効果、ここではシンクロト
ロン放射の効果は重要であるにもかかわらずこれ

までの研究では考慮されていなかったのでかなり

反響があった。会議の内容はプロシーディングス

が発行される予定でぁる。

この会議の後、 9日 から12日 までボス トンで

行われたアメリカ天文学会年会に出席した。約
600名 の出席者でパークプラザホテルの 2階 を

借り切って、約七つのセッションが同時に開かれ

るという大がか りなものであった。それでも西海
岸からの出席者は少なく、期待していた何人かの

人に会えず残念であった。日本と異なる点はポス

ターセッションが盛んなこと、特別講演が多 くあ

ることでぁる。一番印象に残ったのは特別講演を

する人たちが決められた時間を守 り、しかもわか

りやすい内容の濃い講演をすることである。日本

での研究会の各種講演と比べて大きな差のあるこ

とを痛感した。私は3日 目の最後に 「相対論的プ

ラズマの放射スペクトル」にっいて講演した。

学会終 了後 13日 から26日 まではボス トン近

郊ケンブリッジのハーバード・スミソニアン天体

物理学センターに滞在し多くの研究者と討論 した。
主な相手は私の受入者であるLightman博 士とそ

の共同研究者の荒木俊氏で、ブラックホール周囲
の相対論的プラズマの今後の研究の進め方につい

て討論した。非熱的粒子の存在の考慮、時間発展
の計算等lrcっぃて議論したがLightman博 士は
パラメーターを多 くするだけの研究には批判的で、

多様な現象の背後にある共通の基本的過程を取 り

出したいとの ことであった。彼の示唆は衝撃波に

よる粒子加速が重要な役割を果たしているのでは

ないかというものであるが、具体的にはまだ検討

中というところであった。

同センターでは他の多くの研究者も訪問し討論

を重ねた。mfeszaros博士とはアクリションのモ

デノ功こついて討論した。X線 天文クループ の Avni

博士か らはクェーサーの進化について、FOr man

博士からは銀河集団のX線 放射についてそれぞれ

最新の1情
報を教えられた。恒星物理グループの

Vaiana博 士およびTsi ngaros博 士とは最近の

天体プラズマ物理の話題について討論を行い、ま

たROsner教 授のアクリション円盤中の磁場のよ

るまいlrc関する講演を聞いた。

途中ケンブリッジには大雪が降り寒い日が何日

力〉あったわゞ、 27日 1/Cサよニューヨークを立ち、

28日 には無事帰国した。海外で受けた刺激は大

きく、よい経験をしてきたと思 う。ただ滞在期間

2週 間は滞在中に研究を進めるにはあまりにも短

かすぎたこと、語学力がやはり不充分なことを感じる。

最後に貴財団の援助、お世話になった多 くの人
々におネL 申し上げる。
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82-4276

アメリカ、血管平滑筋に対するペプチ ドホルモンの

影響

信州大学  大  橋  俊  夫

昭和 58年 1月 3日 よ

り2月 2日 まで 1ケ 月間、

米国ベセスダ市rcぁる

Natio mal lnstiじute

Of Healthの  Clinical

Science部 門で」acObOwitz研 究主任 とともに

「自律神経とペプタイドホルモン」に関する共同

研究を実施t′た。この研究室 はNational

lnsbitute of WIental Healしh lFC所属し、中枢

神経系におけるペプタイドホルモンの生理学的意

義について精力的lrc研究を続けているグループで

ある。ご存知のように、最近脳と消化管粘膜から

共通の新しい活性ペプチドまたはペプナドホルモ

ンが発見され、その生理学的機能の解析に世界中

の多くの研究者が没頭している。

自律神経とペプタイドホルモンの研究分野にお

いてもいくつかの大きな進歩がみられた。その一

つに交感神経細胞ならびに節後線維末端における

ノルエピネフリンとペプタイドホルモン(特に

pancreatic polypeptide(PP))共 存の事実が

免疫組織化学的に証明されたことがあげられる。

さらに共同研究者の」acobOwitzは 交感神経刺激

によりこのPPな るペプタイドホルモンが、化学

伝達物質のノルエピネフリンとともに分泌される

ことを見い出した。そこで、われわれはまず、両

物質共存ならびに分泌の生理学的意義についてラ

ット輸精管を用いて検索した。すなわち、(1)電気

的交感神経刺激反応ならびに(の外因性ノルエピネ

フリン・セロトエン反応に対するPP類 似ペプタ

イ ド(PPは 種差が著しいのでヒト(HPP)・

ウシ(BPP)・ カエル (APP)の PPを 用い

た )、 neurOpeptide Y(NPY)の 影響を比較

検討した。その結果NPYは 交感神経節後線維末

端に分布するペプタイド受容体を介して、ノルエ

ピネフリン分泌を長時間にわたってネガティブフ

ィードバック的に制御tノていることが判明した。

NPYな るペプタイドホルモンは1982年 スェ

ーデン・ノーベル研究所でブタの脳か ら分離され

た物質で、PP同 様 36個 のアミノ酸か らできて

おり、特にC末 端 10数 個のアミノ駿配列がHPP、

BPPに 酷似しているところ力>らPP― family

のポ リペプタイドとみなされている。免疫組織化

学的にHPPや BPPと 交叉活性を有することが

注目されている。すなわち従来、免疫組織化学的

に証明されてきたBPP類 似ペプタイ ドはNPY

あるいはその一部のポ リペプタイドかも知れない

のである。しかし、その生理学的意義については

いまだ全 く不明である。
一方、HPPあ るいはBPPそ れ自身もNPY

同様、ノルエピネフリン分泌を抑制するが、同時

にシナプス後膜すなわち平滑筋膜に対する非特異

的な抑制作用 (外因性ノルエピネフリンならび17C

セロトエン反応が同程度に抑制される )を有する

ことが判明した。

すなわち、交感神経末端部lrcぉける化学伝達物

質ノルエピネフリン分泌の制御様式には時間経過

的に2通 りの方法がある。その一つは、従来から

知られているノルエピネフリン自身を含めたオー

タコイドによる短時間 (秒 ・分単位 )の制御であ

り、もう一つは、これらペプタイドホルモンlZCよ

る長時間 (10数 分 ・時間単位 )の抑制であると

いえよう。この点に、われわれは交感神経系に共

存し、化学伝達物質とともに分泌されるペプタイ

ドホルモンの生理学的意義を示唆したのである。

事実、NPYは 交感神経末端に前もって取 り込ま

せてぉぃた3H_ノ ルエピネフリンの電気刺激放

出量を有意に低下させることも確められた。今後、

生化学的 ・美理学的見地よりつめねばならない課

題はあるものの、ここに示tノたわれわれの実験事

実は自律神経学に新しい問題を提示したものと言
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えよう。

話は米国の研究システムに移るが、N IHで み
たものすべてが私には驚きであった。数百から一

千人 もの研究者がさまざまな視野か ら中枢ペプタ
イドホルモンの研究を行っているのである。すな
わちすざまじいばか りの物量作戦なのである。と
ころが、さらに驚くことには個々の研究者が世界
に通ずる一つ以上の実験技術を有していることで
ある。であるから、アイディアさぇぁれば、研究
は理想的共同研究の方式にのっとって遂行し、10
数日の内に結論がでてしまうのである。しかも形
態と機能をかみ合せた研究もアイディァさぇぁれ

ば可能なのである。医学研究のメッカとなり得る

所似である。その上、指導者の配置 もきわめて理

にかなってぉリーたとぇば私の所属したNIMH
のClinical science研 究部門には3人の常勤

子庁〔
ゞ
東終こと結経星墨撃讐客ケ晋東局撃畳昌古

AxelrOd博 士 ・残 りの 1人 は免疫組織化学の第一

人者 」acO bOw itz博士一、たぇず米国内の研究者
集団か らチェックされている結果の人事であろう。
不況下における研究所の経済的圧迫をはねかえす
底力はこの辺にあるのか もしれない。 これらの方
式はただちに 日本に導入 できるとも思 えないが、
自分 自身の努力で可能な部分か ら受け入れてゅき
たい と念 じなが ら帰 国の途 につい た次第であ
る。

82-4277

アメリカ、ゴー ドン研究会議 「有機薄膜と団体表面」
分子科学研究所  佐  藤  直  樹

山田科学振興財団から

の招へい派遣助成を受け、

本年 1月 10日 から14

日までカリフォルニア)‖‖

ベンツーラで開かれた、

「有機薄膜と固体表面」に関するゴードン会議に

参加 ・講演することができた。

この会議には、 loケ 国から100名 を越える

参力『者があり、従来のゴードン会議と異なって、
その 6割以上を企業からの研究者が占めていた。
22の 講演とlo件 ほどのポスター発表に も応用
研究的な内容の ものが多く、殊にアメリカの代表
的 5企業 (IBM、 ゼロックス、ベル、デュポン、
ヨダック )の研究所からの発表が講演の半数に達
tノた。 日本からの参加者は6名 で、アメリカ以外
の参加国中では最も多人数のようでぁった。

講演内容は、生体膜か ら核融合まで登場する多
岐にわたるものであったが、マイクロェレクトロ
ニクスのハー ドゃ画像処理 ・光学機能素子への有
機薄膜の応用 といったぁたりに重心が置かれてい

たように思われる。これ らは、いわば時代の先端

技術を担う代表的な分野であり、そこで鏑を削っ
ている研究者が呉越同舟のような形で参加する研
究会で、一体どんな議論が交わされるのかという

点も、筆者の如 く基礎研究に携わる者にとっては

興味の持たれるところであった。
マイクロエレクトロニクスに関しては、素子の

集積度の向上ゃ応答速度の増大のために加工の微
細化が一つの焦点となっている。今回もそれに係
わる話題が少な くなかった。例えば、 Hatzakis

(IBM)は x線 と電子ビームにょる有機、特に

高分子レジス トにっいての総括を行い、ポジ型 ・

ネガ型の双方共、高分子の分散能の増大に伴って
レジス トのコン トラス トと分解能が向上すること

などを指摘した。また、輸 y(IBM)は フルオ
ロカーボンを用いたプラズマ重合とエッチングに
ついて講演し、フッ素原子の導入によ リエッチン

グの速度増大 と等方性の向上とが実現でき、更に

それらの基板温度に対する高感度特性を、ょり制
御された加工に利用できることを明らかにした。

Taァ10r(ベ ル )はマイクロリソグラフィーに用
いる有機薄膜を、加工技術および機能性 (他の有
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機または無機薄膜などとの多層構造を含む )の点

から分類整理し、複合構造をもつ有機薄膜の有用

性を予見した。

光学ディスクヘの高分子の応用については、

Smith(ゼ ロックス )がよくまとめていた。Te系

の記憶材料に代わる物賀として色素分子を含む有

機材料およびその複合物質が挙げられたが、更1/C

バブル形成材料にまで言及した点が注目された。

他に、Schadt(ホ フマンーラロシュ、スイス)

は新しい液晶材料、Nfere d i↓h(ゼ ロックス )は

電気光学への有機化合物の応用、van Turttout

(TNO,オ ランダ )は高分子エレク トレット、

そしてRo b erts(ダーラム大、イギリス )はラン

グミュアーブロジェット膜のマイクロエレクトロ

エクスヘの応用に関して手際よく話した。

また高分子薄膜の有聖な用途である電1気化学的

応用1/Cついては、Chance(ア ライド)が明解な

講演をし、相沢 (筑波大 )も共役高分子の化学 ド

ープに伴う電極特性を報告し、注目を集めた。更

に番外とtノて、架橋方向1/Cも共役系をもち、結晶

性の高いポリジアセチレン化合物のホットな話題

を、L ando(ケース大 )が提供したが、基礎 ・応

用画面で今後集中的に研究がなされそうである。

筆者らは紫外光電子分光法による有機薄膜の電

子状態研究について話したが、蒸着に伴 う形成膜

中の分子配向などについての議論なども呼び起す

ことができ、他の話演と同様、討論時間 (約 30

分 )が不足に思える程だった。

好天 (昼間は半袖が丁度という暖かさ/)に も

恵まれ、全会期を通じて積極的な参加ができたこ

とを喜んでいる。最後に、世界的17C定評があり、

参加すること自体その業績評価につながるゴード

ン会議への出席を可能ならしめた本財団の援助に

深 く感謝 したい。

2-4279

フランス、第 7回赤外波とミリ波の国際会議

大阪大学  藤  澤  和  男

今回の派遣の主目的で

ある第 7回赤外波とミリ

波の国際会議出席を中心

に、フランス国内の研究

機関訪問lrcもふれて成果

報告を行う。

1 第 7回赤外波とミリ波の国際会議

本会議は1983年 2月 14日 ～ 18日 の間、

フランスのマルセイユ郊外のサンジェローム大学

で開力)れた。ヨーロッ'輪 国を中心に、アメリカ、

ソ連、カナダ、日本、中国、インドなどから約

300名 の参加者があり、ヨーロッパらしいなご

やかな雰囲気の中で、大変有意義な会議が持たれ

た。講演発表は次のようなセッションに分類され、

組合せを変えて四つのセッションが並列に開かれ

,こ。

Solids(Spec↓ rOsCO py)  511牛 、 Liq uid

5件 、 Atmos phere 20件 、Astron∝ 呼 6件 、

L asers 31件 、Plasms ll件 、P iasma

DiagntlstiCs 14件 、Detecしor s 18件 、

Solid State Sources 1 2イ 年、 S chottty

Diodes 12件 、Gyroけ onS 22件 、 Pree

Electron O sCillaしors 21件 、 Imaging

8件 、 Instrumentation,Techniques 35件

計 266件

上記の講演発表の中には、セッション毎の招待

論文である keynOte paper 2 9件が含まれてい

る。この他に20件 の一般的な招待講演が毎日午

前と年後 2件 ずつ行われ、全員が聴けるようにア

レンジされていた。この招待講漬は45分 間、

keynote paperは 25分 間と十分な時間が取っ

てあり、内容 も英語のスピーチも分り易いように

良 く準備されていて、大変得る所が多かった。な

お、年前と年後の2回 に、30分 ずつのコーヒー

ブレークがあったが、その時にはロビーのあちこ

ちで討論の輪ができ、人気教授の周 うには常時 5
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～6人の人垣が出来て、仲々割り込んで話 しをす

る機会を見つけ難いといった状況であった。この

機会にたっぷりと情報を仕入れて帰ろうという意

欲がありありと見られたのが印象的であった。ヨ

ーロッパ内の小国とも言えるスェーデンやオース

トリアからトップレベルの研究発表があったのも、

このような緊密な情報交換と相互協力があるため

と理解された次第である。

さて私は Detectorのセッションで」0もephson

Harmonic Mixers for High Sensitive

Detection of httillimeter and Submillimettr

Wttesと いう演題でKeynOte paperを発表した。

その内容は、 ミ リ波を局発源としてサブ ミリ波の

高感度ヘテロダイン検波を目指すジョセフソンハ

ーモニックミキサの動作特性とガラス封じニオブ

点接合を用いる実用的なミキサについて最近の研

究成果を発表したものである。我々が明らかにし

た偶数次のジョセフソンハーモニックミキサに特

有のゼロバイアス動作は興味を引いたらしく、会

場から2件の質問があった。またP.L.Richar ds

教授 (バークレー )か らは、サブ ミリ波帯になる

とミリ波帯で本命視されているSIS準 粒子 ミキ

サとジョセフソンミキサとの区別が判然としなく

なるのではないかというコメントがあり、有益で

あった。

2 フ ランス国内の研究機関訪間

会議の後、グルノーブル原子核センターの電子工

学 ・1情報技術研究所、パ リのエコールノルマルシ

ュプリエール、パリ郊外のムードンにある電波天文

台を訪間した。いずれも、電波天文用のSIS準 粒

子 ミキサを研究している所である。まだ素子の良

いものが得 られていないようで、技術水準は日本

と同程度で、アメリカに比べると立遅れている。こ

の方面の研究人口は日本の方が多いようlrC思う。

1 9 8 3 年 2 月 7 日か

ら11日 までの 5日 間ハ

ワイ島において、アメリ

カ地球物理学連合(AGU)

主催の 「磁気圏プラズマ

中の波動」に関する会議が開かれ、山田科学振興

財団の援助を受け出席することができた。 この会

議の主目的は、VLF帯 の放射現象やホイッスラ

から数 ミリヘルツの低周波電磁流体波動にわたる

磁気圏プラズマ波動の研究者を招集し、共通の場

で討論することであった。従来、地磁気脈動とし

て知られてきた低周波現象は地球物理学の流れを

汲む研究者によって研究されてきたが、VLF帯

の放射現象などは工学畑の人達によって推進され

てきた。従って、国際的には前者は国際測地学地

球物理学連合 (IUGG)、 後者は国際電波科学

連合 (URSI)の 傘下で会議がもたれてきた。

しかしながら、科学衛星という惑星までにも及ぶ

2-4280

アメリカ、磁気圏プラズマ中の波動に関するアメ リカ

地球物理学連合会議チャップマン会議

東京大学  国  分    征

直接観沢1の手段が発達し、本星や土星までも含め

た磁気圏研究の権立とともに、惑星周辺に起る波

動現象全体を磁気圏プラズマ波動としてとらえな

ければならないことは誰の目に も明らかになって

きたことが会議開催の背景にある。

会議の主催はAGUと はいえ、この会議はプロ

グラム作成の段階か ら国際的性格をもっており、

URSIの 後援 も得ている。招集者は、VLF放

射の研究で著名なR.L.DOwden(ニ ュージラン

ド)と Pcl脈 動の研究で知られるB.」.Fraser

(オース トラリア )で、プログラム委員はソ連も

含む7ケ 国の 12名 で編成された (日本からは京

大松本紘と筆者 )。会議の出席者は約 75名 、う

ちアメリカ以外から約 30名 (日本か ら6名 )で

あった。発表論文数は、 16の 招待講演を含めて

98で あったが、大半はポスターセッションで展

示討論された。招待講演のうち日本からは、京大

の松本紘助教lgrが「非線型ホイッスラサイクロト
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ロン不安定性の計算機シミュレーション」、筆者

が 「ULF変 動に伴 うホイッスラ波とイオンサイ

クロトロン波の変調」について発表tフた。

この会議の運営上の特徴としては、大半の論文

をポスター展示とし、討論の時間を充分にとれる

ように配慮したことと共に、決められた展示に先

立ちプレビューが行われたことであろう。プレビ

ューアーは限られた時間4～ 5の論文の概要をま

とめなければな らなかったが、第二者か ら聞くま

とめは、聞く方にとっても大変有意義であった。

会場に余裕がある場合のポスターセッションに新

しい試みを加えた点で面白いやり方と思われた。

会議の話題の主なものとして、VLF放 射に関

しては南極サイプル基地からの送信実験で信号に

AM変 調をかけ送信バンド巾の影響を調べたこと、

最近のDE衛 星による偏波などの観測結果、VLF

波動に伴 う電子の電離層への降下の詳しい観測な

どであった。ULF帯 の波動では、イオンサイク

ロトロン波発生に対する随十ィォンの影響やPc5と

呼ばれる大振巾磁場変動と高エネルギー粒子の相

互作用、GEOS2衛 星による電子ビームを用いた

脈動電場の測定結果などが話題となった。また地

球磁気圏だけでなく金星、木星や土星の周辺の波

動も取 り上げられ、惑星磁気圏に共通な機構で発

生していると思われる電磁波モー ドの波動の存在

が指摘された。この他磁気圏プラズマ中の波動の

複雑な様相について、いろいろな角度か ら討論が

行われ、有意義な会議であった。

最後に、山田科学振興財団の援助を受けこの会

議に参加できたことに対し、厚 く感謝する。

82-4283

アメ リカ、ゴー ドン国際会議

名古屋大学  垣  谷  俊  昭

表記のゴードン会議が

昭和 58年 2月 6日～11

日にカリフォルニア州

Venturaの 町で行われ、

山田財団より渡航費の援

助をいただき参加することができた。私がゴー ド

ン会議に参加するのは今回で2度 目であり、最初

のは昭和 53年 夏ニューハンプシャー州で開かれ

たゴードン会議
“
Phy SiCO一Chemical Aspects

Of Visual Transaction"であった。 (このと

きも山田財団が旅費を援助された )。私自身とし

ては、光生物学を理論的に研究しているので、

Photosynthesisの分野もVisionの分野も大差

ないと思っているが、他の実験研究者の多くはそ

うではない。従来、いわゆる植物学 と動物学の分

類で分かれてしまう。しかし、最近はバクテリア

の光生理の研究が活発化し、植物、動物両分野の

橋渡しをしつつある。さて、今回の光合成のゴー

ドン会議ては招待者ばか り140名 程出席した。

その顔ぶれを見ると、アメリカ人が一番多く、次

にヨーロッパ各国力>らの参カロが多力>った。日本か

らは私一人であったのが不思議であった。会議は

午前のセッションと夜のセッションがあり、年後

は自由時間となる。最近の国際会議の傾向として

ポスター発表が主導|ンており、 本会議 で も、

Discu ssion ieaderがポスター発表の中から目

ぼしいものを拾って紹介 し、それを討論にもち

こむ全体形式と、個別にポスターの前で討論する

個別形式の二つの方法で進められた。

今回の発表では、高等植物では光合成単位 Iと

光合成単位Ⅱの当量的関係1/C多くの議論があり、

sPill overの 機構とも関連 し興味深かった。バ

クテリア系では、2種 のキノンおよびキノン・プ

ール間での電子移動のキネティクスをいろいろな

物理的 ・化学的条件を変え調べているものが多く

あった。電子移動に関する理論を実験的に検証し

得る可能性があり今後一層の関心を集めることで

あろう。超高速の過程を含む初発電荷分離および

それに続 く電子移動については既にキネティカル

なパラメータが決められており、現在はそれを可

能ならしめるような物理的 ・化学的根拠が求めら

れているが、今回この方面の発表は少く、Parson
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のグループが反応中心の光吸収スペクトルを説明

するためのモデルを提案したのが目立った。私は

電子移動の機構に関して新理論を発表し、電子移

動の速さと溶媒緩和速度との大小関係により、

Rehm一 Weller typeか Wttrc u s↓ypeになる

ことを示した。

今回の光合成のゴードン会議は今年 8月 にベル

ギーで開かれる光合成国際会議に向けての前噌戦

という雰囲気があり、包み隠しのないhotな 議論

が多かった。私自身数多くの議論をもつことが出

来、また多 くの友人を作ることが出来有益であっ

た。会議が終ったあと、本会議に対する感想を求

めたアンケートがあったが、私は多くの caseに

very goodと 書いた。

ゴードン会議のあった次の週に、サンディエゴ

で開かれた米国生物物理学会に出席し、光合成の

みならず、視覚を含む光生物学研究の世界の現状

を視察するのに役立った。今回の貴重な海外渡航

に対する援助を下さった山田財団に感謝する。

82-4193

アメリカ、原子核一原子核衝突に関する国際会議

理化判 究所  石  原  正  泰

成果報告書未着 (57年 12月末締切分 )
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京 都 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

住   居

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

住   居

細胞性粘菌 D,ど″ダθざ″夕′″″″ 冴 ャθブ″夕″物 は

単細胞状態の増殖期 を終 えたの ち、細胞の放 出す

る oyclic AM Pへ の定化性運動によって集合し

多細胞集団となる。この細胞集団は、円柱状の形

をした移動体とよばれる時期を経たのち、胞子辞

とそれを支える柄く液胞化した細胞が積み重なっ

てできる)か らなる子実体を形成する。すでに移

動体の時期に、全細胞の約20%は 将来柄を構成

する細胞 (予定稿細胞 )に、残りの80%は 将来

胞子になる細胞 (予定胞子細胞 )に分化しており、

前者は移動体の前部を占めるのに対し後者はその

後部に位置する。このように細胞が一定の比率で

分化し、しかも極性をもった空間的パタンを生ず

る現象は、ひろく生物一般に見られる。

このような分化のパタン形成の機構についてこ

れまで様々な議論がなされてきたが、細胞が集団

内で占める位置に応じて特定の分化が起こりその

昭和55年・56年度長期間派遣成果報告

8 0 - 5 0 4 1

細胞性粘菌におけるパターン形成

井  上 敬

昭和5 5年9月2 8 日～ 昭和5 6年1 2 月1 3 日

Department of Bio10gy,

PrincetOn University, Princetonデ

N etv 」ersey 08544, U.S.A.

Professor 」 ohn Tyler Bonner

19, University Place, 半 12

Prince tOn, New 」 ersey 08540, Uo S.A.

昭本田56年二12月14日 ～ 昭示日57年 9月 30日

Imperial C ancer 荘 毛esearch Fund

出[ill Hill Laboratories

BurtOnh01e Lane, L ondonぶ 吊V7 1AD

ENGL AND

Dr. 」ulian D. Gross

42 Engel Park, London NW'7,ENG LAND

結果 としてパタンが生ずると考えられることが一

般に多かった。 しかし、 これとは逆に、先ず細鞄

が一定の比率をとって分化し、その分化の状態に

応じて集団内で選別される結果空間的パタンが生

ずるとい う可能性を示す事実が、細胞性粘菌をは

じめい くつかの系で得 られてきている。従って、

分化のパタン形成の機構を明 らかにする為には、

分化の比率調節 とその空間配置を分けて考える必

要があると思われる。 このような観点か ら D。

ブ為 ″ク″″′″″ のパ タン形 式 におft てヽ、特に、

一定の比率で分化 した細胞が選別 してパタンが作

られるとい う可能性に焦点を当てて、実験 3理 論

の両面か ら以下の研究を行なった。次記の うち it

2.及び 4.は、昭和 55年 9月 よ り昭和 58年 12月

の期間にプリンス トン大学の J. To BOnner

教授の もとで術ない、 3は 英国の Imperial

Cancer ReSearch Fundに 移 ったのち、

-86-



細胞分化研究室長のDr。 」.GrOssと の共 同R
一部、NatiOnal lnstitute Of Medical

Researchの Dr,M.G eisOwの 協力を得て行
なった。

1.遠心力による移動体運動の原動力の測定 以前、
複室法の原理を用いて移動体運動の原動力を測定

し、予定柄細胞の原動力が予定胞子細胞よりはる

かに高いこと、 この原動力の差による細胞選別の

結果分化のパタンが作 られ得ることを示 した

(I nOuye&T akeuchi, 1979, 1980)。

これに対して北見 (1982)は 遠心力を用いた移

動体原動力の測定か ら全く異る結果を得、複室法
による上記の結果を疑わしぃ ものとした。今回、
この不―致の原因を探るためにこれ らの方法の検

討 を行なった。その結果、通常の遠心法では遠心

力によって移動体及びそれを載せている寒天培地

が著しく変形する為に原動力が正確に測定できな

い ことが明らかとなった。 これ らの難点は移動体

を寒天毛細管中に入れることによって除くことが

でき(移 動体は寒天毛細管中で も正常に運動する)
との改良遠心法 留用いると複室法とよく一致する

結果が得 られた。 このことは上に述べ た細胞選別

による分化のパタン形成の可能性を支持するもの

といえる。

21移 動体における蛋白質合成の空間的パタン

細胞運動の原動力に関連しく 蛋白質の合成・分紗

活性が予定柄 。予定胞子両細胞間で異なるかどう

かを、放射性アミノ駿によるパルスラベルとォー

トラジオグラフィーに、分化に特異的な細胞染色

を併用 して調べた。以前は arteFactの ために

明確な結果が得 られていなかったが、固定 ・包埋

法を改良することによってそれを除くことができ、

その結果、予定胞子細胞で高い蛋白合成の活性が

見られた。発生過程による雪白合成パタンの変化、

冨自分解酵素の活性等については、Dr.BOnner

の研究室でひきつづき研究が行なわれている。

3 細 胞内 pHの 測定 様 々な培養細胞系で、細

胞の高分子合成や分化に対して細胞内 pHが 密接

に関連 していることが知 られてお り、 多くの場合

高い pHで 蛋白合成などの活性が高いのに対し、

低い pHで は細胞の運動性や興奮性が高い。 これ

か ら類推すると、細胞性粘菌では予定柄細胞は予

定胞子細胞 より細胞内 pHが 低いことが予想され

る。事実、集合体 を作 らずにばらばらのままで分

化 しうるD.〃 ぉ びガ ブy″物の突然変異体を用い

た実験では、細胞内 pHを 下げると考えられる物

質が柄細胞への分化を促すのに対し、細胞内 pH
を上げる物質は胞子の分化を誘導 し、 これ らの物

質の濃度によって分化の比率が変化することが最

近明らかにされてぃる(θ/クぃ ″ ″ .,1983)。

この結果は、細胞内 pHが 細胞性粘菌における分

化の調節に重要な役割を果 している可能性を示す

ものとして大へん興味がある。 これを直接確かめ

るために、先ず細胸性粘菌における細胞内 pH測
定の方法を確立することを試みた。他の生物材料
における細胞困 pHの 測定にはこれまで様々な方

法が用い られてきたが、それ らを比較検討 した結

果、最終的に蛍光色素による方法とDMOを 用い

る方法を採用した。

蛍光 法  fluOresceinの 励起 スペク トルは

中性付近で pHに 鋭敏に反応 して変化することか

ら、 pHの 測定に用いることができる。 しか し実

際には細胞膜を殆んど透過 しないので、細胞 pH
の測定の為には適当な誘導体を用いる必要がある。

今回はこのようなものとして、細胞外か ら細胞内
へは入るが、その逆方向には僅かしか透過 しない

とい う性質を もった carbOxァ fluore sc ein

dibu tyr a teを 合成 して実験に用いた。 こ の

物質は flu O re s ceinと同様 の 営 光スペクト

ルを示し、実用的には励起波長 490側 叱 4501m

の時の蛍光強度の比か ら細胞内 PHを 知ることが

できる。測定の結果、予想通 り予定柄細胞の pH
は予定胞子細胞ょ りも約 0.2～ 04 PH単 位低い

ことが示 された。 また先に述べた突然変異体を用

いて、殆んどの細胞が胞子に分化する条件ではそ

の逆の条件よ りも細胞内 pHが 平均 して高いこと

を示す結果を得 た。

DMOtt gS酸 の塩基であるdime thylox a一

z01i din e一diOn e(DMO)を 細胞増養液に

加えると、細胞内外の PHの 差に応じて細胞内に

とり込まれる量が異る。従って放射性元素でラベ

ルされたDMOを 用いて細胞内 pHを 計算するこ
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とができる。この方法でも蛍光法と同様の結果が

得られた。いずれの方法も測定値のばらつきがや

や大きいので現在その精度を上げる方法を検討中

である。

4 細 胞分化の比率調節とパタン形成のモデル

現在までに細胞分化のパタン形成のモデルが数多

く提出されているが、いずれも組織を連続体と見

徹し、細胞分化を誘導する仮想的な物質の組織中

における不均一な分布が如何にして生成されるか

という点に注意が向けられ、分化の比率は従属的

な性質として扱われてきた。 しかし実際に分化す

るのは個々の細胞であり、また細胞は組織の中で

必ずしも固定したものではなく相互の位置関係を

変え得るものであることは先に述べたとおりであ

る。ここでは、細胸分化の比率調節と空間的パタ

ンの形成を切 りはなし、個々の細胞の遺伝子発現

の 調節に基礎をおいた分化のモデルを発展さ寸こ。

細 胞分化の比率に注目することによってモデリ吻ざ

非常に単純化され、その結果、分化の比率調節が

行なわれるためには、先に分化を始めた細胞が他

の細胞の分化を抑える作用を働かせねばならない

こと、分化の比率はこのような抑制作用の強さ、

伝達の程度あるいはこの作用に対する細胞の感受

性等によって規定されること、また異なる比率を

示す2種 の細胞集団を混合した場合に、それぞれ

の集団がどのような分化の比率を示すかが予想で

きることなどを示した。 更に、空間的 な拡がり

を考慮に入れることにより、安定な細胞分化の空

間的パタンが生ずるためには、上に述べた抑帝」的

な細胞間相互作用の他に、それとは逆に他の細胞

の分化を促進する相互作用が必要で、しかもその

伝達距離が抑制作用の場合よりも短かくなければ

ならないことが示された。これは、化学反応系に

基づいた従来のパタン形成のモデルから経験的に

得られていた「遠距離抑制」と「近距離活性化」
の原理を、生物的な基礎か らよリー般的に導いた

だけでなく、 これまで見落 されてきたパタン形成

の機構の別の可能性を示し得るものとして意味が

あると思われる。

81-5009

ゾウリムシ接合型物質の免疫化学的研究

東 北 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

ゾウリムシの接合は、相補的な接合型細胞間の

凝集により開始される。この凝集反応は細胞表面

を覆う繊毛での接着であり、この反応をひき起こ

す物質は、これまで漢然と接合型物質と呼ばれて

きた。ところがこの物質が予想以上に複雑め り、

少なくとも二つの分子から構成されていることを

すでに明らかにしてきた。つまり異性の細胞を正

北 村 昭 夫

昭和56年 9月 1日～昭和57年 9月 25日

L a b o r a t O r y  o f  C h e m i c a l  B i o l o g y ,

N a t i O n a l  l n s t i t u t e  o f  A r l h r i t i s ,

Me tab01ism and Dide stive

Diseases, Bethesda,1直 aryland

20205, Uo S.A.

コdward steers(Sineor Research

S cien tis t)

しく識別する部分 (性 的認識分子 )と 接合型非特

異的に疎水性の接着をする部分 (疎 水性接着分子)
か ら接合型物質は構成 されてお り、前者は繊毛膜

に強国に結合 した蛋白質で、蛋白質分解酵素処理

によ り容易に失活するのに対し、後者は同様の処

理には強い抵抗性を示 し、ポリステレン表面に強
い親和性をもつ分子である。疎水陛接着分子とポ
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リステレンとの接着反応が、減数分裂に先行する
生殖核の活性化や接合の初期過程にみ られる繊毛
慎機能の変化などを誘導することをこれまでに明
らかにしたが、 この疎水性の接着による核活性化
の機構及び性的認識分子と疎水性接着分子との関
係は不明でぁった。 これ らの問題を解決すべ く、
米国国立衛生研究所 (NIH)で は、 ゾゥリムシ

織毛膜に存在する数種の抗原に対し作 られた種々
の抗血清とそれか ら精製 した抗体を用いた実験計
画を中心に研究に従事 し、次の成果を得た。

1.性 的認識活性及び疎水性接着に及ぼす遊泳
速度の影響

温度、 pH、 各種イォンなどの因子がどの程度
ゾウリムシの性的認識活性や疎水性接着能に影響
を与えるかはすでに明らかにした くK ita mura,

1982)め ヽ 細胞の遊泳速度 と疎水性接着率 との

関係は不明であった。 この関係を明らかにする目

的は、疎水性接着能を著しく阻害しない遊泳速度

の範囲を明 らかにすることにより、種々の抗体や

試薬で細胞を処理する場合での処理濃度の限界を

決定することである。細胞外液のK Cl濃 度を 1
mMか ら16 mMま で変 えることによ り遊泳速度
を2.5-/sか ら 1-/sに 変化させたところ、

性的活性の強い細胞では遊泳速度に影響 されるこ

となく、ポ リステレンに対して一
定の接着率を示

した。性的活性の弱い細胞は、遊泳速度の増加に

伴ない接着率に低下がみ られ、 210-/s以 上で

著しく阻害された。性的活性のない細胞はどの遊

泳速度で も接着性を全く示さなかった。 これ らの

結果か ら、充分に性的活性の強い細胞であって も
細胞 の遊泳速度に著 しい変化 (lmm/s以 下 ある
いは 2mys以 上 )を 与える濃度での抗体や試薬
の使用は避けるべ きでぁると結論 した。
‐
2 性 的認識分子 と疎水性接着分子との関係
ゾウリムシ の性的細胞認識活性を失活 させる抗

体〈WEB―Ig G、 P arane dum IIlul↓ imicr―

onucle atumの プライを抗原として、ゥサギ

に注射 して得 られた抗血清よ り精製した もの )で
処理された細胞は、性的活性を失なったに もかか

わらず、疎水性の接着能は強 く保持されていた。

同様の実験 をポ リステレン接着能が もともと欠損
した株(stock lo3、 恐 らく突然変異体 と思わ

れる。目下遺伝学的解析中 )を 用いて行なうと、

性的活性が抑制される反面、ポ リステレン接着能
が誘導されたことか ら、免疫学的実験によっても

性的認識分子 と接着分子が異なる分子であること

が確認された。性的未熟期あるいは対数増殖期に

あって性的活性のない細胞 を64μ 7/mlの BIB―

Ig Gで 処理 した場合、処理細胞の約 70%に 疎

水性接着が誘導された。性的活性のない細胞にポ

リステレン接着を誘導するこの作用は、MB一 IgG

の他に、い くっかの繊毛膜抗原に対する種々の抗

体及びそれ らをパパイン処理 して調製 した 1価 抗

体 (P ab)に も認められたが、コントロールIg G

(免 痩 させる前のウサギ血清より精製 )に はこの

作用はなかった。 これ らの実験結果より、繊毛表
面での抗原抗体反応が繊毛膜をより疎水性にする

作用が示唆 され、NIB―Ig Gで の接着の誘導には

抗体による織毛膜蛋自質の交差結合や抗体のFC

部分は必要ないことが明 らかにされた。舟ローIg G

が結合する繊毛膜表面の抗原部分は、疎水性接着

分子 とは異なる物質と考えられるが、より正確な

両者の関係を知るには今後の解析が必要である。

3 単 クローン抗体の調製

メリーラン ド大学のBarne tt助 教授との共

同研究により、性的認識分子及び疎水性接着分子
に対する単クローン抗体の作成を試みた。性的活

性をもつプウリムシをマウスに注射して免疫 し、
この動物の リンパ球とミェローマ細胞 を融合 して
ハイブリドーマを得た。 3oo以 上のクローンの

培養上清の うち 81が ゾゥリムンのブライと特異

的に反応 (蛍 光ラベル した抗マウス Ig Gで検出)
し、その うちゾゥリムシのポ リステレン接着性を

阻害 したもの、 つまり、接着分子に対する抗体を

産生 していると考えられるクローンがやっ得 られ

た。 この抗体は接着分子の同定や精製な ど、今後
の研究に大いに利用 されるものと考えられる。他

方、接合型特異的に性的認識活性を抑制する培養
上清は、どのクローンか らも得 られなかったので、

今後、更に大規模 (よ り多数のハイブリドーマの

スクリーニング )な 実験が必要 と思ゎれる。

4 疎 水性物質による接着の誘導

化学合成 した疎水性ペプチ ドゃ種々の疎水性物
質がプゥリムシの疎水性接着 (ポ リステレンに対
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する接着 )に どの様な影響を与えるのかを調べた

ところ、調査 した約 40種 類の疎水性物質の うち

フュネチルアミン、ベンジルア ミン、アンフェタ

ミン、 フュニルエテルアミンなどが性的活性のな

い細胞に疎水性の接着を誘導 し、すでに活性のあ

る細胞には接着を著しく促進することが明らかに

なった。 この作用は、 フュニル基 とアミノ基を共

に もつ物質に一様に認められたが、 フェこル基を

もたない ものあるいはア ミノ基をカルボキシル基

その他の残基に置換した疎水性物質には接着誘導

作用はなかった。よって、 フェキル基がポリステ

レンと細胞表面との架橋作用をし、アミノ基が細

胞表面の負電荷 と反応す ることにより、接着を補

強するものと考えられ る。疎水性物質によ り接着

を誘導された性的活性のない細胞には、生殖核の

活性化は認められなかった。 この結果は、繊毛膜

表面での疎水性反応を受容 し応答する物質系の存

在が、性的活性のない細胞には不完全であること

を意味す る。

パクテリアをはじめ真核単細胞生物、高等動物

の培養細胞などで疎水性接着をモデル系とした種

々の研究がなされているが、疎水性接着の誘導に

成功した例はこれが初めての報告であり、今後種

々の細胞系で、 これ ら疎水性物質を用いた広範な

研究の発展が期待 される。フェネテルア ミンやペ

ンジルアミンのこの性質は、帰国後、現在試みつ

つある接着分子の分離精製法に応用 されてお り、

ポリステレンビーズを用いた疎水性アフィこティ・

クロマ トグラフィで、 ビーズに吸着された接着分

子を解離する溶質 として利用 されている。

以上、今回の派遣により得 られた研究成果は、

予想以上の収穫であ り、この分野における将来の

発展が築かれた ものと考えられる。有益な機会を

与えて下 さった山田科学振興財団に対し、心か ら

感謝す る。

論 文 発 表

1.KitaIIIura,A.(1982).A ttachment

of P″ ″″″夕f″″″ to polystyrene surfaces

:A IIIodel system for the analysis of

もexual cell recognition and nuclear

acti vati on.

ア. C ′ ′′ S f ′.  i n  p r e s s

2 、 K i t a m u r a , A . & E o  S t e e r s , 」 r .

(1982).Attachment of P″ ″″物夕どど%物

to polystyrene surfaces : II.

InductiOn of the attachment by

h7drOphobic reagents or iIIInune lgG.

′。C ′′′ 5 どア.  i n  p r e s s

学 会 発 表

1 `  K i t a m u r a ,  A .  B o l g  o f  h y d r O p h o b i c

interaction in the matiILg Of

P″ /″″′′わ ″.国 際 繊 毛 虫 遺 伝 学 ・分 子生

物学会 (ラ ラ ミー、 フイオ ミング州 )に て口頭発

表、 1 9 8 2 年 7 月。

2  K i t a m u r a , A . & E . S  t e e r s , 」 r .

The induced attachment Of P″ /α物夕ご″″物

to polystyrene by hydrophobic

reagents or iIILIllune lgG.第 22回 米国細

胞生物学会 (ボ ルチモア、メ リーラン ド州 )に て

5 放 射性同位元素を用いた細胞表面標識法に  発 表、 1982年 11月 。

よる性的認識分子及び接着分子の同定の試み  講 演要旨は、

この研究計画は、 NIH派 遣中に研究の進展に   ァ .c′ 用 β ル ′.95巻 4a(1982)に 掲載。

伴ない企て られた ものであ り、研究遂行は時間的

に不充分であったため、細胞表面標識法、免疫沈

降、オー トラジオグラフ等の技術の習得 と、予備

実験の結果を得たにとどまった。性的認識分子を

同定する試みは、NIHに 派遣される前か ら2次

元電気泳動法によりすでに試みていたので、 この

手法で得 られた実験結果を比較解析することや、

これ らの手法を併用することにより、この問題が

いずれ解決されるものと期待 される。
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1dentical Particle ttffects in High Energy

Blementary Particle and Nllclear ReactiOns

信 州 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

著者は昨年 10月 1日 より今年 9月 23日 まで

主にマールブル グ大学物理教室でWeiner教 授

の もとで上記の研究に従事した。研究成果は次の

四つに分類 され ると思 う。

1・パイ中間子干渉に対す る新公式。 この同種

パイ中間子干渉を記述す るのに知 られてぃたのは

K O p 7 1 0 w 一 P O d g o r e t s k y 一 C o c c 餌 i

〔KPc)公 式、 Fowh rキ weinerに よって

有効性を指摘された01auber― Lachs公 式、

及びG iovannini一 Venezianoに よって発見さ

れた トポロジカル展開による公式があった。著者

はそれ らの物理表現を全て含む同種パィ中間子干

渉に対す る新公式を、B Ose粒 子演算子 とC―数

演算子の混血表現を用いることで発見した。 この

新公式は次の様に表現 される。

N~ コ/＼
D°=1+〔1-γ2/K(1+γ)2n)〕

此処に、γはコヒーレントに放出されたパイ中間

子とインコヒーレントに放出されたパイ中間子の

平均粒子数の比で、又 nは トポロジヵル展開のシ
… 卜の数である。 この新公式の有効性は今年 4月

に発表されたCERり 色 P82-43の 実験事実 (微

細構造 )を 説明することが出来たことで充分に示

されてぃる様に思 う。この事実はCE邸 のMorr―

ison教 授やBerkeley(LBL)の 0 01dhab‐

eF教 授に連絡 した。その後著者はこの新公式は

放出された粒子についての位相差を平均化すると

い う斬新な手法で、解析的に求め うることを見出

した。 この手法を用いれば、複雑だが放出粒子の

確率 分布をも求めることが出来た。これ らの結果

美 谷 島    実
昭和 56年 9月 29日 ～昭和 57年 9月 28日

F a c h b e r e i c h  P h y S i k  d e r

P h  i l i p p  s―u n i  v e r s i tと t ,  3 5 5

酌I a r  b u  r g ,  B u n d e s r e p u b l i k

D e u t s c h l a n d

P r o f ` D r . R i  c h a F d  ｀ 4 .  吊V e i n e r

の―部 は今年 3月 のKarlsFuheの 独物理学会

で回頭発表 されP/θク.r″ βθr.P″ 夕J.68

(1982)10月 号に出版 された。論文名は
付
Hie一

rarchy in identical piOns cOrr‐

elation functiOns and h7brid

approach te dual  top o10gical

e X P a n  d e d  s h e e t sル と ぃぅ。残 りの新 しい

成果は現在
“
Sm e a r i n g  m e t h O d  O f  p L a s e

differo■ ces and net7 prObability

functiOns for BosOn ensembles'' と

して論文作製中である。

24高 エネルギー原子核反応での 2陽 子干渉を

記述するKoonin公 式に核子内短距離相関を取

り入れた場合の変形。40 0eV/6で の″
~12c反

応での 2陽 子反応をKoonin公 式で解析した 場

合 moIELe n t um transferの 」ヽ さい処 での 2

陽子干渉の ピークを説明出来ない。又 1,8 GeV

での 40Ar ttKCl衝
突に園与 した陽子の数 と相 互

作用半径の大 きさの間麺に対 して Koo nin公 式

は明快に解答を与えてくれなかった。著者の計算

式では shell模 型のアイデアと衝突に関与 した

核子数 と核半径の大 きさが解析的に取 り入れてあ

って、この計算式を用いると上述の ピークの問題

が解決 し 40 Ar+KCI衝 突での head― On

colli sionに は 多数の陽子が関与 していると

思われていたことが実際には逆で少数の陽子のみ

が相互作用に関与していることが明快に示された。

この解析結果は、昨年の Berk eleyの 国際シン

ポジュウムの英験報告とも一致した。 この仕事は
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今年 5月 のB iele f el d大学 でのWOrkshOpで

口頭 発表 されてLBLか らの参加者は興味ある公

式と評価してくれた。 9日 のNATOの Advぁ nte

S uIIIIltle r ln s tit u t eで参加者に話 したとこ

ろ同様に興味を持って論文を請求 された。論文名

ヤよ
“
ノ上possib16 mOdifica tion of the

Koo■ in forIItrula for  twOtt p roton

correiation functiOn with the

short range cOrrGlation in nu―

cleus"で ある (投稿予定 )。

8,Glauber― Lachs公 式の一般化と荷電

粒子分布及び反陽子 ・陽子 (P~P)衝 突でのKRTO

スケーリング.同 種のBose粒 子間にはBose一

回instein統 計 を考慮 しなければな らないこと

は良く知 られた事実である。しかしそのBOse粒

子の荷電 (+,一 ,0)を 識別しない混合の BO―

Se粒 子の集合を扱 う実験データを如何に理論的

に取 り扱 うかが研究の動機であった。 この場合パ

イ中間子干渉で、微細構造を問題にしないときに

は干渉データはGiauber― Lachs公 式で記述

される事実を無視出来ない。換言すれば同種パイ

中間子は部分的干渉性を持つという事実である。

この様に物理学の問題を組み立てた後暫 くしてこ

の問題の解答は、量子光学の知識を用いてG lau―

b er一Lachs公 式を一般化すれば得 られること

に気付いた。最終的に得 られた一般化 き村こGl―

aube rttLachs公 式は次の二つの物理公式を

含むもので、此処でkは 荷電で区別され うる集合

の数である。

FlcOI卜k=ぱ
]:f]古母腎号岳:名

を分布

この新公式のオリジナ リテーは、量子光学の専

門家の加野泰氏 (名 大教授 )が 未知の公式 とい う

手紙を下 さったことで明 らかだと思 う。平均粒子

数の少ないエマルジョン実験のデータはこの新公

式で解析されて初めて意味ある結果が得 られた。

さらにこの新公式は高エネルギー素粒子及び原子

核反応での実験事実KNOス ヶ― リングを満足す

る。実臨た=540Gevで の反陽子・陽子衝突

のKNOス ヶ―リングのデータは、此処で求めら

れた新公式のKNOス ヶ―リング関数で非常に良

く説明された。これらの諸結果は今年の9月 にマ
ールブルグ大学を訪間中のイギリスのFOwler

教授を大層喜ばせ著者と熱心に討論した。又西 ド

イツからの帰路立寄ったシンガポール大学でこの

論文について講演 ・討論した。さらに今年 11月

に京都大学基礎物理学研究所での研究会 「クォー

ク・グルオンの力学に基づくハドロン物理」で発

表する。論文はP/クク.『ル ク/コ P″ダs.に 掲載

される予定である。尚この論文は今年の 5月 マー

ルブルグ大学を訪関したLBLの P rie d l andeF

博士及びFOwisi教 授、そしてWein er教 授

との論議に負 うところが大 きい ことを申し添える。

4 軽 及び重イォン反応でのパイ中間子の関与

する諸物理量に対するレーザー光学の応用。今ま

で同種の負パイ中間子の関与する諸データを扱 う

時に、確率分布にはPoissOn分 布を又パイ中

間子干渉にはKPc公 式 (こ れはパイ中間子の黒

体幅射 (幾 価学分布 )に 対応す る)を といった様

にお互いに矛盾した解析方法を適用 していた。 こ

の矛盾を避けるために三つの理論的立場 (黒 体幅

射、レーザー光学、 コヒーレン トな BOSOnモ デ

ル )に 立ってKNOス ケー リング関数を含む解析

方法の統一 した矛盾を含まないプログラムを作 り

実際にC+Ta衝 突の負パイ中間子の諸データに

適用 してみた。驚 くことにはレーザー光学か ら得

られた解析方法が、原子核衝突でのパイ中間子の

物理に非常に有効であることが分かった。 このこ

とは以前定義 した比 γがはぼ 2で 全データを再現

したことで間接的に保証され る。 この解析方法は

恐 らく他の重イォン反応での諸データの解析にも

有効 と推測され現在検討中である。上述の一部を
“
Laser一 optical approach to

negative piOn probabiliじ y
distiibutiOn, interferOmetry

and KNO scaling in CttTa

CoユlisiO n at 4.2 GeV/cA"と して論文を

作製した。近日中に投稿する予定である。
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低次元導体の電荷密度波の構造的研究

東 京 大学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

昭和 57年 の約 11カ 月間、フランスのパ リ南

郊、オルセー市にあるパ リ南大学の固体物理学研

究所に滞在 し、一次元 電気伝導体の構造的研究を

行な った。受入責任者はR,Comё s氏 で、同氏

のひきぃるX線 散漫散乱の研究 グループに、

P r o f e s s e u r  A s s O c i ど の 資 格で加わっ

た。

同グループの特徴は、電荷密度波(CDW)な ど

低次元電気伝導体特有の物性を、 「X線 写真法」

を用いて研究していることで、この研究分野での

最近の トピックスである有機 1次元超伝導体の発

見者の、D。 」どrome氏 の分レープも同じ研究棟

にあり、このグループと連携して、多角的に研究

を進めていることもComど s氏のグループのユニ

ークな点のひとつである。X線 のグループの持っ

ている実験設備は、 1次元電気伝導体の研究専用

として、ヘリウム温度まで測定できるX線 散漫散

乱装置2台 、窒素温度までのもの2台 で、うち1

台には、理学電機製の回転対陰極型強力X線 発生

装置 (60 kV、 2 0mA)を 使っている。 こ の

他に、大学キャンパス内に軌道放射光施設 (通称

LURE)が あり、私の滞在中に計 3週 間程度の

時間の割当があり、私もこのうちや昼夜を使って

後述の実験の一部を行なった。

滞仏の直接の目的は二つあった。第…は、X線

写真法の技術を学び特徴を理解すること、第二は

有機超伝導体の発見以来、ますますこの分野の研

究の中心地となった観のあるオルセーで、彼らの

研究の流れの方向をつかむことである。これらの

目的については、ほぼ達成できたと考える。特に

鹿 児 島  誠  一
昭和57年 2月 1日～昭和57年 12月 24日

LabOratoire de Pttsique

d e s  s 0 1 i d e s ,  U n i v e r s i t ど

P a r i s― s u d ,  9 1 4 0 5  0 r s a y― C e d e x ,

F r  a n c e

Dr. R, Oomё s

第一の目的については、フランス到着早々に後述

の研究(1)の中で写真法の威力を見せつけ られる経

験 をした。以下に、オルセーで行なった実験研究

の概要を説明し、最後に、滞仏中に参加した国際

会議および研究以外の面での雑感を記す。

(1)有 機 1次 元導体TMTTF― TCNQの CDIV

この物質は、よく知 られてい る 1次 元導体TT

F― TCNQと 類似の電気的、磁気的性質をもち

パイエルス転移が生 じると予想したが、以前に私

がカウンター法で行なった実験では、CDWら し

いX線 散乱信号は全 く観測 されなかった。 ところ

が、オルセーで写真法で調べたところ、なんと 1

枚 目のX線 フィルムにいわゆる2kFと 4kFの

CDWが 明瞭に現れた。その後のくわしい研究に

よって、カウンター法の失敗の原因は、試料の受

けるX線 照射損傷にあ り、試料の軸出しの過程で

損傷のためにCDWが 消滅していたのである。実

際、写真法で も、同一試料か らの 2枚 目以降のフ

ィルムでは、CDW信 号が変質 して弱 くなってい

った。写真法は一
般に、精密さと迅速 さにおいて

劣るというのが常識だが、使い方 と場合によって

は、カウンター法より迅速であるということを痛

感 した。

この物質では確かにパイエルス転移が生じると

い うことを確認し、結果 をまとめて、ア.Pタ タs.

さぃ 。ア′″.に 投稿 した。

(2)有 機 1次元導体 TMTTF― b r oIItLa n i l

この物質は、電気的磁気的性質からみて、スピ

ン・パイエルス転移が生じると予想され、東京の

私の研究室の大学院生が、この物質をカウンター
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法で調べることにしたので、私は写真法によって相

補的なデータを得ることをねらった。私が実験の

一部で、軌道放射光施設のX線 を使ってみると、

(彎 曲ゲルマユウム単色器使用。波長は 1.248Å)

通常のX糠 源を使った場合に比べて、分解能が2

倍に向上し(試料のモザイク構造のために、ここ

までしか向上しない )、 なおかつ実験時間は1/6

に短縮された。筑波の高エネルギー研の施設に比

べるとかなり小規模だが、かえって長所もある。

たとえば、単色器の冷却は不要で、リングビーム

の空間位置変動も実際上ゼロである。

研究の結果、この物質ではスピン 'パイエルス

転移と同時に、通常のパイエルス転移的な現象も

生じることを発見し、現在、論文を準備中である。

(9 新 しい有機低次元導体(BEけ 卜卓TF)2004

(C2H3G13)o●

帥 斉藤軍治氏によって初めて単結晶

が作成潮研ここの物質ヤ玉 電気的2次元性をもち、1

K程 度まで金属性を保ち、周知の (TMTSF)2X

(X=PF6,C104等 )に次ぐ新し 有ヽ機超伝導体

の候補である。X線 散乱 によって調べたところ、

もちろんパイエルス転移は生じなぃが、結晶中の

C2H3019基 がその向きに関する秩序―無秩序転

移をおこすことを発見した。 (T Tヽrs F)2Xで も

C104な どの向きの秩序化が、超伝導が現れるた

めに本質的に重要であるということがわかってぃ

る。したがって、 こ の斎藤民の物質でも、より低

温域で超伝導が現れる可能性があると予想してい

る。研究の結果は、5θんグ 5,αル Cク物%″″,一

ど″わが に公表する。

の モ リブデンブロンズ NaO.3M003'RbO.3

M003

この物質では、Mo原 子とこれを囲む酸素八面

体が連なって鎖状構造をつくり、 1次元金属性が

現れる。電気伝導度から予想されるとおりの温度

でパイエルス転移が生じることを見出した。いわ

ゆる2 kF散 乱の強度分布から、 2種 類あるMo

鎖のうちの一方で構造転移が起きていることがわ

かった。

この実験では、オルセーのグループの」.P.

POuget氏 の考案になる、フイセンベルグ法に

よる散漫散乱測定の方法を使った。

結果 は、 ア.P″ 7s. 五 ″′方/′s(Pα メ,s)に 公表

される。

151 バナジウムブロンズLixV2 05

この物質は、電気的には 1次 元半導体的性質を

示す。以前にLiO,36V205と NaO.33V205で

いずれ も構造相転移を生じることを発見し、その

結果生じる超格子の不整合周期がアルカ リ金属か

らバナジウムに与えられる電子数で説明できるこ

とを主張 した。 ところが、 Li濃 度の異なる数種

のLix V2 05 1こ ついてX線 写真法で予備測定

を試みたところ、濃度 Xに よらずほゞ一定の不整

合周期が観測 された。したがって、以前の解釈を

修正す る必要が生じ、帰国後、カウンター法で衛

星反射強度の定量的浸」定をすすめている。

以上が、 フランスで行なった研究の概要である。

1982年 12月 11日 ～ 18日 の 8日 間、 フ ラ

ンスアルプス地方のLes ArCSで 1次 元電気伝

導体に関す る国際会議が開催され、私は、上記の

(1)と(2)の研究成果を口頭発表し、ポスターとして

東京で大学院生が行なった TTF早 TCNQと

TSeF一 TCNQの アロイ系の研究を発表した。

私の過去 10年 近 くの研究は、はゞ一員して、い

わゆる4kF CDWに 関するものである。 この分

野の興味の中心がTTF― TCNQか ら(CH)x

ポリマーヘ、次いで有機超伝導体へ と移ったので、

今回の国際会議で も4 kFCDWに 依然 として関

心をもっているのは私だけかと思っていたが、ふ

たを開けてみると、意外に も数名の研究者がこの

問題に関す る研究発表を行ない、 また会議のしめ

くくりで も、 4監 FCDWの 問題の重要性が指摘

された。私 も意を強くした次第である。 また、有

機超伝導体の研究で、 今回の会議で目立ったこと

は、ふたたび構造的研究が重要な寄与をしたこと

である。一連の物質 (TMTSF)2X'(TM

TTF)2Xの 中で超伝導を示す ものとそうでな

い ものとがあるが、その多様な性質を支配するひ

とつの要因が陰イオンXの つ くるポテンシャルに

あることが、オルセーのR.h71ore t氏 らの X線

散乱の研究で明らかにされた。 1次 元電気伝導体

の研究分野における構造的研究の役割は、まだま

だ小さくなさそうである。

研究以外でのフランスの印象は予期にたがわぬ
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もので、生活を十分に楽しむことができた。 「十
三分に」と書けないのは、言葉の障害のためで、
もっとフランス語を習得 していくべきだったと後

悔 しているが、t わヽゅるFrench EIlgli sh

は1まぼ完壁に聞きとれ るようになったのは成果で

あろう。

4月 にはフランス大統領のMitter and氏 が
訪日し、 フランスのTVで も連 日のように日本特

集が放映された。貿易不均衡の問題が取上げられ

たのは もちろんである。秋にはこれに追い うちを

かけるように、 日本製 ビデォレコーダーの実質的

輸入制限が実施され、フランスでのビデオレコー

ダー生産高がゼロでぁるに もかかわ らず、国民が

映画好 きで、 TVの 映画番組で もコマーシャルで

中断されず、録画にうってつけ、とぃぅ現実のも

とで、フランス人大衆がこの決定をどう受けとめ

ているのかは、残念ながら知りぇなかった。周知
のように、オ… トバイ、カメラ、エレクトロニク
ス製品などの大部分が日本製で、こぅなるまで放

置されていたことが私には不思議に思える。こう

書いてくると、精仏中に私のストレスが大きかっ

たように聞こえよぅが、そぅではなくて、むしろ

日本では多忙さにかまけて関心をもちにくいいろ
いろな問題について、有意義な勉強ができたと思

う。

最後になったが、このような貴重な機会を与え

て下さった貴財団に深く感謝し、報告を終る。
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中 間報 告 ・短 信

Cambridgeか ら

京 都 大学

派 遣 期 間

研 究 機 関

指 導  者

住   所

オ ー  信

ケンブ リッジに着いて早や 2カ 月になりました。

何 しろ初めての海外生活で、 しかも 3人 の子供連

れ (5才 、 2才 、 6カ 月 )な ので、最初の 1カ月

はてんやわんやで した。家 のこと、食料品の購入 、

銀行のこと、子供の学校の こと くこちらでは 4才

半からP rimary Schoolに 通 えます )、 医 者
への登録、中古車の購入などなどもなんとか片付

き、おかげさまで今ではみんな落着いて元気にし

ております。ケンブリッジも今は紅葉の美しい季

節となりました。日本の方はいかがですか。

Stockh01mか り

京都大学  清  水

中間 報告

プロスタグランジン(PG)や トロンボキセン

(TX)が アラキ ドン酸より生合成され、種 々の

生理作用を示 し、生体のホメオスターシスの維持

に働いていることは周知の事実である。 1979年 、

これらのアラキドン駿代謝物の一員にロイコトリ

エンが加ゎった。従来、免疫反応に於て重要な役

割を果 していることは知られていたが、その構造

が不明であったSRS― Aが 、アラキ ドン酸にグ

ルタチォン等のアミノ駿が共有結合 した一群の化

木  田  重  雄

昭和 57年 9月 1日～昭和 58年 8月 31日

Department Of Applied Mathematics

and Theoretical Physics,

University of Cambridge,

Silver Street, Cambridge CB3 9EW

E ngland

P r o f e s s o r  G  K  B a c h e l o r

6 6  H a r d i n g  W a y

Cambridge CB4 3RR England

この一年間カー
杯がんばってみるつ もりでいます。

研究主題

乱流とNavier一 S tOkes方 程式の特異性

研究の進 め方

Professor H K hloffatt及 びDr

J.C.R Huntと 定期的に議論を行なう中で、標

記の問題を追及 してい くつもりである。幸い

DAMTPに は、世界各国から優秀な流体物理学の

研究者が数多 く訪間 しているので、彼 らとも大い

に議論するつもりである。

l 1 6 」和 5 7 年 1 0 月 3 0 日

孝 雄 (財団ニュース 13号 P.70参 照 )

合物であることが明らかとなり、カロリンスカ研

究所においてその構造、生理活性が確認されたか

らである。その後多くの研究者により、ロイコト

リエンが 10‐ 2M程 度の濃度で平滑筋の収縮、

白血球遊走、貴食作用などに強力に働 くことが確

認されたが、その合成 分 解経路の解明、 と りわ

け各 ステップの酵素を単離 し、中間代謝物を同定

すると共に、その酵素学的性質 (活性化因子、阻

害剤 )を明らかにする仕事は残された大きな課題
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の一つと言ってょぃ。

私たちは、ヒト自血球を材料として、種々の刺
激剤を加えて、代謝物のパターンがどう変化する
かを主として高速液体 クロマトグラフィーとガス
クロマトグラフィー マ ススペクトロメーターで
追い、LTの 甲でもとりわけLTB4が 、炎症反応
に深 くか ゎゝってぃるといういくつかの結果をえ
ている。ついで自血球をホモジナイズレ、LTB4
生成にいたる各ステップの酵素の単離をす めゝて
いる。すなわち、ァラキ ドン駿ょり5-ハ ィ ドロ
ペルオキシァラキドン酸をつくる 5-リ ポキシゲ
ナーゼ、このハィ ドロペルオキシ酸ょり脱水反応
を行ないLTA4を つくる酵素、そして第二に、L
TA4に 酵素的に水を導入 しLTB4を 作る酵素の三
種である。なお、LTA4は 中性緩衝液で半減期 1
分と、非常に不安定な物質でぁり、非酵素的に加
水反応を行ない 6-ト ランスーLTB4と その 12-
エピマーを 1: 1で 作る。これら=種 の酵素はホ

モジナイズ後細胞分回を行 なうと、いずれ も高速
遠心上清に回収 される。 5-リ ポキシゲナーゼは

患ど籍嵩圭を窒某岳露試承「活二快う
4間

堺
、

キシ駿に対するKm値 が高 く、何 らかの別の因子
が同一の反応を触媒 しているか、あるいは得た酵
素が、何 らかの理由により不活性型である可能性
を示 している。また白血球中のチトクロームP450
や、血小板の リポキシゲナーゼが、これらLTの生
合成や分解に関与 しているいくっかのデータもあ
り、血小板―白血球の相互作用という意味でも興
味深い。

重権 F統 吼 髄 鸞 ン
法の開発、 LTの 薬理効果とりわけ、自血球貪食
作用、活性酸素の関与等について巾広い研究が行
なわれている。 昭和 5 7 年 1 1 月4 日

A m s t さ

京都大学  大
中間 報告

記憶は特定の部位に限局せず広範に分布するこ
とを示す多 くの証拠がぁる。記憶は複数の音巨位に
同時にお蔵 されるのか、ぁるいは分割された断片
が別々に貯蔵されるのか。断片は局所的なニュー
ロン集団の発火形式の中に貯蔵 されるのか、ある
いは広範に分布するニューロン集団の相互作用の
形式の中に貯蔵されるのか。断片は分子配列に還
元できるのか、あるいは神経回路の多型の表現の
中に求めるしかないのか。これらの記憶の問題は
脳における情報の還元原理と不可分に結びついて
いる。分子 レベルから高次の神経機能のレベルま
での間の多 くのレベルで情報の存在形式は異なっ
ている。

海馬における学習と記憶についての共同研究の
目標を次の二つのレベルに分けた。α届気生埋学
レベ只D分子生物学レベル

ω 海馬のある種 のシナプスの示すテタヌス刺激
後増強は海馬神経系の可塑性を表 し学習や記憶の

rdamか ら

塩  達 一
郎 (軸 ニュ→縫詣 1据 R71～ P72参 照 )

モデルと考えられている。シプナスの可塑性は非
常に局所的な変化であ り神経回路の一つの素子の
機能変化に対応 しているにす ぎないが、下等動物
Aplisiaで はそれにより条件反射や連想記憶に対
応する行動の可塑性が実証 されている。海馬を含
むParez回 路の損傷はコルサョフ症候群健忘症を
引き起す。この回路は短期記憶を長期記憶に固定
化するための選択機構 と考えられている。海馬に
おける記憶の局所性 ・非局所性を読卜るためには、シ
ナプスの可塑的変イ駒将|き起す海馬神経回路網の 動
的振舞の変化を知ることかゞ前提となる。当面の目標はテ

;   襴
怠言狩整倉淋尼遷岳竃星昼塁晶芸士晏を室経23°
≧ぷ?T躍樫P後、

・
鼎野鰭挿啓

ヽ
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を定量的に分析すること、また多綱胞のシナプス

結合による回路網の動的振舞いと細胞外フィール

ド電位の解析である。この計算は細胞の形態や空

間配置、グリア細胞と細胞外空間、ィ ォンチャネ

ルの分布、イオンポンプ、細胞内外のイオン濃度、
シナプス前膜 後 膜の可塑性などを定量的に考慮

に入れた大規模な解析であって、その計算機プロ

グラムは 10月 に完成 して実験データを待つだけ

になっている。予備的な計算結果によると、すで

に発表されている同種類の計算 ― 夕Jえば トラウ

プとリナスによる海馬てんかんの発生機序(1979)

は、樹状突起のカルシウム電流を過大に見積りす

ぎていることなど、実験データとのくい違いを説

明することができた。この計算のためには膜電位

固定 とイオン感受性電極による実験データが必要
で、教授はそのために新 しい研究グループを 5月

に組織 し、既存の装置を拡張するため約4千万円

の発注をした。20%の 予算 。人員削減という政

府の方針にもかかわらず 8月 購入が一旦は予定さ

れたが、その後の内閣の崩壊 。総選挙のため棚上

げされ、現在もこの予算執行は停止中である。総

選挙後 3カ 月たって 11月 末にやっと内閣は成立

したが、新内閣は一層厳 しい経済政策を打ち出し

た。教授はあくまで強気で、来年早々には装置が

入り3カ 月もあればデータは出せると予想 してい

る。今年中に海馬の主要回路の性質を調べ上げて

しまう予定であったが大巾な遅れを余儀なくされ

そうである。この種の数値計算は物理屋が現在の

神経生理学に貢献できる事柄のなかでも最も直接

的で効果的なものだと思われるので、データの得

られる他の神経回路に適用することを考蔚 である。

③  化 学シナプスの情報伝達は伝達物質による。
一方の神経細胞の膜電位の変化が他方の神経細胞

の膜電位の変化を引き起すまでの過程のあらまし

は明らかにされている。

シナプス前膜では(小胞仮説とオペレーター仮

説のいずれによるにせよ )、1活動電位弓〉カル汐

ム・イオン流八吟 伝達物質の放出、シナプス後膜
では、伝達物質のリセプターヘの結合弓〉イオン・

チャネルの開放吟 膜電位変化。これらのうちの化

学的過程は代謝回転を含むカスケー ド形あるいは

フィー ドバック形の連鎖から成り、多くの生埋活

性物質が神経伝達の調節因子として働いてシナプ

スの可塑性を引き起 している。一般に情報物質の

シナプス後膜 リセプターヘの結合はカルシウムイ

オンやサイクリックAMP等 のセカンド メ ッセ

ンジャーを増加させ、それがキナーゼ系活性化の

引き金となって蛋白質のリン酸化を促進または抑

制する。 リン酸蛋白はイオン。チャネルの開閉機

能を調節することによリシナプスの可塑性をもた

らす。

またマイクロフィラメント、マイクロチューブ

ル等の細胞内骨格系はアクチン様構造賃白と調節

蛋白から成 リカルシウムイオンにより物理的状態

を変え、 リ ン酸化エネルギーにより軸索輸送を行

う。したがって骨格系は蛋白合成系と連係 して、

イオン・チャネルやリセプターの輸送、膜への埋

め込み 保 持、膜機能への直接関与、遠隔伝達作

用などを介 してシナプスの可塑性に関与 している。

これらはすべて短期記憶のための道具立てと考

えられるのに対 してKandelら は長期記憶の固定

化のためには新 しい蛋白の合成が必要だとして記

憶と遺伝子との関連を想定 している。しかしそれ

を示唆するデータは知られていない。私は財団ヘ

の長期派遣の申請において、異なる分子仮説を提

出した。新 しい蛋白合成を要請せず何種類かの既

存の賃白サブユニットの組合せが記憶の断片のそ

れぞれに対応 して化学的過程を細かく彫琢すると

する仮説である。細胞骨格系の一部は明らかにそ

の候補者であるが、現在のところ仮説を支持する

データは得られていない。

この研究所ではユ トレヒト大学のG ispen教

授と共同で、海馬のリン酸蛋白の分離 同 定およ

びテタヌス刺激との因呆関係を調べている。成果

は着実に上っているが想像の広がる速さに比べた

ら止っているようなものである。私がその研究グ

ループに実験家として参加することは無理だし希

望もしていないが、議論の相手としては申し分な

い。

この分子仮説をめぐる勉強が後半の主たるテーマ

である。

昭和 5 7 年 1 2 月1 日
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オ ランダ雑感

気ぜわしく過 しているうちに師定になりました。

夏1木みに 1カ月帰国 しましたから実質 6カ月のオ

ラン郷 在ですめヽ 外国生活の実感が希薄で京都の

生活をそのままこちらへ移 しただけのような気が

しています。

それは適応の良さによるというよりも、ある種

の鈍感さによるものです。また、アムステルダム

の国際性と田舎臭さの適度の均衡が醸 し出す雰 凶

気のせいもあるにちがいありません。そして何よ

りも研究所の居心地の良さが外国生活に伴なう多

少の異本田感をはるかに凌いでいるからであろうと

思われます。この半年の中間報告は別紙に譲り、

オランダ雑感を書いてみます。

師定

オランダの秋は雨が多 く、多少の紅葉もまたたく

問にな風に吹きとばされてしまうので風情がない。

アムステルダムの緯度はカムチャッカ半島の先端

あたりだが暖流のせいで寒くはない。その代 り濃

霧にしばしば閉じ込められる。 9月始めには日焼

けで健康そうだったオランダ人も、この頃になる

と日焼けもあせて多量のしみ、そばかすの目立つ

顔をしている。 12月 5日 は聖ニコラス祭で、私

も研究所のスタッフからチョコレー トをもらった。

本来は子供の祭 りで、聖ニコラスが黒人のムーア

人の従者をつれてスペインからやって来て貧 しい

子供に贈物をするのだそうだが、現在では大人も

贈物を変換する。サンタクロースの元祖というこ

とだが真偽のほどは定かではない。この祭りがす

んだらあちこちにクリスマスツリーが立てられて、

市場も急に師走のあわただしさを示すようになっ

た。人間の生活はどこでも同 じようなものだ。

文化

先日、寮の掲示板にオランダ囲碁連盟が初心者の

ための講習会を催す旨の大きなポスターが出た。

四脚付きの部厚い碁盤に石を多少並べた絵はなか

なかの趣味だ。早速その横に碁の相手を求むと貼

り紙をしてみた。以来 2カ月余 りになるが誰れも

名乗り出て来ない。講習会の方は1日市街の赤線地

帯の真中にある学生食堂で催 されているはずだが、

その辺 りはギ ャングが横行 し、時 死々体が運河に

浮 くとの事で敬遠 した。そんな訳でまだ一局も打

てずにいる。

アムステルタム・コンセル トヘボーは 2カ月間

のアメリカ大陛横断の演奏旅行をして来た。アメ

リカではレンブラント以降でォランタが世界文化

に貢献した最大の業績と評価されたそうだ。この

楽団のバイオリエストの友人の話によると、アメ

リカでは競争が激 しいので音楽家一人一人の技術

はすぐれているが、オーケストラになるとコンセ

ル トヘボーのような音は決 して出ないと言う。ア

メリカ人は趣味の悪い成り上り者だから音を楽 し

む生活の伝統がないと彼は手厳しい。もっと突 っ

込んで尋ねると田舎 っぱい土着性が音楽のために

は必要だという点に落着 く。もちろんォランダの

気楽な自由さは完備 した生活保障に支えられてい

る。日本については論外であるという話をきくと

複雑な気持になる。

ノヾ 一
ァ ィ

ヨーロッパは9月末 (最後の日曜日)で夏時間が

終り時計を 1時間遅らせたせいもあって日暮れが

早 くなった。その夏時間の終 りの日、寮の同じ階

の隣 りのコンパー トメントに四 五 十人の男女が

集って一晩中飲めや歌えの大騒ぎをやらかした。

レコー ドの音量をいっばいに上げて木靴をはいた

連中がコンクリートの床をどすどすやってわめき

散らすので、その騒音たるや大変なものであった。

近所からの苦情で警察が来たが止められなかった

のだそうだ。こんな場合には騒ぎの中に入るのが

精神衛生に一番良い事を承知 しているが、 こ の爆

発的な騒ぎ方にはただ敬服するばかりであった。

夜が明けるとちゃんと後始木をして帰ったが、日

本の学生のコンパの後の乱れ方とはえらい違いで

ある。いずれにせよ彼等は 1時間だけ余計に楽し

むことができた訳だ。それにつけてもオランダ人

は色々な理由をつけてはパーティをやる。研究所

のスタッフ主催の「何も理由がないので催すパー

ティー」にさそわれて行ってみたが、彼等のスタ

ミナにはついて行けず、以後はパーティー欠席の

カンバンを出した。人間は妙な所に情熱を注 ぐも

のだ。ホイジンガが人間を「遊ぶ人 (ホ モ。ルー

デンス)」 と喝破できたのはオランダ人だったか

らにちがいない。 (以 下略 )

昭亦日5 7 年 1 2 月2 0 日
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徳島大学  凋  ヽ山

中間報告

早いもので当地に来て 9カ月が経ちました。限

られた留学期間を生かし、単に研究を進めるにと

どまらず、アメリカにおける研究者社会の生態一

秀れた研究者がどのように育てられるか、又、彼

等はどのように研究方向を定め、計画し遂行 して

ゆくか等―を見きわめたいと思って参りました力ヽ

思っていたよりずっと語学の壁が厚 くイ可も得ぬま

まアッという間に時間が経ってしまいます。手を

動かすという意味では、私の立場は本当に仕事が

し易 く、日本のように無理な法規制にしばられる

ことなくラジオアイツトープもどんどん使えます

し、研究費の事を気にせずものが使えるのですか

らいう事がありません。更に、情報の豊かさと意

見交換の活発さは、うらやましさを通り越 して目

を見張るだけですが、この点に関しては自分の語

学力からくるハンディがつきまとい、十分生か し

されていません。それにしても米国人研究者の遠

慮のない討論のやり方には、日本での職階を意識

した上での議論になれた僕の目には、荒々しいし

かし力強いものと映りました。準教授、助教授 と

いっても大部分は独自の仕事を独立して進めてい

るので各自がその分野の専門家であり、必要な時

に討論できる専門家が身近に居る事は同じ数の教

官が居ても日本では一般的でないだけにうらやま

しい限りです。しかし、大上段の議論になります

が、それでは日本での研究は米国での研究に必ず

数けるかというと、私の経験 した範囲内では、勝

つ事は難 しいとしても敗けないようにはできる

(地方大学といわれるような大学の研究室でもで

きる)と思います。何故かと申せば、同世代の研

究者を顧べると日本の同僚の方がはるかに「深 く

考える」からです。そしてこの事こそが科学を進

める上で一番力ある事だと僕は信 じます。更に、

研究にかける熱意という点でも日本の方が段違い

に秀れており、この二点で物量で押されても、敗

けない研究はできると思います。只、一般的には

日本の若手研究者は程度の差 こそあれ、上位研究

者との支配関係に疲れており、独創的な研究を本

か ら

一 (財団ニユース通巻 13号P73参 照 )

当に日本から出したいのなら、多少の無1駄も覚悟

の上で、若手に少 くとも研究面での自由と独立、

責任は取 らせる代わりに一定期間充分な権限を与

えることが必要なのではないでしょうか。それに

しても、 こ ちらでは自分で考え創り出すという努

力、喜びが一部の人に委ねられていて、かなりの

研究者が考える代わりに情報を求める事でそれに

代替しているように見受けられるのは、 奇 異な感

じがします。これは語学力のなさから来た私の偏

見でしょうか。他の人々の意見も伺いたいと思い

ます。

それで私は何を してきたかと申しますと、ウイ

ルスの細胞内侵八機構について分子 レベルで明ら

かにするべく、粒子構造の単純なVSV(狂 犬病

ウイルスの仲間 )と SbV(日 本」凶炎ウイルスの

仲間)を 用いて生化学的な仕事をしております。

これらのウイルスの細胞への結合とそれに続く細

胞内への侵八はウイルス表面にあるスパイク蛋白

質により触媒 されていますが、この活性にスパイ

ク蛋白質に共有結合 している脂肪駿が関与 してい

るのではないかと考えて検討 してきました。実際

には、脂肪酸の存在が明らかにされたのが数年前

で、まだ結合部位 も役割も何も分っていないので

それらの検討と同時にしておりますが、蛋白質分

解酵素を用いた限定分解の結果から脂肪駿はス/・・

イク蛋白のリピドニ重層貫通部分近傍に結合 して

いる事、ある条件 下ではスパイク蛋白自体が月旨肪

駿を膜 リピドのものと交換する事、又、この脂肪

酸がスパイク蛋白の膜上への組み込みに役割を持

つ事等を明 らかにしてきました。これらの中でも

スパイク蛋白が特定条件下で脂質分解酵素活性を

示すのでないかという可台留性に関 しては、ウイル

スあ侵八機構を考える上で非常に興味深い点であ

る事から力を入れてきましたが、 (これまでも多

数の研究者によって調べられてきましたが未だに

不明です )か なり有望な結果は得たものの決定的

なデーターを出せず四苦八苦 しております。うま

くゆけばウイルス侵八機榊 大ゞきく明らかになり

S t L o u l s
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ますが見通 しがつきにくいので、内心ではこんな
仕事は止めて確実な仕事をした方がよいのではな
いかとも迷いますが、この実験は多量のラジ☆ ア
イツトープを使いお金もかかるので、私にとって
はここでしか出来ぬので頑張ってきました。もし

自分に能力と運とがあれば (研究者の常としてそ

れを信じている訳ですが )残 された期間内に何と
か仕上げられるのではないかと希望を持っていま
す。

山田財団の援助が私自身と私に接する学生にと
って大きな稔りをもたらすょう、残 された期間粘
り強 くやります。 昭和 58年 2月 15日

B e t h e s d a か ら

国立輸 懸 所  長 谷川
中間報 告

こちらで仕事を始めてから、すでに loヵ 月余
り経ちました。その間、仕事に追われっぱなしで、
あまり生活を楽 しむゆとりはありませんでした。
週末にテレビでフットボールの試合を見るのが関
の山といったところですが、先シーズンは選手の

長期ストライキがあったため、試合数はかなり減
ってしまいました。しか し、そのせいかあまり前
評半」の高 くなかった地元のワシントン・レッドス

キンズがダラス カ ゥボーィズを破って リーグ優
勝 し、さらにワール ドシリーズでもマイアミ・ド
ルフィンを逆転で下して、 lo年 ぶりにワール ド
チャンピォンになったので、D.C に 近いこの辺
も大変な騒ぎでした。

さて仕事ですが、僕のテーマは細胞 (swiss
3T3)の 表面蛋白質に対するモノクローン抗体
を作り、それを用いて表面蛋白質を精製 し、その

性質を調べることです。モノクローン抗体は免疫
したネズミの牌臓の細胞と、同じくネズミの骨髄
腫細胞を融合させて、ハィブリ ドーマを作 り、

それをクローン培養することによって得られます。
以前はこのような実験の為にはそれなりのしっか
りした設備と、きれいな培奏室が不可欠だと思っ
ていたのですが、僕らの室はごく普通にきたない

生化学の実験室で、いろいろな物が所狭 しと置か
れてある中に、増養に最低限必要な滅菌箱と培養
器がまされこんでいるといった感 じです。すなわ
ち、細胞培養には極めて賀弱な環境ですが、 そ ぅ
いう所ででもやってしまおうというァメリカ人の

大胆さにはあきれると同時に感心もしました。し
かし、もともと環境がよくないので、夏の間はだ

孝  幸 (財団ニユース 13号 R70～ 71参照 )

いおゞカビに悩まされました。一時は500の ハイブ
リドーマをカビから守るために、二つのグループ
に分けて、合計 loooの ハィブリドーマを維持 し
ました。しかもその間にスクリーニングをしなく
てはいけないわけだから、毎日がハィブリドーマ

との戦いでした。

今までに6回の融合実験から 120oの ハイブリ
ドーマを得ました。この中から、目的にかなった、
しかも面白い抗体を生産するものを選び出すわけ
ですが、まず、次の二つの基準に達 しているもの
だけを選びました。すなわち、 1)抗 原に対 して高
い親和力をもっているかどうか。 2)抗原が細胞表
面に露出しているかどうか。このスクリーニング
によって、ハィブリドーマの数を 120に 減らしま
した。そして、さらにこの中から細胞のいろいろ

な機能に影響を及ぼすものを探 し出すわけです。
今までに、細胞の増殖を阻害するものと、細胞

のガン化に伴 って抗原の量が著 しく減少するもの

を見つけました。今後の方針は、さらに面白い抗

体を見つけてゆくことと、今までに見つけた抗体
を用いて、その抗原のll■質を詳 しく調べることで

す。これらの仕事の他に、抗源 の組織特異性及び

局在性についてはハワード大学のチェン博士と協
同研究することにしており、すでにいくつかの抗

体については、実験が進行中です。また、細胞膜
には界面活性剤に可溶な蛋白質と、不溶な雲白質
が存在 していることが報告されていますが、そも
そも膜賃白質については不明な点が多過 ぎて、ど
の種の蛋白質が可溶で、どの種の室白質が不溶な
のかさえも不明です。そこで、これら2種 の賃白
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質の性質の違いについても、モノクローン抗体を

用いて明らかにしょうという計画があり、これは

ノースイースタン大学のストラウス博士との協同

研究です。       昭 和 58年 2月 15日

S a n  F r a n c l s c oか ら

名古屋市立大学

派 遣期 間

研 究機 関

研究指導者

住   所

オ ー 信

こちらSan Franciscoに 到着後、早くも 1

カ月以上経過 し、仕事の方もそろそろ軌道に乗っ

てきました。つきましては、 「第一報 」を送 りま

す。

研究主題 :ミ オシン分子の分子内構造の研究

研究の進め方 :消化酵素で ミオシンを処理す るこ

保  住    哲

昭和 58年 1月 5日～昭和 58年 8月 31日

Cardiovascular Research lnstitute

univ. Calif. S. F ,San F rancisco

C a  9 4 1 4 3 ,  U o  S . A .

Profo Manuel Fo Morales

182 Cari 半 11, San Francisco

Ca.94117, U.S=A

とにより、 ミ オシン分子の構造 とその機能の関係

を調べ、筋収fin~における ミオシン分子の構造の重

要性を追求 してい く。

期間の半ばには中間報告を送 ります。

それでは貴財団の御発展 をお祈 り申 し上げます。

昭和 5 8 年 2 月 2 4 日

次の方々からお心のこもったクリスマスカードをお寄せいただきました。ありがとうございました。

Prof.C P onnamperuma(昭 和 56年 度短期招へい援助、アメリカ)、

清水孝雄 (在 スウェーデン)、木田重雄 (在イギ リス)、大塩達す郎 (在 オランダ)、

北沢俊雄 (在 アメリカ )の皆様
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Sム
′口

奈良 県 にて 出生

東京 帝 国大 学理 学部 植 物 学科 卒業

北海道 大学触 媒 研 究所 助 手

北海道 大 学触 媒研 究所助 教授

日本生 化 学会奨励 賞 受 賞

理 学 博 士 の学 位 を授 与 され る
北海 道大 学触媒 研 究所教授

北海 道 大学 理 学 部教授 ( 併 任 )

大阪 大 学理 学部 教授  比 較 生理 学 講座 担 当
カリフォルニア大学サンフランシスコ分佼客員教授 (昭和 40年 3月迄 )
松 永 賞受賞

カリフォルニア大学サンフランシスコ分校客員教授 (同年 10月迄 )
カリフォルニア大学サンフランシスコ分校客員教授 (昭和 49年 1月迄 )
山 田科 学 振 興財 団評 議員委 嘱

学 術 審 議会 専 門委 員

山 田科 学振 興財 団選 考 委 員委嘱

逝 去 ( 5 9 歳 )

正 四位 勲二 等 に叙 せ られ旭 日中綬 章 を賜 わ る

歴略士博雄村殿故

大正 1 2 年 2 月 9 日

昭和2 1 年9 月

2 4 年1 0 月

2 6 年3 月

32年 4月

33年 8月

33年lo月

3 5 年7 月

38年 3月

39年12月

4 1 年1 2 月

43年 6月

48年lo月

52年 4月

54年 2月

5 4 年4 月

5 7 年1 1 月2 8 日

5 7 年1 1 月2 8 日
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故 殿 村 雄 治 さ ん を 1 思ぶ

昨年 11月 6日 、 本 財団の評議員会の後、 殿

村さんは食卓で私の隣に座っていろいろ近況を話

された。「今度いよいようちの研究室の一部屋を

つぶ して、Nitellaを 大量培養することにしま

した」といかにも楽 しそうに言われたことが今で

も強く印象に残っている。Nitella(フ ラスモ)

とは、盛な原形質流動の見られる緑藻の一種で、

私にもなじみの深い材料であった。殿村さんのと

ころでその ミオシンの研究をしてもらえれば、原

形質流動の分子機構がもっとよくわかるかも知れ

ない。全 く有難いことで、ぜひお願いしますと言

って別れた。それから三週間後、突然の言卜報に接

して私は自分の耳を疑ったほどである。

殿村さんのこれまでの研究は生体エネルギー変

換に関する問題が中心になっている。筋肉が収縮

して機械的な仕事をするのも、生体膜が濃度勾配

に逆ってカチオン輸送を行 うのも、みなアデノシ

ン三燐酸 (ATP)の エネルギーが使われるからで

ある。その中心的役割を演ずるATP加 水分解酵素

(ATPase)の 反応速度論的解析について、殿村

さんは多くのすぐれた研究を発表 し、重要な中間

体の存在を証明 した。また ミオシン分子の二つの

頭部の非相同性をも実証 した。殿村さんが開拓 し

た新 しい領域は外国でも注目の的となり、同時に

殿村説に対する根強い反対論も現れたが、現在で

は反対論者は影をひそめ、殿村説の正当性が国際

的に認められていると聞いている。「一つの学説

が正 しいことは、反対説の存在によってはじめて

立証される」というパストツールの言葉が思い出

される。

殿村さんが東大理学部植物学科の出身であるこ

とは、同氏のこれまでの研究からは想像 しにくい

ことであろう。しかしそのお蔭で、私は殿村さん

と随分古くから知り合う機会を持った。若い頃の

殿村 さんは精憚で覇気に満ち、 日 は悪かっ たが

入なつっこく、先蒼同僚から親 しまれていた。田

宮円下の逸材であったが 1949年 北大に赴任 し、

そこで1司氏のライフウワークであるミオシン

ATPaseの 研究が始められた。しかし赴任後三年

で重い結核を思い、生死の境をさ迷いながら病魔

と斗 う試錬の年月を送った。「生き残れたのは当

時やっと出はじめたストマイのお蔭で、山村 さん

(現阪大総長 )か らわけてもらった。だから山村

さんにはどうしても頭が上らない」といつか話 し

てくれたことがある。

私は殿村さんとは旧知の問柄ではあったが、親

しくおつき合いできるようになったのは同氏が

1963年 阪大理学部に転任されてからのことであ

る。十数年ぶりで会った殿村さんは肥満型の温厚

な紳士で、かっての精埠 さも「回の悪さ」もなく、

私にはまるで別人のように見えた。人間は死に瀕

する病を思うと、 こ うも変るものなのか。しかし

内に宿る学問への情熱と研究への洞答は、 ま すま

す深みを加えて行った。多 くの秀れた門下生を育

てる傍ら、独自の立場から生体エネルギー変換機

構の体系化に心血をといだ。その全容が著者
“
Muscle Proteins,Muscle Contra一

ction and Cation TranspOrt(東 大出

版 )に集大成されている。さらに最近は進化論的

観点から、生イ本エネルギー変換の統一的理解に向

けて日夜努力をされていたと聞 く。

殿村 さんはその巨躯にも拘らず、肺活量は1000

c.c.に も充たなかったという。こんな状態であっ

たから、歩 くのはいつもゆっくりで、路上でこち

らがペースを合わせて歩こうとしてもひとく遠慮

され、「先に行 って下さい」と言われるのが常で

あった。このような無理のきかないきびしい健康

上の制約のなかで、殿村さんは一瞬■刻を惜しん

で研究に没頭 した。大学の内外のいろいろな役職

につくことも極力避けようとした。殿村さんには

学問以外に何の雑念もなく、ひたむきな学究とし

ての人柄には求道者のおもかげがあった。

そんな殿村さんに本財団の評議員や選考委員を

お願いすることは大変ためらわれたが、意外にも

殿村さんはそれらを快 く受話してくれた。それば

かりか、私の留守中には選考打合せ会にも欠さず

に出て適切な助言を与えて下さった。「山田財団

は気持のいい雰囲気ですね」とも言い、本財団に

対 してはいつも大変協力的であった。

還暦を前にしての殿村さんの死は余 りにも早す
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ぎた。惜 しんでも余りあることであるが、考えよ

うによっては、半人前にも足りない体力でよくも
これまで頑張れたという気がして、畏敬の念を禁

じ得ない。この分野の世界的な指導者として地歩

を築 く一方、研究 ・教育の激務に耐えられたのは、

日頃の摂生と強い精神力によるものであったに違
いない。 しかしまた心身の支えとして蔭に弘子夫
人の行きとどいた配慮と献身があったことも忘れ

ることはできないであろう。

山田科学振興財団理事 神 谷宣郎
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事   務   報   告

事 業 国 誌

5711.26 選 考打合会

11 30 昭 和 58年 度来日、長期派遣申請〆切

12.7 財 団ニュース通巻第 13号 完成発信

12.11 第 3回選考委員会 :答 申作成

第 1回臨時理事会 :同上答申案の審議、昭和 59年 度山田コンファレンス決定

1217 選 考打合会

58.1.22 第 2回 臨時理事会 :研 究援助方式改訂、現 `旧財団関係者による援助研究

推薦及び推薦学会の検討、学術集会援助決定

2.4 選 考打合会

2、19 第 2回 評議員会、理事会 :本年度研究援助一部を除 き決定、本年度事業のまと蹴 告、

研究援助方式改訂、明年度事業計画、予算及び事業活動予定及び推薦学会等の決定、

次期理事長、専務理事、理事、評議員、選考委員及び監事、顧間の選出並びに決定

2.23 新 聞関係へ本年度研究援助方式改訂に伴 う公表延期の旨を伝達

2.25 選 考打合会

325 選 考打合会

331  昭 和 59年 度派遣、来日、集会申請要領及び申請書発信

昭和 57年 度決算実施

4 1 改 選に伴い昭和 58年 度役員 =評議員 ・選考委員等の決定 (後記 )

事務局辞令交付

昭 和 57年 度 諸 援助 のま とめ

援  助  名 実施件数 援 助 金 ( 万円)

摘 要

募 集 開始

( 推 薦 )

月 日

切

日月

〆

年

来

日

長  期 1 165 56 4 56 11末

卜年1回募集短  期 985 56. 4 56 H末

派

遣

長  期 6 950 56. 4 56 11末

短  期 2,224 57. 4 57年 度末 毎月募集

集 会 950 56 4 56.9 末 注 1

山ロコンファレンスⅥ 1 1,454 「中性 子散乱国 際会議 」

M B E  寄  贈 15,398 注 2

総 計 22,126

注 1  集 会のうち、細胞工学国際シンポジウム(於神戸 ・57 8 26～ 28 委 員長岡田害雄 )
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は財団設立 5周年記念学術集会として開催された。

注 2  故 山田輝卓ほ氏のご遺志にキる寄付金を受入れ、財団設立 5周年記念事業の一つとして、フ
ランスより分子線結晶成長装置(M01ecular Beam Epitaxy・ MBE)を 57年 10月
27日 購入、同 11月 2日関西学院へ寄貝曽し、共同利用に供 した。

昭 和 5 8 年 度  事 業 活 動 予 定 表

第 4回 長期 間派遣者 研究交歓会 開催
日   時     昭 和 58年 7月 16日 (上 )100o～ 1800
場   所     案 業年金会館 (地下鉄谷町線谷町 6丁目駅直上 )
研究成果発表者  昨 年 7月以降帰朝の長期間派遣援助者 (7名 予定 )

申請要領等 改訂 のお知 らせ
この度、次記のように来日、派遣及び集会の援助申請要領及び申請書を改訂しました。

5 8 年4 月 1 8 日( 月 )
～ 4 月 2 2 日 ( 上 )

山田コンファレンスⅦ ・ミュオンスピン回転 と関連諸問題

於 下 田東急ホテル

5 月 1 4 日( 土 )
第 5回研究交歓会 20演 題

5 月 1 5 日 ( 日 ) 理 事 会
第 1回評議 員 会

選考委員会

昭和 57年 度事業報告、決算報告、本

年度事業活動予定表、選考方針等審議

6月 10日 (金 )(予 定 ) 昭和 57年 度研究援助最終決定

7 月 1 6 日( 上 ) 第 4回 長期間派遣者研究交歓会

9 月 3 0 日 ( 金 ) 学術交流集会の〆切 (59年 4月 ～ 60年 3月分 )

1 1 月3 0 日( 水 ) 短期来日、長期派遣〆切 (59年 4月～ 60年 3月分 )

59年 2月 中旬 第 2回
 纏 窒

本年度事業のまとめ報告

明年度事業計画及び予算等審議

3 月3 1 日( 上) 研究援助推薦〆切

59年 5月 中旬 第 6回 研究交歓会
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援 助 名 募 集 開 始 締 切 日

来 日

(59年 4月～60年 3月分)
5 8 年 4 月 1 日 58年 111月  30日

長 期 間 派 遣

(59年 4月～ 60年 3月分)
5 8 年 4 月 1 日 5 8年 1 1月 3 0日

短 期 間 派 遣
出発月の4カ月前の 15日 が締切 日

(夕」:58年 10月 出発の場合 58年 6月 15日力湘初 日)

学 術 交 流 集 会

(59年 4月～ 60年 3月分)
5 8 年 4 月 1 日 5 8 年 9月 3 0日

追 記

研究援助について

研究援助候補推薦要領及び推薦書用紙は58年 9月頃お届けします。

勇集開始  58年 9月    締 切 日  59年 3月 31日

研 究 援助 推 薦 学会 きま る

この度、次記の 22学 会に研究援助候補者推薦をお願いすることになりました。

日本天文学 会 日 ラ撤L現電飼蕗講姿 日 本 薬 学 会 日本動物 学 会 日 本植物学 会

日本物 理学 会 日 本 化 学 会   日 本生化 学 会 帥 物学会 日 本免疫学 会

応用物 理学 会 高 分 子 学 会   日 本生理学 会 酔 挫物変蛤会

電子通 信学 会 日 本分析化学会   日 本遺伝 学 会 的 物学会

日本金 属学 会 日 本農芸化誰   日 為済生― A彫 帥勤生蜂

昭和 5 8年 度  役 員 。評 議 員 ・選 考 委 員等 の決 定

役  員  (昭 和 58・ 59年 度 )

理 事 長  永 宮 健 夫

専務理事  小  川  俊 太郎

理  事   江  崎 玲於奈

神 谷 宣 郎

鈴 木 友 二

関   集  三

高 村 仁 一

早 石   修

福 井 謙 一

山 田 安 定

監 事 近 藤 次 郎

高 雄  靖

顧 間  赤 堀 四 郎

仁 田  勇

吉 識 雅 夫

大阪大学名誉教授

財団専務理事

米 IBMワ トソン研究所主任研究員

大阪大学名誉教授

京都大学 ・大阪大学名誉教授

関西学院大学理学部教授

京都大学工学部教授

京都大学名誉教授

京都工芸繊維大学学長

大阪大学基礎工学部教授

国立公害研究所所長

三菱総合研究所社長

大阪大学名誉教授

大阪大学名誉毅

東京大学名誉教授
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評 議 員  (昭 和 58

江 崎

江 橋

岡

/1ヽ

神

久

後

佐

鈴

関

向

田

永

早

早

原

森

山 田 安

選考委員 (昭和58年度 )

)

米 IBMヮ トソン研究所主任研究員

岡崎国立共同研究機構生理学研究所教授

京都産業大学理学部教授

京都大学理学部教授

大阪大学名誉教授

慶応義塾大学理工学部教授

名古屋大学農学部教授

京都大学基礎物理学研究所教授

京都大学 ・大1坂大学名誉教授

関西学院大学理学部教授

京都大学工学者口教授

関西医科大学医学部教授

大阪大学名誉教授

京都大学名誉教授

名古屋大学理学部教授

大阪大学理学部教授

大阪大学理学部教授

大阪大学基礎工学部教授

東京大学理学部教授

近畿大学薬学部教授

名古屋大学工学部教授

大阪大学名誉教授

東京大学理学部教授

京都大学名誉教授

大阪大学理学部教授

関西学院大学理学部教授

京都大学化学研究所教授

京都大学工学部教授

大阪大学理学部教授

京都大学埋学部教授

京都大学工学部教授

京都大学医学部教授

東京大学薬学部教授

東京大学理学部教授

大阪大学基礎工学部教授

健

幸

一目

正

村

関

谷

保

藤

藤

木

　

村

代

宮

石

川

帥鵬帥唯餞軸燕犠難娃雑仁．

飯

石

カロ

神

朽

点自

芝

関

同

局

イ升

竹

西

沼

野

山

山

裕

夫

修

男

之

人

定

雄

也

夫

虫口

誠

夫

夫

行

夫

宏

作

七

光

定

野 徹

間 吉

藤 範

谷 宣

津 耕

田

哲

集

利

仁

宗

郁

　

正

庄

敏

安

田

村

達

肉

原

　

島

崎

田

今回の改選に際し、赤堀四郎理事が理事を辞されて顧間にご就任、鈴木友二及び関集三両先生が埋事にご就任されました。評議員のうち、上国良二及び田丸謙二両先生がご勇退され、江橋節郎及び早川幸男の両先生が評議員にご就任なさいました。
選考委員では天野恒久、音在清輝及び三井利夫の各先生がご勇退、代って岩間吉也、朽津耕三、
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高田利夫及び竹内郁夫の各先生がご協力下さることになりました。

このたび勇退された諸先生方に対 しましては、ど在任期間中のお力添えに心から御礼申しあげま

す。

M B E だ よ り

当財団が、設立5周年記念事業のひとつとして、分子線結晶成長装置(MBE:Molecular

Beam Epitaxy)を 昭和 57年 11月 2日関西学院へ寄贈しました。同学院では「MBE共 同利用施

調 を開設し、本装置を用いた基礎研究ならびに応用開発を推進するために、運営委員会を編成し、具体

的活動に入っております。同学院大学理学部の佐野運営委員より財団宛送られてくる「MBEだ より」

を拝読しますと、施設の機能を最高に発揮させるためのご苦労がよく窺われます。このたび、同大学

の運営委員から次記 「お知らせ」の掲載ご希望がありましたので、ご紹介いたします。

関四学院大学 「MBE共 同利用施設」の開設と公募のお知らせ

昭和 58年 度よりMBE(分 子線結晶成長装置 )共同利用施設が山田科学振興財団の援助で本大学に

開設される運びとなりました。当施設は成長室2基 (半導体及び金属用)、分析室、試料導入室より

なるMBE装 置で、分析装置としては、RHEED、 QMSが 半導体用成長室、RHEEDが 金属用成長室

にESCA、 AESが 分析室に設置されています。

公募事項

ィ`MBEに よる半導体試料の作製と分析

口.MBEに よる金属試料隈 と分析

(但 し、昭和 58年 度にかぎりGaAs、  GaAlAs、 及びSiに 限定する。 )

申請資格

定まった目的のもとに研究を行ない、MBEを 使用して試料の作製を希望する研究者。

申請方法

ィ、口、どちらを希望するかを明記の上、はがき(連絡先、電話番号 )にて下記に、 4月 15日 ま

でにお申し込み下さい。折り返 し、利用規定、応募書類をお送 りします。

申し込み先

〒662  西 官市上ケ原1番町1-155

関西学院大学理学部 「MBE共 同利用 」川村肇運営委員長宛

問合せ先  Tel.0798-53-61H 内 線 5256 佐 野まで

審査

研究課題の採択、所要経費の査定などMBE共 同利用運営委員会において行ない決定する。

採否の決定

6月 15日 ごろ申請者全員に通知する。

追記

又、共同利用とは別に、関西でMBEを 行 っているか又はMBEに 興味があると思われる企業 ・大学

関係を対象に、 「MBE研 究会」なるものを関西においても計画することに関して、アンケートを募っ

た結果、近 くその計画を推進する運びとなる由です。
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故 山田輝郎氏一周忌及び胸像除幕式

故山田輝郎氏 (財団基金提供者 ・ロート製薬株式会社代表取締役会長・昨年 4月 17日逝去 )の一

周忌法要が4月 17日 (日 )臨南寺会館 (大阪市東住吉区長居公園肉)で関係者多数参会の裡に盛大

にとりおこなわれました。

また、18日 御 )には会社中庭に於て故人の胸像の除暮式がおこなわれ、出席者一同別離の情をあら

たにいたしました。

一 周 忌 法 要 除  幕  式

人  事  消  息

1 58年 2月、神谷宣郎理事が岡崎国立共同研究機構名誉教授の称号をお受けになりました。

2 58年 4月 、早石修埋事が京都大学医学部を、熊田誠選考委員が京都大学工学部を 、それぞれ

定年ご退官、京都大学名誉教授 の称号をお受けになり、また、江橋節郎評議員が東京大学医学部を

定年ご退官、岡崎国立共同研究機構生理学研究所教授にご就任になり、岩間吉也選考委員は大阪大

学医学部を定年ご退官、大阪大学名誉教授の称号をお受けになって、近畿大学案学部教授にど就任

になりました。
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編 集 後 記
本号には、通巻 13号 に引きつづぃて 57年 11月 なかば以降 58年 4月 なかば迄の間に集録した短

期間来日成果報告 、長期間来日成果報告、短期間派遣成果報告t長 期間派遣成果報告、中間報告およ
び短信などをお知らせします。

なお、 57年 11月 28日 お亡 くなりになりました本財団評議員故殿村雄治先生のご冥福をお祈り申
しあげ、本財団理事神谷宣郎先生の「故殿村雄治さんを偲ぶ 」を収載いたしました。

財団法人   山 田 科 学 振 興 財 団

T544  大 阪市生野区巽西 1丁目8番 1号
ロート製薬株式会社内

電話大阪 (06)758局 1231  ロ ート製発株式会社呼出

Yalllada science FOundatiOn

o/o RohtO Pharrnaceutical CO。
, L td.

8-1, Tatsurni Nishi l― chOme, Ikur10-ku

OSaka 544, 」 apan

1983.  250
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